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ひとりひとりのDEW、それぞれの想い
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温故創新の森 NOVARE 
The Link SAPPORO
KARAWANG OUTLET MALL
福岡大学病院 本館
GRAND MARINA TOKYO パークタワー勝どきミッド
聖路加国際大学 聖ルカ礼拝堂
旧渋沢邸「中の家（なかんち）」主屋改修

03： プロジェクトをまとめるプロデューサーとしての設計者の仕事
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DIGITAL COMMONS
留学体験記
2023年度 日本建築学会技術部門設計競技
日本免震構造協会創立30周年記念事業
免震構造アイデアコンペ

シミズの構造設計展 遺伝的多様性

04： プロジェクトの枠を超えた幅広い活動
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作品データ
DEWの活動と展望
委員一覧・組織図

stream DEW：潮流を成す“雫”の活動

「stream DEW」の活動は、設計部ニュースとして1979年に創刊されながらも休刊となっていた冊子「STREAM」の復刊から始まりました。
設計本部内の若手を中心に編集委員を任命し、2007年11月に「stream DEW67」を発行、以来編集委員を交代しながら毎年発行しています。

「stream DEW」には個人の創造性の発露（雫=DEW）が従業員相互の啓発・情報共有の源であり、それが大きな流れ（潮流=stream）となるという意味を込めています。
その後、活動の幅を広げ若手設計者が自由かつ主体的に様々な活動を行う場として続いています。
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中神 陽平
入社2年目担当 構造設計

靖本 夏紀
入社10年目担当 構造設計

山本 大地
入社6年目担当 意匠設計

佐藤 啓明
入社11年目担当 設備設計

馬込 仁総
入社4年目担当 電気設計

安田 諭史
入社7年目担当 意匠設計

西田 愛
入社3年目担当 構造設計

光本 ゆり
入社2年目担当 設備設計

五寶 智美
入社4年目担当 意匠設計

清水 亮輔
入社4年目担当 意匠設計

高 悠哉
入社8年目担当 電気設計

滝澤 千尋
入社5年目担当 構造設計

古本 美希
入社4年目担当 設備設計

吉村 環紀
入社5年目担当 意匠設計

寺田 繁史
入社4年目担当 意匠設計

藤井 孝行
入社4年目担当 設備設計

佐野 達彦
入社4年目担当 構造設計

元木 智也
入社7年目担当 意匠設計

陳 偉光
入社9年目担当 設備設計

西野 安香
入社7年目担当 意匠設計

01
episode

入
社
後
、研
修
期
間
を
経
て
、主
に
本
社
設
計
部
の
各
専
門
ラ
イ
ン
部
署
に
設
計
担
当
者
と
し
て
配
属

さ
れ
ま
す
。各
専
門
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
共
に
、与
え
ら
れ
た
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
実
務

経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
章
で
は
、様
々
な
方
の
助
力
を
得
な
が
ら
、与
え
ら
れ
た
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
む
若
手
設
計

者
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。
　〈
入
社
年
度
目
安  

1
年
目
〜
10
年
目
〉

GAREN ヤマサ醤油株式会社
東京支社

箱根ホテル小涌園 かほく市総合体育館キオクシア横浜
テクノロジーキャンパス Flagship棟

SAKURA TREE 青山学院大学
マクレイ記念館

TTRS研究開発棟 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る

若
手
設
計
担
当
者
と
し
て
の
仕
事
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学
生
の
活
動
の
様
子
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
を
形
成
す
る

都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
居
場
所
・
図
書
館 ―

Change ～

Deep～

Active ～
Active

～

～ Deep

Deep～

Deep～
Active～

Change ～

多
様
な
居
場
所

          

ダ
ブ
ル
リ
ン
グ
の
平
面
構
成

　図
書
館
エ
リ
ア
で
は
中
央
閲
覧
ス
ペ
ー
ス

に
対
し
、外
周
部
は
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
対
応
可
能
な
小
部
屋（
通
称
ア
イ
ル

【
教
会
堂
の
側
廊
】）と
し
て
ダ
ブ
ル
リ
ン
グ

の
構
成
と
し
ま
し
た
。

　中
央
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
は
全
館
避
難
安
全
検

証
法
に
よ
り
吹
抜
を
ず
ら
し
な
が
ら
つ
な
げ

た
大
空
間
と
し
、外
周
部
の
小
部
屋
ア
イ
ル

は
中
央
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
に
対
し
、よ
り

Active

・Change

・Deep 

に
過
ご
す
居
場

所
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。（
西
野
）

　マ
ク
レ
イ
記
念
館
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心

に
位
置
し
、接
地
階
は
周
囲
に
抜
け
る
出
入
口

を
複
数
設
け
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
動
線
の
結

節
点
に
は
、学
生
が
集
ま
る
場
を
計
画
、周
辺

の
外
部
環
境
も
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
や
芝
生
を
敷

き
自
然
と
人
が
留
ま
る
場
と
し
て
整
備
し
ま

し
た
。マ
ク
レ
イ
記
念
館
は
学
生
生
活
の

拠
点
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
活
動
の
拠
点
と
な

る
事
が
期
待
さ
れ
ま
す
。（
西
野
）

キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
た
な
結
節
点

   

こ
こ
を
ベ
ー
ス
に
学
び
が
広
が
る

AOYAMA GAKUIN UNIVERSITY MACLAY MEMORIAL HALL
青山学院大学  マクレイ記念館

過
ご
す
場
を
主
体
的
に
選
択
す
る

　ア
イ
ル
は
一
つ
と
し
て
同
じ
場
が
な
い
多

彩
な
空
間
で
す
。ま
た
屋
外
環
境
を
取
り
入

れ
自
然
通
風
を
積
極
的
に
利
用
し
、温
湿
度

条
件
を
緩
和
し
た
ム
ラ
の
あ
る
環
境
を
許
容

し
、快
適
さ
を
感
じ
る
環
境
を
学
生
が「
主
体

的
に
」選
択
す
る
場
と
し
ま
し
た
。飲
食
可
能

な Change 

で
は
気
流
感
の
あ
る
空
調
方
式

を
採
用
し
、に
お
い
の
滞
流
を
防
止
、集
中
し

て
学
習
す
る Deep 

で
は
音
の
出
な
い
放
射

パ
ネ
ル
で
の
空
調
に
加
え
て
照
明
の
色
温
度

を
低
め
に
す
る
な
ど
、意
匠
的
・
設
備
的
に

多
様
な
環
境
と
し
ま
し
た
。（
西
野
・
藤
井
）

アイル：Active

アイル：Deep 中央閲覧スペース メインストリート側外観アイル：Changeアイル：Deep

アイル：Activeズレながら上下をつなぐ階段

トイレ(W)
中央閲覧スペース

ダブルリングの平面構成

アクティビティ小部屋
アイルエリア

西野 安香西野 安香
入社7年目担当 意匠設計

佐野 達彦佐野 達彦
入社4年目担当 構造設計

藤井 孝行藤井 孝行
入社4年目担当 設備設計

　ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
か
ら
空
間
を
考
え
る

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
目
的
や
種
類
に
応
じ
て「
多
様
な
居
場
所
」

や「
環
境
」を
学
生
が
自
ら
選
択
し
て
過
ご
す

空
間
を
目
指
し
ま
し
た
。学
生
が
居
心
地

よ
く
学
べ
る「
知
的
な
居
場
所
」を
作
り
た
い

と
の
大
学
の
想
い
と
共
に
ス
タ
ー
ト
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。（
西
野
）

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・

　
　
　
　
　
　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

大学18号館
マクレイ記念館

大学15号館
ガウチャー
記念礼拝堂

間島記念館
（初代図書館）

メインストリート

▼

▼

表参道

▼
渋谷

正門

青
山

通
り 中等部

高等部

幼稚園

トイレ（M）
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構造システム図

連絡通路

二重鋼管座屈
補剛ブレース

▼鉄骨梁

▼鉄骨梁
▽FS

▽FS
▽FS

FS：フラットスラブ

▼鉄骨梁
▽FS

連絡通路

鋼管杭

既製コンクリート杭

施工時の様子
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30
ｍ
の
絶
対
高
さ
制
限
の
中
で
天
井
高
さ

３
ｍ
以
上
を
確
保
し
た
７
層
の
建
物
構
成
を

実
現
す
る
た
め
、鉄
骨
造
フ
ロ
ア
と
フ
ラ
ッ

ト
ス
ラ
ブ
構
造
の
低
階
高
フ
ロ
ア
を
併
用
す

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。

耐
震
要
素
で
あ
る
二
重
鋼
管
座
屈
補
剛
ブ

レ
ー
ス
は
主
に
建
物
外
周
部
に
配
置
し
、複

数
の
吹
抜
を
有
す
る
中
央
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
は

Φ
３
１
８.

５
の
細
柱
を
用
い
た
開
放
的
な

空
間
と
し
て
い
ま
す
。外
周
の
フ
ラ
ッ
ト
ス

ラ
ブ
跳
ね
出
し
部
の
長
期
た
わ
み
は
鉄
骨
造

フ
ロ
ア
か
ら
の
間
柱
で
抑
制
し
、上
下
フ
ロ

ア
の
長
期
た
わ
み
差
を
Ｆ
Ｅ
Ｍ
解
析
に
よ
り

確
認
し
て
外
装
サ
ッ
シ
ュ
の
計
画
に
反
映
し

ま
し
た
。

外
部
の
連
絡
通
路
で
は
12
㎜
の
鋼
板

１
枚
に
よ
る
屋
根
を
採
用
、柱
配
置
に
よ

り
変
化
す
る
鋼
板
の
た
わ
み
量
と
屋
根

全
体
の
水
勾
配
の
関
係
に
つ
い
て
は

Grasshopper 

に
よ
る
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク

ス
タ
デ
ィ
を
行
い
決
定
し
ま
し
た
。（
佐
野
）

　
利
用
者
が
こ
の
建
物
の
主
役
で
あ
り
、そ

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
外
へ
あ
ふ
れ
出
し
た

様
子
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
を
形
成
す
る
と

い
う
想
い
は
施
主
と
共
有
で
き
た
と
思
い
ま

す
。当
初
よ
り
建
て
て
終
わ
り
で
は
な
く「
進

化
し
て
い
く
建
物
」を
ど
う
実
現
す
る
か
で

方
向
転
換
が
必
要
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

設
計
を
す
る
上
で
強
い
コ
ン
セ
プ
ト
も
重
要

で
す
が「
利
用
者
が
自
然
と
感
じ
ら
れ
る
コ

ン
セ
プ
ト
」の
方
が
難
易
度
が
高
く
、こ
れ
も

重
要
な
事
だ
と
こ
の
建
物
の
設
計
を
通
し
て

感
じ
ま
し
た
。利
用
者
一
人
一
人
に
と
っ
て
こ

の
建
物
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
拠
点
と
な

る
居
場
所
と
な
り
、そ
の
使
わ
れ
方
が
風
景

と
な
り
、ど
の
様
に
移
り
変
わ
る
か
、こ
れ
か

ら
の
進
化
が
楽
し
み
な
建
物
で
す
。（
西
野
）

構
造
計
画

　
積
層
す
る
ス
ラ
ブ
や
屋
根
、ル
ー
バ
ー
に

よ
る
日
射
遮
蔽
効
果
な
ど
、建
備
一
体
の
省

エ
ネ
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。ま
た
、自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
最
大
化
を
目
的
と
し
て

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
然
換
気
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
て
お
り
、建
物
各
部
位
の
自
然
換
気
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、Ｂ
１
、

１
階
及
び
５
、６
階
に
自
然
換
気
開
口
を
設

置
、図
書
館
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、気
流
や
粉

塵
に
よ
る
本
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、空
調
機

を
通
し
た
外
気
冷
房
と
し
ま
し
た
。教
室
、図

書
館
、書
庫
等
、利
用
目
的
・
利
用
時
間
が
大

き
く
異
な
る
室
用
途
が
混
在
す
る
建
物
特
性

に
対
し
、熱
源
と
し
て
空
冷
Ｈ
Ｐ
チ
ラ
ー
＋

冷
却
塔
フ
リ
ー
ク
ー
リ
ン
グ
＋
水
蓄
熱
槽
を

採
用
し
、様
々
な
負
荷
パ
タ
ー
ン
に
追
従
可

能
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ

と
で
、大
学
図
書
館
単
独
で
は
初
のZEB 

Ready 

を
達
成
し
て
い
ま
す
。（
藤
井
）

　
グ
ル
ー
プ
学
習
室
に
は
、コ
ア
ン
ダ
効
果

を
利
用
す
る
こ
と
で
床
面
に
低
速
の
空
調
空

気
を
供
給
で
き
、疑
似
的
な
置
換
空
調
が
可

能
な
天
井
吹
出
置
換
空
調
シ
ス
テ
ム
を
採

用
、呼
吸
域
の
換
気
効
率
を
上
げ
る
事
で
低

Ｃ
Ｏ
２
濃
度
と
な
り
、知
的
生
産
性
が
上
が

る
学
習
室
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。（
藤
井
）

設
備
計
画

　
　  

Ｚ
Ｅ
Ｂ  
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
の
実
現

連絡通路の柱配置解析

自動書庫80万冊
（全体150万冊のうち）

トップライト

放射パネルの設置 LED照明・タスク＆アンビエント

床吹き出し空調システム

緑化 日射負荷を低減する庇

井水利用

BEMSの導入
高効率変圧器（受変電）

LED照明・人感センサー制御・タイムスケジュール制御

CO２濃度による外気量制御
空調ファン制御の高度化

自然通風

空調ポンプ制御の高度化
フリークーリング
高効率熱源システム

外皮の高断熱化

高性能ガラス

▲鉄骨梁

△フラットスラブ

△フラットスラブ

△フラットスラブ

▲鉄骨梁

▲鉄骨梁

ZEB Ready 省エネへの取り組みアクティビティが外へあふれ出す外観

ホール

ラーニングコモンズ

緑化

△フラットスラブ

学
生
の
活
動
の
様
子
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の

                                 

風
景
を
形
成
す
る

プレゼンテーションルーム

ヒマラヤスギウッドデッキエリア
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多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
地
域
を
つ
な
ぐ
ア
リ
ー
ナ

―
 「

紡
ぐ
デ
ザ
イ
ン
」で
か
ほ
く
ら
し
く
愛
さ
れ
る
場
所
を
目
指
し
て ―

TAM
AKI YO

SH
IM

U
RA / H

ID
EKI O

KAYAM
A / N

ATSU
KI YASU

M
O

TO
 / TO

G
O

 ABU
RAN

O
 / TAKASH

I AKIYAM
A / TO

SH
IYU

KI YAM
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I

 ―図面名

図面番号

清水建設株式会社一級建築士事務所

清水建設・山岸建築設計事務所設計共同企業体

Shimz

清水建設 清水建設

Shimz

山岸建築清水建設 清水建設

かほく市総合体育館整備・運営事業　総合体育館建設工事

PL-25
2C 250×90

「
紡
ぐ
デ
ザ
イ
ン
」を
実
現
す
る

　
　
　
　
　  

ア
リ
ー
ナ
の
構
造
体

　か
ほ
く
市
は
繊
維
業
が
盛
ん
で
特
に
ゴ
ム

入
り
細
巾
織
物
の
生
産
が
日
本
一
の
シ
ェ
ア

を
誇
り
ま
す
。か
ほ
く
ら
し
い
体
育
館
と
し

て
地
域
の
方
々
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、こ
の
繊
維
の
モ
チ
ー
フ
を
取
り
入
れ
た

「
紡
ぐ
デ
ザ
イ
ン
」を
建
物
の
随
所
に
取
り
入

れ
ま
し
た（
写
真
②
③
⑤
⑧
）。

ア
リ
ー
ナ
の
屋
根
構
造
は
斜
格
子
ト
ラ
ス

を
採
用
し
、「
紡
ぐ
デ
ザ
イ
ン
」を
構
造
体
で

直
接
表
現
し
て
い
ま
す
。大
空
間
で
は
一
方

向
ト
ラ
ス
が
一
般
的
で
す
が
、本
計
画
で
は

斜
格
子
と
し
、部
材
応
力
の
ば
ら
つ
き
を
少

な
く
し
ま
し
た
。相
対
的
に
応
力
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
う
四
隅
は
部
材
断
面
を
変
え
る

の
で
は
な
く
、ト
ラ
ス
の
密
度
を
増
や
す
こ

と
で
部
材
を
均
一
化
し
ま
し
た
。四
隅
に
追

加
し
た
ト
ラ
ス
の
下
弦
材
は
、一
般
部
の
下

弦
材
と
上
下
に
交
差
さ
せ
接
合
部
を
単
純
化

し
、繊
維
が
織
り
な
す
様
子
を
表
現
し
て
い

ま
す（
写
真
⑦
）。下
弦
材
は
溝
型
鋼
を
２
つ

合
わ
せ
る
こ
と
で
、シ
ャ
ー
プ
な
ラ
イ
ン
が

美
し
く
交
わ
る
構
造
と
し
ま
し
た（
図
③
）。

　屋
根
を
支
え
る
柱
は
Ｖ
字
形
と
し
、ブ

レ
ー
ス
の
役
割
を
持
た
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、斜
格
子
ト
ラ
ス
と
と
も
に「
紡
ぐ
デ
ザ
イ

ン
」を
表
現
し
、コ
ー
ナ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
の
意

匠
も
実
現
し
て
い
ま
す（
写
真
⑧
）。（
靖
本
）

Ｐ
Ｆ
I
事
業
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
し

て
、地
元
の
繊
維
企
業
・
中
学
生
と
一
緒
に
、

「
繊
維
」の
廃
材=

残
糸
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
サ

イ
ン
を
共
創
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た（
写
真
⑥
）。共
創
し
た
作
品
は
渡
り

廊
下
に
壁
画
と
し
て
飾
ら
れ
ま
す
。学
生
に

と
っ
て
愛
着
の
あ
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、今

後
も
残
糸
を
活
用
す
る
取
り
組
み
を
発
信
す

る
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
し
て
引
き
続
き
運
営
面
か

ら
市
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
こ
の
ア
リ
ー
ナ
が
ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か

け
に
人
と
人
、人
と
文
化
を
つ
な
ぐ
場
と
し
て

育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
吉
村
）

　本
計
画
は
石
川
県
か
ほ
く
市
の「
新
た
な

ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
拠
点
」と
し
て
総
合
体
育

館
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
を
整
備
・
運
営
す

る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
す
。プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
対
応

の
ア
リ
ー
ナ
、柔
剣
道
場
、弓
道
場
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
加
え
、キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
、マ
ル

チ
に
使
え
る
ル
ー
ム
等
、様
々
な
機
能
が
内

包
さ
れ
て
い
ま
す
。「
か
ほ
く
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン

パ
ス
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

人
も
し
な
い
人
も
様
々
な
世
代
が
集
い
、周
辺

の
学
校
・
図
書
館
と
連
携
し
て
地
域
の
に
ぎ

わ
い
を
創
り
出
す
拠
点
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
吉
村
）

　ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
核
と
し
て
、こ

こ
に
来
る
だ
け
で
自
然
と
多
様
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
目
に
入
り「
自
分
も
や
っ
て
み
た

い
」と
い
う
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
る
場
所
と

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。た
ど
り
着
い

た
の
が
、ア
リ
ー
ナ
と
武
道
場
エ
リ
ア
の
間

に
地
域
の
方
々
が
自
由
に
通
り
抜
け
で
き
る

共
用
空
間「
ス
ポ
ー
ツ
モ
ー
ル
」を
設
け
る
プ

ラ
ン
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
モ
ー
ル
で
休
憩
し
な

が
ら
弓
道
や
柔
道
・
剣
道
を
観
戦
し
た
り
、

ア
リ
ー
ナ
で
運
動
す
る
子
供
た
ち
の
様
子
を

見
守
る
こ
と
が
で
き
、コ
ン
パ
ク
ト
か
つ

に
ぎ
わ
い
が
集
約
す
る
プ
ラ
ン
を
実
現
し
ま

し
た（
写
真
①
③
、図
①
）。（
吉
村
）

　一
般
的
に
体
育
館
と
い
う
と
大
き
な
箱
と

し
て
地
域
に
対
し
て
閉
じ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
に

な
り
が
ち
で
す
。本
計
画
で
は
ア
リ
ー
ナ
の

四
隅
を
カ
ッ
ト
し
て
コ
ー
ナ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
と

い
う
窓
に
す
る
こ
と
で
、ア
リ
ー
ナ
で
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
地
域
に
発
信
す
る
顔
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た（
図
②
、写
真
④
）。（
吉
村
）

地
域
に
ひ
ら
く
ア
リ
ー
ナ

地
域
と
共
創
す
る
ア
リ
ー
ナ
へ

KAHOKU ARENA
かほく市総合体育館

地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
核
と
な
る

「
か
ほ
く
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

多
様
な
活
動
と
つ
な
が
る

　
　
　
　
　
　  

ス
ポ
ー
ツ
モ
ー
ル

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

山岸 俊之山岸 俊之
入社32年目担当 構造設計

穐山 貴志穐山 貴志
入社9年目担当 構造設計

靖本 夏紀靖本 夏紀
入社10年目担当 構造設計

吉村 環紀吉村 環紀
入社5年目担当 意匠設計

岡山 英樹岡山 英樹
入社36年目担当 意匠設計

油野 登梧油野 登梧
入社3年目担当 構造設計

トラス密度を
増やす
トラス密度を
増やす
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写真③
弓道を観戦できるスポーツモールのエントランス

天井は繊維の重なりをイメージした「紡ぐデザイン」

写真⑧
「紡ぐデザイン」の斜格子トラス屋根とV字柱で構成されたアリーナ

かほく市に本拠地があるバレーボールチームのホームゲーム開催アリーナとなる 写真⑤ 繊維をイメージしたパターンの外装デザイン

写真④ アクティビティを発信する
コーナーウィンドー

写真⑥ 繊維の廃材をつかった
ワークショップ

図②
四隅をカットして
地域にひらく

写真⑦ 上下に交差した織りなすトラス
図①

スポーツモールアクソメ

写真①
トレーニングルームや柔剣道場など多様な活動とつながるスポーツモール

図③溝形鋼の下弦材

アリーナ

弓道場
スタジオ

トレーニング
ルーム

スポーツ
モール写真②

「紡ぐデザイン」糸で織りなすオリジナルサイン
図①

スポーツモールアクソメ

︖

中学校
国道

入口

中央図書館

ARENA



『
新
た
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価
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を
醸
造
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』オ
フ
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ス
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質
の
高
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ア
ウ
ト
プ
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産
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出
す
”場
“を
つ
く
る ―
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豊
か
な
吹
抜
空
間
の
実
現

　
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
の
環
境
効
果
や
外
装
の
構

造
検
討
な
ど
、現
業
や
生
産
技
術
本
部
な
ど

と
協
議
を
重
ね
、柱
や
ス
リ
ッ
ト
窓
が
軽
や

か
で
、か
つ
環
境
性
能
も
併
せ
持
つ
豊
か
な

吹
抜
空
間
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
吹
抜
部
の
丸
柱
は
主
に
鉛
直
力
を
支
持

し
、地
震
力
を
負
担
さ
せ
な
い
計
画
と
し
て

い
ま
す
。建
物
に
作
用
す
る
地
震
力
は
粘
弾

性
ダ
ン
パ
ー
を
配
置
し
た
制
振
構
造
の
メ
イ

ン
フ
レ
ー
ム
で
負
担
さ
せ
て
い
ま
す
。地
震

力
か
ら
解
放
さ
れ
た
吹
抜
部
を
繊
細
な
構
造

部
材
で
構
成
し
、か
つ
建
物
の
顔
と
な
る
南

東
部
の
フ
ァ
サ
ー
ド
面
に
設
け
た
ア
ル
ミ

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
を
３
層
通
す
こ
と
で
軽

や
か
な
吹
抜
空
間
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

　
吹
抜
部
に
は
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
を
設
け
、か

つ
ス
リ
ッ
ト
窓
の
膳
板
を
室
内
側
に
傾
斜
さ

せ
る
こ
と
で
十
分
な
採
光
を
確
保
し
ま
し

た
。ま
た
、夏
期
に
は
吹
抜
上
部
に
暖
気
を
貯

め
、ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
外
壁
面
に
設
け
た
熱
気

抜
き
か
ら
排
出
す
る
こ
と
で
外
気
負
荷
削
減

に
も
繋
げ
て
い
ま
す
。

　
執
務
室
の
空
調
は
放
射
＋
床
吹
出
を
採
用

し
、吹
抜
と
一
体
空
間
に
あ
り
な
が
ら
も
居

住
域
を
効
率
的
に
空
調
・
換
気
で
き
る
シ
ス

テ
ム
と
し
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
放
射
パ
ネ
ル

と
照
明
・
防
災
設
備
な
ど
を
備
え
た
設
備
プ

レ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
シ
ス
テ
ム
化
し
、

家
庭
的
な
あ
た
た
か
み
を
与
え
る
木
目
調
の

パ
ネ
ル
と
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
グ

リ
ッ
ド
天
井
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

                           （
五
寶
・
中
神
・
佐
藤
・
馬
込
）

　
本
案
件
は
、江
戸
時
代
か
ら
続
く
ヤ
マ
サ

様
の
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
、新
し
い
時
代

へ
向
け
た
さ
ら
な
る
発
展
へ
の
思
い
が
込
め

ら
れ
た
、支
社
の
建
替
計
画
に
な
り
ま
す
。

　
旧
社
屋
は
隣
接
す
る
首
都
高
速
道
路
の
開

通
以
前
か
ら
あ
り
、周
辺
環
境
の
変
化
に
対

応
し
た
建
物
を
提
供
す
る
こ
と
が
急
務
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、社
員
の
働
き
が
い
や

雇
用
の
充
実
に
結
び
付
け
た
い
と
い
っ
た
新

た
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
応
え
る
べ
く
、「
質
の
高
い

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
産
み
出
す
場
づ
く
り
」を

念
頭
に
取
り
組
み
ま
し
た
。（
五
寶
）

企
業
の
新
し
い
時
代
づ
く
り

　
首
都
高
速
道
路
に
隣
接
す
る
敷
地
条
件
で

あ
る
こ
と
か
ら
、騒
音
へ
の
配
慮
と
事
務
所

の
快
適
性
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、首
都
高
側

に
バ
ッ
フ
ァ
と
な
る
３
層
吹
抜
空
間
を
設
け

た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。こ
の
空
間
に

は
事
務
所
エ
リ
ア
の
動
線
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
直
階
段
を
設
け
、社
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
誘
発
し
ま
す
。外
観
は
、歴
史
の
積

層
と
さ
ら
な
る
未
来
へ
の
成
長
を
意
図
し
、天

に
向
か
っ
て
伸
び
ゆ
く
イ
メ
ー
ジ
を
か
た
ち

に
し
ま
し
た
。外
装
材
は
Ｐ
Ｃ
板
と
し
、石
器

質
の
施
釉
タ
イ
ル
を
埋
込
み
、レ
ン
ガ
造
の
よ

う
な
独
特
の
質
感
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、一
見
、外
か
ら
は
恒
久
的
な
重

厚
感
を
感
じ
さ
せ
な
が
ら
も
、内
部
に
の
び

や
か
に
開
か
れ
た
柔
軟
性
の
あ
る
オ
フ
ィ
ス

を
計
画
し
ま
し
た
。（
五
寶
）

質
の
高
い
オ
フ
ィ
ス
へ
の
応
え

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
設
計
・
現
業
と
も

に
若
手
が
多
く
、チ
ー
ム
全
体
と
し
て
も
若

者
を
育
て
よ
う
と
い
う
気
運
が
感
じ
ら
れ
、

フ
ラ
ッ
ト
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
え
る

良
い
関
係
を
築
け
ま
し
た
。一
方
で
、施
主
の

建
築
に
対
す
る
造
詣
が
深
く
、そ
れ
ゆ
え
デ

ザ
イ
ン
に
限
ら
ず
お
さ
ま
り
や
機
能
面
で
の

細
や
か
な
説
明
が
求
め
ら
れ
、チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
丁
寧
な
説
明
を
心
掛
け
ま
し
た
。

建
物
完
成
後
、吹
抜
を
見
上
げ
な
が
ら

満
足
し
た
表
情
を
浮
か
べ
ら
れ
た
施
主
の
横

顔
を
見
て
、担
当
者
全
員
が
こ
れ
以
上
な
い

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。（
五
寶
）

ワ
ン
チ
ー
ム
で
作
り
あ
げ
る

自
社
ビ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、厨
房
や
小

規
模
な
工
場
機
能
も
併
せ
持
つ
事
務
所
計
画

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、機
能
に
合

わ
せ
た
多
様
な
素
材
や
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し

て
お
り
、打
合
に
は
常
に
３
Ｄ
モ
デ
ル
と
実

サ
ン
プ
ル
を
持
参
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
モ

デ
ル
を
変
更
し
な
が
ら
建
物
内
で
の
見
え
方

や
使
い
方
を
施
主
と
一
緒
に
検
証
し
、素
早

い
合
意
形
成
に
繋
げ
ま
し
た
。（
五
寶
）

ア
イ
デ
ア
を
そ
の
場
で
か
た
ち
に

パース効果を利用し天に伸びゆく外観食品会社としての家庭的なあたたかさと清潔感を感じさせるエントランスホール 屋上の見え方をモデルで確認しながら決定した光庭の形状 吹抜階段

執務室

ACWから吹抜に豊かな光が射し込む

YAMASA CORPORATION
TOKYO OFFICE

ヤマサ醤油株式会社 東京支社

五寶 智美
入社4年目担当

意匠設計

五寶 智美
入社4年目担当

中神 陽平
入社2年目担当

構造設計
入社2年目担当佐藤 啓明

入社11年目担当
設備設計

馬込 仁総
入社4年目担当

電気設計
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SA
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SH
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A
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EG
U
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A
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M
O

TO
 

SAKURA TREE

誰
も
が
見
上
げ
る
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

―
 

偏
光
ガ
ラ
ス
と
雁
行
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
が
魅
せ
る
表
情 ―

白色光のスペクトル

反射（黄緑系）と
透過（紫系）に分光

反射透過

角度により反射光（色）の
見え方が変化

外装ACW

角度が少しずつ異なる雁行形状により
グラデーショナルに変化する色調

ダイクロの分光効果

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ  

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
へ
の
想
い

サ　
　
　
ク　
　
　
ラ　
　
　
　
ツ　
　
　
リ　
　
　
ー

ダ
イ
ク
ロ
イ
ッ
ク
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　

    

ガ
ラ
ス
採
用
へ
の
試
み

学
習
塾
を
経
営
す
る
臨
海
セ
ミ
ナ
ー
の

創
立
50
周
年
を
記
念
し
た
本
社
ビ
ル
で
す
。

　
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」に
は
、臨
海

セ
ミ
ナ
ー
の
前
身
が「
さ
く
ら
塾
」で
あ
る

こ
と
と
、生
徒
の
笑
顔
が
咲
く
、未
来
へ
の
希

望
を
象
徴
す
る
建
物
と
な
る
よ
う
に
、と
の

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。桜
の
木
の
よ

う
に
誰
も
が
見
上
げ
る
、ア
イ
コ
ニ
ッ
ク
な

フ
ァ
サ
ー
ド
を
目
指
し
ま
し
た
。（
安
田
）

横
浜
駅
前
の
鉄
道
敷
に
開
け
た
立
地
の
特

徴
を
活
か
し
、車
内
か
ら
も
目
を
引
く
、様
々

な
表
情
を
見
せ
る
唯
一
無
二
な
外
装
デ
ザ

イ
ン
を
提
案
し
、施
主
の
心
を
掴
み
ま
し
た
。

こ
の
外
装
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、

・
上
下
で
形
状
が
切
り
替
わ
り
雁
行
す
る

   

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル

・
見
る
角
度
で
色
調
が
変
わ
る
偏
光
ガ
ラ
ス

・
流
れ
る
よ
う
な
３
次
元
化
粧
フ
レ
ー
ム

と
し
、眼
下
に
広
が
る
鉄
道
敷
か
ら
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
見
え
方
が
変
化
す
る
フ
ァ

サ
ー
ド
を
目
指
し
ま
し
た
。

複
雑
な
形
状
の
外
装
の
納
ま
り
は
、特
に

苦
労
し
た
点
で
も
あ
り
力
を
注
い
だ
点
で
も

あ
り
ま
す
。社
内
の
専
門
部
署
や
外
装
メ
ー

カ
ー
と
協
働
し
て
新
型
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル

を
製
作
し
、止
水
性
や
製
作
性
に
も
配
慮
し
ま

し
た
。ま
た
複
雑
な
下
地
鉄
骨
形
状
や
本
体
鉄

骨
と
の
納
ま
り
を
原
寸
ス
ケ
ッ
チ
を
描
き

理
解
し
設
計
図
に
落
と
し
込
み
ま
し
た
。さ
ら

に
製
作
図
段
階
で
フ
ァ
ス
ナ
ー
位
置
等
を
ひ

と
つ
ず
つ
調
整
す
る
こ
と
で
フ
ァ
サ
ー
ド
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
実
現
し
ま
し
た
。（
安
田
・
西
田
）

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
外
装

映
像
・
照
明
と
一
体
と
な
っ
た
演
出

高
効
率
で
広
が
り
を
感
じ
る
オ
フ
ィ
ス

　
ダ
イ
ク
ロ
イ
ッ
ク
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
ガ
ラ
ス

（
偏
光
ガ
ラ
ス
）の
外
装
へ
の
採
用
は
、執
務

室
に
採
用
す
る
例
が
国
内
で
も
他
に
例
が
な

く
、様
々
な
状
況
を
想
定
し
な
が
ら
の
挑
戦

で
し
た
。社
内
外
の
協
力
も
得
な
が
ら
、品

質
・
工
程
・
維
持
メ
ン
テ
、様
々
な
面
で
の
課

題
を
解
決
し
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。思
い
描
く
色
味
の
ガ
ラ
ス
と
す
る
た
め

何
度
も
サ
ン
プ
ル
を
試
作
し
、中
国
工
場
に

も
足
を
運
び
自
ら
の
目
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
田
）

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
オ
フ
ィ
ス
と
い
う
こ
と

で
、専
有
面
積
の
最
大
化
も
課
題
で
し
た
。設

備
コ
ア
を
隣
地
側
に
集
約
し
た
り
、視
界
に

入
る
柱
を
コ
ー
ナ
ー
の
１
本
の
み
と
し
、前

面
の
２
面
道
路
に
対
し
て
フ
ル
オ
ー
プ
ン
の

開
放
的
な
執
務
空
間
を
実
現
し
ま
し
た
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、奥
に
向
か
っ
て
天
井

を
下
げ
る
こ
と
で
奥
行
感
を
、鏡
面
の
パ
ネ

ル
を
採
用
す
る
こ
と
で
視
覚
的
な
空
間
の
広

が
り
を
強
調
し
ま
し
た
。（
安
田・西
田・光
本
）

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
建
物
な
が
ら
も
そ
の
中
で

様
々
な
要
素
が
絡
み
合
う
難
し
さ
が
あ
り
ま

し
た
が
、細
か
な
部
分
ま
で
皆
で
議
論
し
詰

め
切
っ
て
創
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、「
他
に

な
い
素
敵
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
な
り
大
変
満

足
し
て
い
る
」と
の
施
主
の
お
言
葉
を
頂
け

た
こ
と
は
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た  「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」が
、横
浜
の
新
た
な
ア
イ
コ
ン
と

な
り
花
開
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
安
田
）

　
「
驚
き
と
感
動
の
あ
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
」を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、施
主
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ

ラ
ー
で
も
あ
る
深
み
と
艶
の
あ
る
ブ
ル
ー
の

パ
ネ
ル
で
空
間
全
体
を
構
成
し
、ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
映
像
演
出
が
際
立
つ
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
空
間
を
創
出
し
ま
し
た
。映
像
コ
ン
テ
ン

ツ
は
施
主
の
企
業
理
念
を
表
す
動
画
で
、施

主
と
会
話
し
な
が
ら
作
り
上
げ
ま
し
た
。

外
装
で
も
、季
節
や
行
事
に
応
じ
た
動
き
の

あ
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」を
体
現
し
ま
し
た
。（
安
田
）

安田 諭史
入社7年目担当 意匠設計

西田 愛
入社3年目担当 構造設計

光本 ゆり
入社2年目担当 設備設計

上下のACWに合わせた
下地鉄骨

流麗なシルエットの外装化粧フレームを纏い
R形状と雁行形状が切り替わるガラスカーテンウォール

雁行部のACWと
下地鉄骨

新型ACW
モックアップ確認

中国工場での偏光ガラス製品検査満開の桜のようにライトアップされる夜景青の空間の中にLEDビジョンの演出が映えるエントランス

角度や時間、反射・透過により様々な表情を魅せるファサード
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研
究
・
技
術
開
発
拠
点
と
し
て
の
魅
せ
る
R
&
D
棟

―
 

企
業
ブ
ラ
ン
ド
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン ―

KIO
XIA

 YO
KO

H
A

M
A

 TECH
N

O
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G
Y  CA

M
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S FLA
G

SH
IP BU
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IN

G

D
A

ICH
I YA

M
A

M
O

TO
 / M

A
SA

YU
KI TA

KA
KU
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 / N

A
RU

M
I IW

A
TA

 / YU
TA

 KIZU
 

棟

企
業
ブ
ラ
ン
ド
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン ―

従
業
員
の
主
要
動
線
と
な
る

明
る
い
中
央
吹
抜

　
フ
ロ
ア
を
跨
い
で
の
交
流
を
促
し
た
い
と

い
う
要
望
で
、執
務
フ
ロ
ア
中
央
３
〜
６
階

に
13×

10
ｍ
の
吹
抜
と
、幅
5.5
ｍ
の
大
階
段

を
計
画
し
て
い
ま
す
。吹
抜
上
部
に
は
ト
ッ

プ
ラ
イ
ト
を
設
け
、自
然
採
光
を
確
保
す
る

こ
と
で
、明
る
く
、人
が
集
ま
っ
て
く
る
共
用

部
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
の
計
画
に
お
い
て
は
、メ

ン
テ
ナ
ン
ス
性
に
配
慮
し
て
必
要
最
低
限
の

大
き
さ
と
し
て
い
ま
す
。３
Ｄ
モ
デ
ル
に
よ

り
、年
間
の
入
射
光
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、施
主
と
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
な
が
ら
、空

間
を
構
築
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、熱
環
境
を
阻
害
し
な
い
こ
と
、吹
抜

周
り
が
夜
間
も
明
る
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、熱
環
境
・
照
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
の
ガ
ラ
ス
種

類
や
換
気
方
法
、照
明
の
配
置
を
検
討
し
ま

し
た
。

吹
抜
周
り
は
階
毎
に
設
定
し
た
フ
ロ
ア
カ

ラ
ー
を
基
調
と
し
た
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

ラ
ン
ダ
ム
に
配
置
す
る
こ
と
で
、外
観
デ
ザ

イ
ン
を
踏
襲
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
ま

す
。中
央
吹
抜
周
り
が
各
フ
ロ
ア
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
り
、明
る
く
活
力
の
あ
る
空
間
を
目

指
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
と
施
工
性
の
両
立

Ｖ
Ｉ
Ｐ
来
客
を
迎
え
る
来
客
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
は
、ラ
ン
ダ
ム
な
外
観
デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲

し
た
御
影
石
の
石
壁
と
し
ま
し
た
。デ
ザ
イ

ン
を
考
え
る
上
で
注
目
し
た
の
が
、石
目
の

強
い
石
材
と
化
粧
目
地
の
配
置
で
す
。石
目

の
強
い
石
材
を
使
用
し
た
事
例
を
見
学
し
、

イ
メ
ー
ジ
を
固
め
、石
材
を
選
定
し
ま
し
た
。

　
石
目
に
合
わ
せ
て
化
粧
目
地
を
入
れ
る
こ

と
で
、1
枚
の
石
材
で
も
異
な
る
石
材
が
並

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。化
粧
目
地
の

位
置
は
２
パ
タ
ー
ン
と
し
、馬
貼
り
す
る
こ

と
で
、施
工
性
を
確
保
し
つ
つ
、様
々
な
幅
の

石
材
を
ラ
ン
ダ
ム
に
配
置
し
た
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
を
実
現
し
ま
し
た
。

本
案
件
は
、キ
オ
ク
シ
ア（
株
）のFlagship

棟
と
し
て
、研
究
・
技
術
開
発
の
拠
点
と

な
る
施
設
で
す
。（
株
）東
芝
か
ら
分
社
化
後

の
新
築
施
設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、案
件
に

対
し
て
施
主
は
、キ
オ
ク
シ
ア
を
象
徴
す
る

よ
う
な
建
物
に
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。

　
外
観
は
施
主
の
製
品（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ

リ
）を
イ
メ
ー
ジ
し
た「
積
層
セ
ル
」を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
、部
署
内
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
を

実
施
し
ま
し
た
。そ
の
後
、施
主
の
社
内
投
票

な
ど
を
経
て
、デ
ザ
イ
ン
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
３
色
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
ラ
ン
ダ

ム
に
配
置
す
る
こ
と
で
、ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
を
表
現
し
つ
つ
、躍
動
感
の
あ
る
外
観
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

魅
せ
る
外
観
デ
ザ
イ
ン

お
客
様
と
協
働
し
て
、外
観
か
ら
内
装
ま

で
作
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
し
た
。Flagship

棟
と
し
て
、広
く
企
業

ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
、お
客
様
の
更
な
る

発
展
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。（
山
本
）

企
業
発
展
の
拠
点
を
目
指
し
て

KIOXIA YOKOHAMA TECHNOLOGY  CAMPUS
FLAGSHIP BUILDING

キオクシア横浜テクノロジーキャンパスFlagship棟
中央吹抜階段熱環境シミュレーション

入射光シミュレーション

照度シミュレーション 来客エントランス

ゲストエリア執務室

中央吹抜周り

南側外観

メインエントランス 来客エントランス石壁

髙倉 正幸
入社6年目担当 構造設計

山本 大地 
入社6年目担当 意匠設計

木津 佑太 
入社4年目担当 電気設計

岩田 成美 
入社8年目担当 設備設計
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場
の
記
憶
／
風
景
の
継
承

H
A

KO
N

E KO
W

A
KIEN

 H
O

TEL

RYO
SU

KE SH
IM

IZU
 / CH

IH
IRO

 TA
KIZA

W
A

 / M
IKI FU

RU
M

O
TO

 /YU
YA

 KO
H

―
 

変
わ
ら
な
い
自
然
と
変
わ
り
ゆ
く
時
代
の
中
で
、場
所
の
特
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す ―

Study Sketches（エントランス・プール目隠し・客室）

H K P
SHIMIZU CORPORATION

GA 301

19
00

18
50

60
0

kids  ranchtree  lounge garden  lounge

wood  bar

receptionamenity tree

auto check-in

H850

H1050

1692.62

no W D H SH

401 1 5500 800 1050
  

402 6 550 500 850

403 1 4500 250 2150

404 2 570 545 760 445

405 1 2200

406 8 450 450 500

407 1 7300 1500 2180

1 900

408 1 7700 5000 400

409 6 745 855 765 415 moda en  chair

410
3 700 900

380
1 600 500

411 1 2600 3000
250~
550

421 2 620 760 935 730  G-001

422 2 416 500 646

423 2 730 620 700 410

no W D H

8 1550

デ
ザ
イ
ン
と
施
工
性
を
ふ
ま
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

架
構
計
画

歴
史
の
継
承
、自
然
と
の
調
和

清水 亮輔
入社4年目担当 意匠設計

滝澤 千尋滝澤 千尋
入社5年目担当 構造設計

高 悠哉
入社8年目担当 電気設計

古本 美希 入社5年目担当 構造設計古本 美希
入社4年目担当 設備設計

【本計画】エントランス・車寄せロビー・ラウンジ

地盤改良

既存躯体

土圧壁 独立基礎
斜め柱

勾配屋根

【旧】エントランス・車寄せ

訪れる人を迎え入れるエントランスデザイン

外観（東側鳥瞰）

遠
景
に
伸
び
る
山
々
の
借
景
と
、近
景
に

広
が
る
箱
根
積
み
の
岩
肌
に
囲
ま
れ
た
当
該

計
画
地
は
、戦
前
の
明
治
期
よ
り
、財
閥
の
別

荘
地
と
し
て
開
拓
さ
れ
、歴
史
的
な
文
脈
も

持
ち
合
わ
せ
た
由
緒
あ
る
敷
地
で
す
。本
計

画
で
は
、こ
れ
ま
で
に
受
け
継
が
れ
て
き
た

悠
久
の
豊
か
な
自
然
や
、時
を
重
ね
て
育
ま

れ
た
場
所
の
歴
史
性
を
、う
つ
ろ
う
現
代
の

文
脈
の
中
で
丁
寧
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
体
験
の
で
き
る

ホ
テ
ル
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
１
９
５
９
年
、建
築
家
吉
村
順
三
氏
の
設

計
で
建
設
さ
れ
た
旧
ホ
テ
ル
は
、風
景
に
対

し
て【
く
】の
字
に
両
翼
を
拡
げ
た
建
物
配
置

に
よ
り
、遠
方
の
山
々
や
近
景
の
眺
望
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、起
伏
豊
か
な
敷
地
の
等
高

線
に
調
和
す
る
水
平
基
調
で
端
正
な
建
物
で

し
た
。本
計
画
で
は
、敷
地
の
方
位
や
周
辺
の

山
々
の
風
景
、豊
か
な
起
伏
か
ら
導
か
れ
た

旧
ホ
テ
ル
の
配
置
計
画
や
、外
観
の
水
平
基

調
の
デ
ザ
イ
ン
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、内

部
か
ら
は
周
囲
の
風
景
を
印
象
付
け
る
共
用

部
を
各
階
に
設
け
る
こ
と
で
、よ
り
一
層
自

然
と
調
和
し
、自
然
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
空
間
構
成
と
し
ま
し
た
。

敷
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

　
　
　
　
　  

活
か
し
た
空
間
構
成

　
２
層
に
わ
た
る
ガ
ラ
ス
ス
ク
リ
ー
ン
が
遠

景
の
山
々
や
庭
園
の
眺
望
を
借
景
と
し
て
強

く
印
象
付
け
る
４
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ

ビ
ー
を
中
心
に
、１
階
に
は
庭
園
と
一
体
的

に
利
用
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、各
階
両
翼
に

客
室
、最
上
階
に
は
空
や
遠
景
の
山
々
を
望

む
大
浴
場
・
個
室
風
呂
を
配
置
し
、建
物
全

体
で
自
然
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
体

験
を
計
画
し
ま
し
た
。次
世
代
型
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
と
し
て
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
す

る
ラ
ウ
ン
ジ
や
自
動
バ
ゲ
ー
ジ
キ
ー
パ
ー
、

オ
ー
ル
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
等
の
設
備
も
兼

ね
備
え
る
こ
と
で
、往
時
の
自
然
や
歴
史
的

な
背
景
の
み
な
ら
ず
、現
代
に
求
め
ら
れ
る

機
能
を
備
え
た
、新
た
な
休
息
の
場
、自
然
と

調
和
し
た
憩
い
の
空
間
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
箱
根
の
杉
並
木
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ
ビ
ー

空
間
は
、神
奈
川
県
産
の
木
材
を
内
装
に
多

用
し
、箱
根
の
自
然
に
包
ま
れ
る
よ
う
な
、環

境
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮
し
た
計
画
と
し
ま
し

た
。ロ
ビ
ー
の
フ
ロ
ン
ト
バ
ッ
ク
に
は
、旧
ホ

テ
ル
の
外
装
で
用
い
ら
れ
て
い
た
穴
あ
き
ブ

ロ
ッ
ク
を
再
生
し
、歴
史
や
記
憶
を
継
承
す

る
象
徴
的
な
ア
イ
テ
ム
と
し
て
意
匠
的
に
設

え
て
い
ま
す
。イ
ン
テ
リ
ア
は
、ア
ー
ト
ワ
ー
ク

も
含
め
旧
ホ
テ
ル
か
ら
受
け
継
が
れ
た
豊
か

な
自
然
、草
木
、花
、鳥
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
の
家
具
に
は
神
奈
川
県
産
無
垢

材
を
多
用
し
、素
材
や
形
・
色
で
各
階
を
特

徴
付
け
、全
館
を
通
し
て
豊
か
な
自
然
と
の

つ
な
が
り
を
感
じ
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

　
外
観
は
各
階
の
小
庇
を
基
調
と
し
、軒
や

屋
根
に
よ
る
日
本
的
性
格
の
表
現
を
も
と
に

計
画
さ
れ
た
多
重
庇
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し

た
。水
平
な
小
庇
の
連
続
は
、建
物
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
分
節
し
、陰
影
や
奥
行
を
与
え
る
と
と

も
に
、客
室
の
日
射
負
荷
低
減
に
も
寄
与
し

ま
す
。こ
の
小
庇
を
サ
イ
ト
Ｐ
Ｃ
と
す
る
こ

と
で
、施
工
上
の
梁
型
枠
・
仮
設
足
場
と
し

て
も
利
用
さ
れ
、急
峻
な
地
形
に
お
け
る
足

場
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、施
工
時
に
お
け

る
豊
か
な
自
然
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る

役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。下
層
部
は
斜
め

柱
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、新
築
基
礎
と
既
存

石
積
と
の
干
渉
を
避
け
、客
室
面
積
を
有

効
に
活
か
せ
る
架
構
計
画
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
清
水
・
滝
澤
・
古
本
・
高
）

View

借景の緑を感じながら過ごすことのできる客室

HAKONE KOWAKIEN HOTEL
箱根ホテル小涌園

既存４階 残置範囲
既存３階 残置範囲
既存２階 残置範囲
既存１階 残置範囲

BIM重ね合わせにより既存躯体との
干渉を避けた計画とした

高さ制限の中で、
開放的な空間を実現する断面計画

既存躯体
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現
象
的
な
表
情
を
も
つ
商
業
ビ
ル

―
 

時
を
重
ね
る
ご
と
に
価
値
を
高
め
る
建
物
を
目
指
し
て ―

G
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D
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時
を
重
ね
る
ご
と
に
価
値
を
高
め
る
建
物
を
目
指
し
て ―

ELVホール店舗

光ダクト

光導入部

光シャワー装置

　「Biophilic

」と
は
、生
命
や
自
然
を
表
す

「
バ
イ
オ
」と
、愛
好
や
趣
味
を
意
味
す
る

「
フ
ィ
リ
ア
」を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

直
接
的
な
自
然
、間
接
的
な
自
然
、及
び
空
間

と
場
所
の
条
件
を
使
用
し
て
居
住
者
の
自
然

環
境
へ
の
接
続
性
を
高
め
ま
す
。多
様
な

テ
ナ
ン
ト
に
対
応
し
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の

高
い
施
設
を
実
現
す
る
た
め
、人
が
本
能
的

に
求
め
る
自
然
の
要
素
を
建
築
に
取
り
入
れ

ま
し
た
。

　
中
央
通
り
に
面
す
る
外
壁
に
は
自
然
光
を

建
物
内
部
に
引
き
込
む
ダ
ク
ト
を
設
け
、光

シ
ャ
ワ
ー
か
ら
降
り
注
ぐ
反
射
光
は
木
漏
れ

日
の
よ
う
に
不
規
則
で
柔
ら
か
な
光
で
空
間

を
照
ら
し
ま
す
。ガ
ス
灯
通
り
側
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
は
上
部
に
植
栽
を
設
け
、銀
座
に
居
な

が
ら
緑
を
感
じ
る
空
間
を
創
出
し
ま
す
。室

内
は
南
北
方
向
に
窓
を
設
け
、機
械
換
気
に

頼
ら
ず
風
の
抜
け
る
建
物
と
な
り
ま
す
。自

然
の
力
を
取
り
込
み
な
が
ら
、時
と
と
も
に

し
な
や
か
に
変
化
し
静
か
に
佇
む
姿
は
、建

物
だ
け
で
な
く
街
並
み
に
対
し
て
も「
経
年

優
化
」を
助
長
し
続
け
る
存
在
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。（
寺
田
）

「
経
年
優
化
」を
か
た
ち
に

現
象
的
な
表
情
を
目
指
し
て

実寸模型でより具体的に検証

モックアップ（上層A工事、下層B工事）

「Biophilic GINZA

」の
創
出

ミニ モックアップ

GAREN

　
計
画
地
は
銀
座
三
丁
目
中
央
通
り
に
面
す

る
一
等
地
で
す
。周
辺
エ
リ
ア
に
複
数
の
建

物
を
所
有
す
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、高
級
ブ

ラ
ン
ド
の
店
舗
が
立
ち
並
び
個
性
的
な
外
観

の
建
物
が
多
く
存
在
す
る
街
並
み
に
お
い
て

高
級
感
を
醸
し
出
す
だ
け
で
な
く
、時
間
と

と
も
に
価
値
が
高
ま
っ
て
い
く
建
物
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
。

　
建
物
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
体
現
す
る
ビ
ル
名

称「
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
」は
、ド
イ
ツ
語
で「
発
酵
」

を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。外
的
要
因
に
よ
っ

て
時
が
経
つ
ほ
ど
味
わ
い
を
深
め
価
値
を
高

め
る「
発
酵
」と
い
う
現
象
を
、周
囲
と
の
豊

か
な
関
わ
り
合
い
に
よ
っ
て
魅
力
を
増
す
建

物
に
重
ね
て
い
ま
す
。そ
し
て
ミ
ツ
カ
ン
酢

に
通
ず
る
概
念
だ
け
で
な
く
Ｇ（
銀
座
）と

Ｎ（
中
埜
産
業
）が
Ｂ
ｅ
動
詞（
Ａ
Ｒ
Ｅ
）で

繋
が
る
こ
と
で
土
地
と
の
繋
が
り
を
表
し
ま

す
。煌
び
や
か
な
街
、銀
座
で
人
や
自
然
の
力

を
取
り
込
み
な
が
ら
、凛
と
し
た
存
在
感
を

示
す「
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
」。時
と
と
も
に
し
な
や

か
に
変
化
し
な
が
ら
静
か
に
こ
の
街
を
見
守

り
、人
々
を
包
み
ま
す
。年
を
重
ね
る
ご
と
に

熟
し
、深
み
を
増
す
美
し
い
人
生
の
よ
う
な

設
え
を
目
指
し
計
画
し
ま
し
た
。

　
中
央
通
り
に
面
す
る
フ
ァ
サ
ー
ド
は
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
思
い
入
れ
も
強
く
、初
期
段
階

か
ら
理
想
の
計
画
を
共
に
模
索
し
て
き
ま
し

た
。外
観
デ
ザ
イ
ン
は
ミ
ツ
カ
ン
の
心
で
あ

る
酢
に
通
じ
る
液
体
の
よ
う
な
奥
行
き
感
と

光
の
乱
反
射
に
よ
る
煌
め
き
、「Pale Gold

」

の
柔
ら
か
な
色
合
い
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
表
現
す
る
た
め
に
層
状
に
マ
テ
リ

ア
ル
を
重
ね
、外
部
側
か
ら
ガ
ラ
ス
カ
ー
テ

ン
ウ
ォ
ー
ル
、屏
風
状
ガ
ラ
ス
ス
ク
リ
ー
ン
、

金
属
製
す
だ
れ
、網
入
り
ガ
ラ
ス（
防
火
設

備
）の
４
層
構
成
と
し
ま
し
た
。構
想
初
期
か

ら
模
型
を
作
成
し
、光
が
ど
の
よ
う
に
反
射

し
煌
め
き
を
生
み
、奥
行
き
感
を
創
出
す
る

か
ス
タ
デ
ィ
を
繰
り
返
し
、実
寸
模
型
で
は

実
際
に
清
掃
を
行
う
管
理
会
社
を
含
め
て
協

議
を
行
い
最
適
な
形
状
を
模
索
し
ま
し
た
。

　
フ
ァ
サ
ー
ド
に
仕
込
ん
だ
照
明
と
屏
風
状

ガ
ラ
ス
ス
ク
リ
ー
ン
の
反
射
効
果
で
、中
央

通
り
の
歩
行
者
に
対
し
て
万
華
鏡
の
よ
う
な

光
が
奥
行
き
感
を
演
出
し
ま
す
。金
属
製
す

だ
れ
を
合
わ
せ
て
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
自

然
現
象
の
よ
う
な
特
徴
を
も
ち
つ
つ
、気
品

の
あ
る
穏
や
か
な
表
情
を
も
つ
フ
ァ
サ
ー
ド

が
実
現
で
き
ま
し
た
。
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網入りガラス 金属製すだれ
屏風状
ガラススクリーン

（高透過ガラス）

ガラス
カーテンウォール

（高透過ガラス）

照明
（下部のみ設置52個/層×25層）

屏風状屏風状
ガラススクリーン

（高透過ガラス）網入りガラス網入りガラス 金属製すだれ
屏風状
ガラススクリーン

（高透過ガラス）

（下部のみ設置52個/層×25層）
照明

（下部のみ設置52個/層×25層）

外装全景光の反射により立体的に映る屏風ガラスELVホール断面図

外観全景（照明点灯時）

カーテンウォール構成図　

低層部外観

寺田 繁史
入社4年目担当 意匠設計

川西 高弘
入社27年目担当 意匠設計

光シャワーが降り注ぐELVホール
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未
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
を
実
現
す
る
先
端
研
究
開
発
拠
点

―
 

社
会
・
個
人
・
会
社
の
発
展
を
実
現
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー ―
未
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
を
実
現
す
る
先
端
研
究
開
発
拠
点

 ―

mobility

co-innovative openness

sustainable community

Innovation park

計
画
の
自
由
度
が
高
い
プ
ラ
ン
と

設
備
更
新
が
容
易
な
バ
ル
コ
ニ
ー

　
将
来
の
事
業
変
化
に
よ
る
用
途
変
更
を
見

据
え
、基
本
ス
パ
ン
を
12
ｍ×

12
ｍ
の
経
済

ス
パ
ン
と
し
な
が
ら
、ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
コ
ア

を
南
北
に
ま
と
め
、セ
ン
タ
ー
部
は
オ
フ
ィ

ス
や
作
業
場
と
し
て
60
ｍ×

60
ｍ
の
大
き
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
し
た
。ま
た
、設
備
バ

ル
コ
ニ
ー
を
建
物
外
周
に
纏
う
よ
う
に
設
け

る
こ
と
で
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
向
上
や
配
管
・

ダ
ク
ト
長
さ
の
最
適
化
を
実
現
し
、将
来
の

変
更
・
増
設
が
容
易
な
計
画
と
し
ま
し
た
。

（
元
木
・
陳
）

モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
を
見
据
え
た

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
」

本
計
画
は
未
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
実

現
に
向
け
た
、中
国
に
お
け
る
先
端
研
究
開

発
拠
点
で
す
。自
動
車
が
移
動
の
た
め
の
手

段
か
ら
モ
ビ
リ
テ
ィ
へ
と
進
化
を
遂
げ
よ
う

と
す
る
こ
と
と
同
様
に
、人
・
物
・
情
報
が
イ

ン
テ
グ
レ
ー
ト
さ
れ
た「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

を
誘
発
す
る
空
間
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
し
た
。ま
た
、敷
地
に
単
に
建
物
を
建

て
る
の
で
は
な
く
、地
域
社
会
の
こ
と
、地
球

環
境
の
こ
と
、そ
し
て
こ
こ
で
働
く
研
究
者
・

社
員
の
こ
と
す
べ
て
の
発
展
に
寄
与
で
き
る

建
物
と
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、自
然
や

社
会
に
開
か
れ
、自
然
環
境
と
調
和
し
た

公
園
＝「
パ
ー
ク
」の
よ
う
な
場
が
ふ
さ
わ
し

い
と
構
想
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
２
つ
の
場
の

イ
メ
ー
ジ
を
掛
け
合
わ
せ
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コ
ン
セ
プ
ト
を「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
」

と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。（
元
木
）

先
進
性
と
知
の
集
積
を
表
現
す
る

ウ
イ
ン
グ
ル
ー
バ
ー
フ
ァ
サ
ー
ド

先
端
研
究
施
設
の
先
進
性
を
表
現
す
る

ウ
イ
ン
グ
ル
ー
バ
ー
は
、庇
が
浅
い
部
分
は

ピ
ッ
チ
を
小
さ
く
、庇
が
深
い
部
分
は
ピ
ッ
チ

を
大
き
く
す
る
こ
と
で
、効
率
的
な
熱
負
荷

低
減
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、知
の
集
積
を

表
現
す
る
積
層
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ン
を

強
調
す
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。（
元
木
）

中
国
の
技
術
革
新
地
区
に
お
け
る

先
端
環
境
設
備
の
導
入

　
計
画
敷
地
周
辺
エ
リ
ア
は
国
家
肝
入
り
の

自
動
車
産
業
・
技
術
の
集
積
エ
リ
ア
と
な
っ

て
い
ま
す
。現
在
自
動
運
転
や
Ｆ
Ｃ
等
の
技

術
革
新
地
区
へ
転
換
中
で
、敷
地
周
辺
エ
リ

ア
に
は
工
場
、物
流
施
設
の
他
、先
端
技
術
を

主
軸
と
す
る
企
業
が
進
出
し
、再
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、自
動
運
転
技
術
開

発
・
誘
致
に
も
積
極
的
で
あ
り
、計
画
敷
地

の
あ
る
嘉
定
区
内
に
は
公
道
実
証
実
験
走
行

エ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
、

Ｆ
Ｃ
水
素
領
域
に
お
い
て
中
国
ト
ッ
プ
で
あ

る
同
済
大
学
が
近
隣
に
あ
り
、中
国
の
水
素

社
会
を
支
え
る
産
官
学
連
携
・
研
究
開
発
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。本
計
画
で
は
そ
れ
ら

の
各
種
研
究
開
発
だ
け
で
な
く
、清
華
大
学

と
協
力
し
て
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達

成
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技

術
の
蓄
積
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。設
備
更
新

性
が
高
い
本
計
画
で
は
素
早
く
最
新
技
術
の

実
証
実
験
に
対
応
で
き
、水
素
応
用
技
術
の

普
及
推
進
や
、将
来
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

低
減
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
陳
）

TTRS PROJECT
TTRS研究開発棟

バルコニー

外部電網

TTRS新社屋

屋上太陽光発電

バッテリー

定置型FC-CHP水素貯蔵水電解水素生成

V2G
水素工場

水素ステーション

FCV走行実証
（将来）

（将来）

（将来）

監視制御

電気

オフィス
作業場イノベーション

ボイド 60m

60m

ユーティリティコア

ユーティリティコア

電気室

清華大学EMS

コントロール室

熱/温水供給

計画敷地周辺のエネルギーマネジメントシステム概念図

元木 智也
入社7年目担当 意匠設計

陳 偉光
入社9年目担当 設備設計
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TTRS PRO
JECT

TO
M

O
YA M

O
TO

KI / CHEN W
EIGUANG

各
階
の
空
間
を
統
合
・
刺
激
す
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ボ
イ
ド

　
３
階
か
ら
６
階
ま
で
つ
な
が
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ボ
イ
ド
の
周
り
で
は
、適
度
な
自
然

光
と
と
も
に
、各
階
の
異
な
る
イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
を
取
り
込
ん
だ
豊
か
な
空
間
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、踊
場
部
や
高

天
井
部
の
上
部
に
は
メ
ン
テ
が
必
要
な
機

器
は
配
置
せ
ず
、一
部
床
暖
房
を
採
用
す
る

こ
と
で
保
全
性
と
快
適
性
を
両
立
し
て
い
ま

す
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ボ
イ
ド
を
中
心
に
各
部

門
間
の
刺
激
と
協
創
を
生
み
出
し
、「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
」と
し
て
世
界
を
け
ん
引

す
る
先
端
研
究
開
発
拠
点
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。（
元
木
・
陳
）

新
社
屋
で
の
業
務
に
向
け
て
、適
切
な
働

き
方
を
見
出
す
た
め
に
、

①
一
日
の
業
務
の
流
れ
の
整
理
と
新
社
屋
に

必
要
な
機
能
の
ブ
レ
ス
ト

②
ブ
レ
ス
ト
内
容
を
も
と
に
し
た
Ａ
Ｂ
Ｗ

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
提
案
・
協
議

③
パ
ー
ス
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
合
意
形
成

の
３
ス
テ
ッ
プ
で
各
部
門
ご
と
に
協
議
し
、

最
適
な
職
場
環
境
を
構
築
で
き
る
よ
う
建
屋

計
画
に
反
映
し
ま
し
た
。（
元
木
）

各
階
で
異
な
る
プ
ラ
ン
と

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　
各
部
門
の
ユ
ー
ザ
ー
と
の
W
G
を
経
て
、

華
美
で
は
な
く
質
実
剛
健
な
か
た
ち
で
先
進

性
を
表
現
す
る
、と
い
う
共
通
テ
ー
マ
を

ベ
ー
ス
に
、各
部
門
ご
と
に
独
自
性
・
個
性
を

持
っ
た
、各
階
す
べ
て
異
な
る
オ
フ
ィ
ス
・

研
究
エ
リ
ア
の
プ
ラ
ン
構
成
と
イ
ン
テ
リ
ア

コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
し
ま
し
た
。ユ
ー
ザ
ー

の
想
い
が
そ
の
ま
ま
立
ち
上
が
っ
た
画
一
的

で
は
な
い
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
は
、働
く
人
々

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
、先
進
的

な
中
国
の
技
術
革
新
地
区
の
中
で
も
研
究

開
発
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
と
し
て
、今
後

発
展
し
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。（
元
木
）

各
部
門
の
ユ
ー
ザ
ー
W
G
と
の

最
適
な
職
場
環
境
の
模
索

2F：食堂、展示スペース

1F：エントランス、整備場

4F：研究室

ものづくり / インダストリアル
自然 / ナチュラル
未来創造 / クリエイティブ
仲間づくり / ターミナル
落着き / ホームタウン

先進 / シンプル

5F：オフィス、役員室6F：オフィス、整備場

各階のインテリアコンセプト

イノベーションボイド

イノベーション
ボイド

1F

2F

3F

4F

5F

6F

7F
ボイド

イノベーション
ボイド
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大柳 聡
入社12年目担当 意匠設計

扇野 裕大
入社4年目担当 意匠設計

細川 良太
入社9年目担当 意匠設計

宮村 泰至
入社14年目担当 設備設計

竹内 圭佑
入社9年目担当 意匠設計

坂本 達彦
入社8年目担当 意匠設計

西村 健
入社9年目担当 意匠設計

國立 篤志
入社24年目担当 意匠設計

木村 愼太朗
入社1年目担当 意匠設計

木内 佑輔
入社6年目担当 構造設計

浅見 拓馬
入社1年目担当 意匠設計

石川 栄一
入社27年目担当 電気設計

盛川 岳穂
入社3年目担当 設備設計

小嶋 一輝
入社11年目担当 構造設計

大柳 聡 
入社14年目担当 意匠設計

水落 秀木
入社30年目担当 木質建築推進

乘越 由香 
入社10年目担当 意匠設計

馬込 仁総 
入社5年目担当 電気設計

西川 航太
入社13年目担当 構造設計

つく田 将紀
入社8年目担当 意匠設計

齋藤 剛寛
入社7年目担当 構造設計

小林 遼一
入社10年目担当 設備設計

森谷 真帆
入社7年目担当 電気設計

稲垣 大侑
入社1年目担当 設備設計

須賀 貴之
入社9年目担当 構造設計

瀧上 柾
入社8年目担当 設備設計

田中 裕伸
入社14年目担当 意匠設計

赤澤 知也
入社13年目担当 インテリア設計

02
episode

ゆめテラス祇園店

若
手
設
計
者
と
し
て
様
々
な
実
務
経
験
を
積
ん
だ
後
、お
施
主
様
や
関
係
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
な
が
ら
、企
画
立
案
か
ら
竣
工
ま
で
、一
貫
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
ま
と
め
る
機
会
が

多
々
あ
り
ま
す
。本
章
で
は
、主
担
当
者
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

中
堅
設
計
者
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。　〈
入
社
年
度
目
安  

５
年
目
〜
15
年
目
〉

東大阪病院

名古屋シミズ富国生命ビルCKD 北陸工場 御福餅本家 本社 野村不動産溜池山王ビル安川メカトレック末松九機株式会社
西日本本社

ロジクロス相模原 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
と
し
て
の

中
堅
設
計
者
の
仕
事



多
様
な
働
き
方
に
応
え
る
超
環
境
配
慮
型
オ
フ
ィ
ス

―
 

時
代
に
左
右
さ
れ
な
い
佇
ま
い
と
「
親
自
然
的
」な
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス ―
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「
親
自
然
的
」な
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス ―

55°

多
様
な
働
き
方
に
応
え
る
超
環
境
配
慮
型
オ
フ
ィ
ス

―
 

時
代
に
左
右
さ
れ
な
い
佇
ま
い
と
「
親
自
然
的
」な
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス

　コ
ア
ウ
ォ
ー
ル
と
外
殻
フ
レ
ー
ム
に
架
か

る
梁
が
ガ
ラ
ス
面
を
貫
通
す
る
た
め
、躯
体

の
精
度
管
理
と
止
水
ラ
イ
ン
の
形
成
が
課
題

と
な
り
ま
し
た
。タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
、外
装
専

門
部
署
へ
の
研
修
の
機
会
を
頂
き
、よ
り
専

門
的
な
知
識
を
も
っ
て
本
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。精
度
管
理
に
つ
い
て

は
、Ｐ
Ｃ
と
Ａ
Ｃ
Ｗ
の
取
付
精
度
の
全
数

チ
ェッ
ク
を
行
い
、管
理
値
内
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。止
水
に
つ
い
て
は
実
大
性

能
試
験
を
実
施
し
、止
水
対
策
の
妥
当
性
を

検
証
し
て
い
ま
す
。（
扇
野
）

外
装
専
門
部
署
で
知
識
を
培
う

　奥
行
の
深
い
外
殻
フ
レ
ー
ム
は
完
全
に
外

部
化
す
る
こ
と
で
、庇
効
果
と
専
有
部
の
フ

レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
最
大
化
し
ま
し
た
。ブ

ラ
イ
ン
ド
は
ク
ラ
イ
マ
ー
型
を
採
用
し
、日

射
遮
蔽
と
眺
望
の
確
保
を
両
立
し
て
い
ま

す
。カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
に
は
、中
間
期
と
停

電
時
に
外
気
を
採
り
込
む
換
気
ユ
ニ
ッ
ト
を

組
み
込
む
こ
と
で
、環
境
性
能
と
快
適
性
を

両
立
す
る
だ
け
で
な
く
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
も

行
っ
て
い
ま
す
。（
扇
野
・
盛
川
）

環
境
性
能
と
快
適
性
を
両
立
す
る

　本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、清
水
建
設
・
富
国
生

命
・
清
水
総
合
開
発
が
保
有
す
る
土
地
を
統

合
し
、大
規
模
テ
ナ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を

建
設
す
る
三
社
共
同
事
業
と
な
り
ま
す
。「
多

様
な
働
き
方
に
応
え
る
超
環
境
配
慮
型
オ

フ
ィ
ス
」を
骨
子
に
、新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
な
る
外
観
の
構
築
、ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

で
の
働
き
方
に
応
え
る
オ
フ
ィ
ス
の
創
出
、

ZEB Ready

を
超
え
る
環
境
配
慮
ビ
ル
の

達
成
を
目
指
し
ま
し
た
。（
國
立
）

　外
観
に
関
し
て
は
、シ
ミ
ズ
と
富
国
の
本

社
ビ
ル
に
共
通
す
る
質
実
剛
健
な
グ
リ
ッ
ド

状
の
外
観
と
、名
古
屋
の
碁
盤
目
状
の
街
区

割
り
か
ら
抽
出
さ
れ
る「
格
子
」と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、土
地
に
記
憶
さ
れ
た
歴
史
を
重

ね
、三
社
の
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　敷
地
周
辺
が
名
古
屋
城
築
城
の
際
に
材
木

町
と
し
て
発
展
し
た
歴
史
を
踏
襲
し
、外
殻

フ
レ
ー
ム
に
木
工
文
化
の
要
素
を
取
り
込
み

ま
し
た
。構
造
体
で
あ
る
外
殻
フ
レ
ー
ム
は
、

柱
と
梁
の
仕
口
を「
組
む
」よ
う
に
見
せ
る
納

ま
り
と
し
ま
し
た
。ま
た
、応
力
分
布
に
応
じ

て
不
要
な
断
面
を
削
り
落
と
す
こ
と
で
、材  

料
を
無
駄
に
し
な
い
木
工
文
化
の
継
承
と
、

唯
一
無
二
の
外
観
表
現
を
両
立
し
て
い

ま
す
。（
國
立
・
大
柳
）

新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立

　外
殻
フ
レ
ー
ム
は
２
層
分
の
柱
と
２
ス
パ

ン
分
の
梁
を
千
鳥
状
に
組
み
合
わ
せ
、互
い

に
支
え
合
う
構
造
と
し
て
い
ま
す
。仕
口
の

接
合
部
に
は
グ
ラ
ウ
ト
充
填
工
法
を
採
用
す

る
こ
と
で
、現
場
打
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用

す
る
従
来
工
法
と
比
較
し
て
大
幅
な
施
工
省

力
化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、労
働
時

間
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
建
設
業
界
の
将
来

を
見
据
え
た
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

（
扇
野
・
小
嶋
・
木
内
）

互
い
に
支
え
合
う
構
造

NAGOYA SHIMIZU - FUKOKU BUILDING
名古屋シミズ富国生命ビル

木村 愼太朗
入社1年目担当

意匠設計

菅 裕之
入社24年目担当

電気設計

石川 栄一
入社27年目担当

電気設計

國立 篤志
入社24年目担当

意匠設計

木内 佑輔
入社6年目担当

構造設計

小嶋 一輝
入社11年目担当

構造設計

盛川 岳穂
入社3年目担当

設備設計津曲 敬
入社15年目担当

構造設計

馬込 仁総
入社5年目担当

電気設計

菅 裕之

扇野 裕大
入社4年目担当

意匠設計

浅見 拓馬
入社1年目担当

意匠設計

大柳 聡
入社12年目担当

意匠設計

石倉 敦
入社20年目担当

構造設計

建物外観:歴史・土地・木工文化の記憶を継承し、新たなアイデンティティを確立するファサード

外殻PC：「組む」・「削り出す」専有部 空調・照明システム図

独立するPCフレームとアルミカーテンウォール

事務所内観

外殻PCとクライマーブラインドによる日射遮蔽屋外の空気を感じる専有部内バルコニー 外殻PC建込写真

　専
有
部
で
は
、ワ
ー
カ
ー
の
粗
密
に
呼
応

す
る
空
調
・
照
明
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、ワ
ー

カ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
な
光
・
温
熱
環
境
を

提
供
し
て
い
ま
す
。空
調
は
、チ
ル
ド
ビ
ー
ム

に
よ
る
放
射
空
調
と
、フ
ァ
ン
に
よ
る
対
流

空
調
を
組
み
合
わ
せ
、部
屋
の
負
荷
に
応
じ

た
空
調
制
御
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。照
明

も
画
像
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
精
度
高
く
人
を

感
知
す
る
こ
と
で
、適
切
な
照
度
で
の
制
御

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
盛
川
・
石
川
）

働
き
方
に
呼
応
す
る
専
有
部
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　今
回
、つ
く
り
方
と
一
体
に
な
っ
た
デ
ザ
イ

ン
と
し
た
た
め
、施
工
者
・
技
術
専
門
部
署

の
方
々
に
設
計
段
階
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。特
に
外
殻
Ｐ
Ｃ
に
関
し
て
は
、施

工
段
階
に
入
っ
て
か
ら
も
数
々
の
問
題
点
に

ぶ
つ
か
り
、共
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
一
つ

一つ
解
決
し
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
苦
労
も
あ

り
、現
場
で
最
初
の
Ｐ
Ｃ
が
立
ち
上
が
っ
た

時
は
、施
主
や
社
内
関
係
者
・
施
工
担
当
・
職

人
の
方
々
と
一
緒
に
声
を
上
げ
て
喜
び
ま
し

た
。設
計
施
工
な
ら
で
は
の
も
の
づ
く
り
の

醍
醐
味
を
味
わ
い
、「
最
高
に
ゼ
ネ
コ
ン
し
て

る
な
！
」と
思
え
た
瞬
間
で
し
た
。（
扇
野
）

最
高
に「
ゼ
ネ
コ
ン
し
た
」瞬
間

都市の自然に呼応するエントランス空間

地場産の自然素材を使用した天井・床・家具

　こ
れ
か
ら
の
オ
フ
ィ
ス
は
、従
来
の
ワ
ー

ク
プ
レ
イ
ス
中
心
の
空
間
か
ら
脱
却
し
、「
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
働
け
る
」空
間
へ
の
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
建
物

で
は
、多
様
な
働
き
方
に
最
適
な
環
境
を
設

定
で
き
る
専
有
部
と
共
に
、ワ
ー
カ
ー
の
立

体
的
な
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
な
る
共
用
空
間

を
展
開
す
る
こ
と
で
、多
様
化
す
る
働
き
方

の
受
け
皿
と
な
る
オ
フ
ィ
ス
空
間
を
創
出
し

て
い
ま
す
。

　土
地
に
存
在
す
る
自
然
の
要
素
を
採
り
込

む「
親
自
然
的
」な
共
用
空
間
を
創
出
す
る
こ

と
で
、多
様
な
働
き
方
を
拡
張
す
る
と
共
に
、

生
産
性
の
向
上
・
健
康
生
活
の
推
進
に
寄
与

し
ま
す
。（
國
立
）

働
き
方
を
広
げ
る

　
　
　
　  「
親
自
然
的
な
」共
用
部

　名
古
屋
有
数
の
大
通
り
に
面
す
る
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
は
、人
の
流
れ
と
共
に
都
市
の
自
然

を
引
き
込
む
空
間
を
目
指
し
ま
し
た
。大
通

り
の
銀
杏
並
木
に
呼
応
し
て
、ピ
ロ
テ
ィ
か

ら
屋
内
に
わ
た
り
植
栽
を
配
置
す
る
と
共

に
、内
外
を
連
続
し
て
同
じ
床
仕
上
げ
と
す

る
こ
と
で
、屋
内
外
を
柔
ら
か
く
繋
い
で
い

ま
す
。仕
上
げ
材
は
地
場
産
の
自
然
素
材
に

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。床
タ
イ
ル
は
岐
阜
県
瑞

浪
産
の
土
を
原
料
と
し
た
職
人
に
よ
る
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
品
、垂
れ
壁
・
天
井
は
尾
鷲
産
の

檜
材
、造
作
家
具
に
は
尾
鷲
産
の
杉
材
を

使
用
し
て
い
ま
す
。（
木
村
・
浅
見
）

　名
古
屋
の
城
下
町
に
お
い
て
は
、街
区
の

中
心
に「
会
所
」と
呼
ば
れ
る
人
々
の
集
い
の

場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
役
割

は
近
年
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。本
建
物
で

は
、会
議
室
・
ロ
ビ
ー
・
バ
ル
コ
ニ
ー
を
組
み

込
ん
だ
、光
と
風
を
採
り
込
む
吹
抜
け
を
内

包
し
た
共
用
空
間
を「
立
体
会
所
」と
名
付

け
、土
地
の
歴
史
を
再
構
築
し
ま
し
た
。「
開

放
性
」「
明
る
さ
」「
省
エ
ネ
性
」「
交
流
促
進

性
」の
評
価
軸
を
元
に
、デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン

ツ
ー
ル
に
て
吹
抜
け
形
状
の
最
適
解
を
導
い

て
い
ま
す
。イ
メ
ー
ジ
を
実
現
す
る
べ
く
、空

間
全
体
か
ら
細
部
の
納
ま
り
ま
で
、自
分
の

考
え
や
想
い
を
パ
ー
ス
や
ス
ケ
ッ
チ
で
表
現

し
な
が
ら
、関
係
者
と
幾
度
も
打
合
せ
を
重

ね
て
作
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。（
木
村
）
　

都
市
の
自
然
に
呼
応
す
る

　
　
　
　
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
空
間

人
と
風
と
光
が
行
き
か
う

　
　
　
　
　
　
　
　  「
立
体
会
所
」

人と風と光が行きかう「立体会所」空や緑と融和する屋上コワーキングスペース

名古屋駅エリアを一望できる屋上庭園

堀川の水をイメージした待合ラウンジ

誰もが違和感なく使える男女共用トイレトイレ個室

　最
上
階
に
は
、テ
ナ
ン
ト
ワ
ー
カ
ー
専
用

の
屋
上
庭
園
付
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
、

名
古
屋
城
が
一
望
で
き
る
共
用
会
議
室
を
計

画
し
ま
し
た
。多
様
な
働
き
方
を
享
受
す
る
、

空
と
緑
を
採
り
込
ん
だ
親
自
然
的
な
空
間
づ

く
り
を
通
じ
、ワ
ー
カ
ー
の
働
き
方
改
革
を

支
援
し
ま
す
。内
外
に
わ
た
り
光
と
風
に
柔

ら
か
く
呼
応
す
る
植
栽
を
配
置
す
る
と
共

に
、各
所
に
は
土
地
の
自
然
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
仕
上
げ
を
採
用
し
ま
し
た
。（
浅
見
）

　こ
の
フ
ロ
ア
の
ト
イ
レ
は
、誰
も
が
違
和

感
な
く
使
え
る
男
女
共
用
ト
イ
レ
と
し
て
計

画
し
て
い
ま
す
。性
差
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ

う
、人
型
を
使
わ
な
い
サ
イ
ン
や
、ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
な
色
味
の
カ
ラ
ー
ス
キ
ー
ム
、仕
上
材

と
リ
ン
ク
す
る
個
室
ご
と
に
異
な
る
香
り
、

と
い
っ
た
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。（
扇
野
）

空
や
緑
と
融
和
す
る

　
　
　
　
　
　ワ
ー
カ
ー
の
広
場

天井：尾鷲産 檜床：瑞浪産 タイル家具：尾鷲産 杉
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高
層
木
質
テ
ナ
ン
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フ
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ス
の
合
理
的
な
実
現
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―

木
の
建
材
利
用
の
普
及
・
促
進
に
よ
る
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り―

SA
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H
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G
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O
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―

　
本
計
画
は
、持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を

社
会
的
責
任
と
捉
え
、建
物
の
木
質
化
に
真

摯
に
取
組
む
野
村
不
動
産
と
清
水
建
設
が
、

都
心
に
お
け
る
良
質
な
高
層
木
質
テ
ナ
ン
ト

オ
フ
ィ
ス
の
あ
り
方
を
追
求
し
た
も
の
で

す
。都
心
に
お
け
る
高
層
テ
ナ
ン
ト
オ
フ
ィ

ス
の
木
質
化
は
、他
の
最
新
ビ
ル
と
遜
色
な

い
耐
震
性
、高
層
化
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
耐

火
性
、可
変
性
の
確
保
、そ
れ
ら
を
合
理
的
に

実
現
す
る
施
工
方
法
の
確
立
等
が
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。本
計
画
で
は
、清
水
建
設

固
有
の
木
質
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
技
術「
シ
ミ
ズ

ハ
イ
ウ
ッ
ド
Ⓡ
」の
要
素
技
術
の
発
展
・
深
化

を
通
じ
、高
層
テ
ナ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
の
木
質
化

に
お
い
て
発
生
す
る
課
題
の
合
理
的
な
解
決

を
図
る
と
共
に
、そ
の
景
観
や
空
間
が
オ
フ
ィ

ス
の
可
変
性
と
相
ま
っ
て
、人
々
の
健
康
生

活
の
推
進
や
知
的
生
産
性
の
向
上
に
長
期
間

に
わ
た
り
寄
与
す
る
、ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
な
環

境
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。（
大
柳
）

　
敷
地
は
南
北
か
ら
採
光
と
通
風
を
期
待
で

き
る
、赤
坂
の
一
等
地
に
位
置
し
ま
す
。周
辺

ビ
ル
が
隣
接
す
る
東
西
部
分
に
耐
震
要
素
・

設
備
機
能
を
集
約
す
る
こ
と
で
、南
北
の
外

部
環
境
を
最
大
限
採
り
込
む
21
ｍ×

18
ｍ

の
木
質
無
柱
オ
フ
ィ
ス
空
間
を
創
出
し
、施

主
の
１
フ
ロ
ア
貸
し
テ
ナ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
の

要
求
に
対
す
る
回
答
と
し
ま
し
た
。

　
東
西
部
分
を
Ｃ
Ｆ
Ｔ
柱
を
用
い
た
鉄
骨
造

と
し
て
地
震
力
を
負
担
さ
せ
た
上
で
、外
装

面
は
軸
力
に
強
い「
ス
リ
ム
耐
火
ウ
ッ
ド
Ⓡ
」

の
木
質
フ
レ
ー
ム
、ロ
ン
グ
ス
パ
ン
は
耐
火

木
鋼
梁「
ハ
イ
ウ
ッ
ド
ビ
ー
ム
」で
構
築
し
ま

し
た
。各
種
木
質
構
造
部
材
を
現
し
と
す
る
、

高
天
井
の
木
質
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
で
、

ワ
ー
カ
ー
の
健
康
生
活
の
推
進
や
知
的
生
産

性
の
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。（
大
柳
・
西
川
）

建
築
物
の
木
質
化
を
通
じ
た

　
　
　  

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

テ
ナ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　  

可
変
性
の
確
保

木
質
無
柱
オ
フ
ィ
ス
空
間
の
創
出

「
シ
ミ
ズ
ハ
イ
ウ
ッ
ド
Ⓡ
」

NOMURA TAMEIKESANNO BUILDING
野村不動産溜池山王ビル

　
ハ
イ
ウ
ッ
ド
ビ
ー
ム
や
ハ
イ
ウ
ッ
ド
ス
ラ

ブ
の
下
面
に
は
、交
換
可
能
な
ビ
ス
打
ち
用

の
コ
マ
材
を
埋
め
込
む
こ
と
で
、木
質
構
造

部
材
を
傷
め
る
こ
と
な
く
テ
ナ
ン
ト
間
仕
切

を
設
置
で
き
る
計
画
と
し
ま
し
た
。照
明
に

関
し
て
は
、レ
ー
ス
ウ
ェ
イ
を
ハ
イ
ウ
ッ
ド

ビ
ー
ム
と
平
行
し
て
配
置
し
、照
明
器
具
を

間
隔
を
空
け
て
配
置
す
る
こ
と
で
、増
移
設

の
み
な
ら
ず
、照
度
変
更
に
も
柔
軟
に
対
応

し
ま
す
。空
調
は
床
吹
出
し
方
式
を
採
用
。

増
移
設
が
容
易
な
床
吹
出
し
口
を
配
置
す
る

こ
と
で
、フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
テ
ナ
ン
ト
運
用

を
可
能
と
し
ま
し
た
。

（
乘
越
・
西
川
・
稲
垣
・
馬
込
）

木質ハイブリッド技術を現しとする木質オフィス空間 端正で印象的な都市景観を創出する木質ファサード

構造ダイアグラム天井伏図

柱梁：スリム耐火ウッド スリム耐火ウッドⓇ

ハイウッドスラブ

ハイウッドビーム

被覆材の薄さを追求した
木質耐火構造部材

CLT を RCスラブの型枠とした合成床

木材を被覆兼化粧材
とした耐火木鋼梁

梁：ハイウッドビーム

ハイウッドジョイント
簡易型接合部

ハイウッドジョイント
PCa改良型接合部

床：ハイウッドスラブ
芯材

化粧材

鉄骨梁
燃止り層

鉄骨造（CFT柱）

N

鉄骨造 木質構造

21m

柱・梁：スリム耐火ウッド

柱・梁：スリム耐火ウッド

床：ハイウッドスラブ

梁：ハイウッドビーム

鉄骨造
構造・設備集約木質無柱オフィス空間構造・設備集約

18
m

コマ材ビス打ち用

レースウェイ＋照明

芯材

木材
耐火被覆

CLT型枠
RCスラブ

大柳 聡 
入社14年目担当 意匠設計

乘越 由香 
入社10年目担当 意匠設計

西川 航太
入社13年目担当 構造設計

水落 秀木
入社30年目担当 木質建築推進

馬込 仁総 
入社5年目担当 電気設計

稲垣 大侑
入社1年目担当 設備設計
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改良型PCa接合部

H鋼

アンカー
ボルト

差込み式
ジョイン
ト

ラグスク
リュー
ボルト

▽FL

PCa仕口

ラグスク
リュー
ボルト

柱脚
金物

ベースプレート
ガセットプレート

スリム耐火ウッド
（化粧材︓スギ t15mm
 強化石膏ボード  
 t25mmx2
 耐火シートt2mm
 芯材︓カラマツ集成材）

スリム耐火ウッド
（化粧材︓スギ t15mm
 強化石膏ボード
t25mmx2
 耐火シートt2mm
 芯材︓カラマツ集成材）

簡易型接合部

通し
アンカー
ボルト

▽FL
ガセット付
ベースプレート

ハイウッド
ビーム

仕上

ラグスク
リュー
ボルト

柱頭・柱脚
金物

モルタルシアーキー

スリム耐火ウッド
（化粧材︓スギ t15mm
 強化石膏ボードt15mmx2
 耐火シートt2mm
 芯材︓カラマツ集成材）

スリム耐火ウッド
（化粧材︓スギ t15mm
 強化石膏ボード
t15mmx2
 耐火シートt2mm
 芯材︓カラマツ集成材）

「
ス
リ
ム
耐
火
ウ
ッ
ド
Ⓡ
」は
、今
回
新
た
に

２
ｈ
耐
火
認
定
を
取
得
し
た
こ
と
で
、高
い

耐
火
性
が
求
め
ら
れ
る
都
心
の
高
層
建
築
の

木
質
化
を
容
易
に
し
ま
し
た
。「
ハ
イ
ウ
ッ
ド

ビ
ー
ム
」は
、耐
火
木
鋼
梁
で
は
最
大
６
０
０

㎜
だ
っ
た
梁
せ
い
を
１
ｍ
に
拡
張
、１
ｈ
耐
火

認
定
を
取
得
し
た
上
で
、梁
貫
通
工
法
を
組

込
む
こ
と
で
、木
質
無
柱
オ
フ
ィ
ス
空
間
の

実
現
を
容
易
に
し
て
い
ま
す
。（
水
落
）

　「
ス
リ
ム
耐
火
ウ
ッ
ド
Ⓡ
」を
外
装
面
に

＠
3.6
ｍ
で
配
列
し
、透
明
ガ
ラ
ス
で
ケ
ー
シ

ン
グ
し
た
上
で
、外
装
面
の
木
材
に
は
塗
料

メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発
し
た
耐
候
性
ク
リ
ア

塗
装
を
塗
布
す
る
こ
と
で
、木
造
の
骨
格
を

都
市
に
現
す
フ
ァ
サ
ー
ド
の
表
出
と
、長
期

間
の
美
観
保
持
を
両
立
し
ま
し
た
。高
耐
候

性
試
験
で
は
、既
往
の
耐
候
性
塗
料
と
比
較

し
て
耐
候
性
が
大
き
く
向
上
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。（
水
落
・
乘
越
）

　
こ
れ
ま
で
木
質
柱
梁
接
合
部
に
は
Ｐ
Ｃ
ａ

仕
口
を
設
け
、上
下
の
金
物
を
介
し
て
柱
母

材
と
接
続
す
る
形
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。今

回
、施
工
性
向
上
を
目
的
と
し
、種
々
の
実
験

を
実
施
し
デ
ィ
テ
ー
ル
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
、新
た
に「
改
良
型
Ｐ
Ｃ
ａ
接
合

部
」と「
簡
易
型
接
合
部
」を
開
発
し
ま
し
た
。

　「
改
良
型
Ｐ
Ｃ
ａ
接
合
部
」で
は
、耐
火
性

能
を
実
験
に
て
検
証
し
熱
伝
達
経
路
を
確
認

の
上
、柱
頭
部
と
Ｐ
Ｃ
ａ
仕
口
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
を
差
込
式
と
し
グ
ラ
ウ
ト
で
一
体
化
す
る

こ
と
で
、柱
頭
金
物
を
省
略
し
ま
し
た
。

　「
簡
易
型
接
合
部
」で
は
、要
素
実
験
・
構

造
実
験
に
よ
る
破
壊
性
状
の
確
認
と
デ
ィ
テ

ー
ル
の
つ
く
り
込
み
に
よ
り
、耐
火
集
成
材

柱
の
２
層
１
節
の
節
割
を
実
現
し
ま
し
た
。

現
場
で
の
建
方
手
間
を
削
減
し
、サ
イ
ク
ル

工
程
の
平
準
化
に
資
す
る
デ
ィ
テ
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
西
川
）

　
本
計
画
で
は
、同
分
野
で
は
国
内
最
大
級

と
な
る
約
４
７
０
㎥（
０
・
０
８
㎥
／
㎡
）の

木
材
を
使
用
し
、炭
素
の
固
定
量
は
約
２
８

６
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
に
の
ぼ
り
ま
す
。本
計
画
を
通

じ
、木
質
建
築
の
魅
力
が
広
く
世
に
伝
わ
る

こ
と
で
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
の
一
助

に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。（
大
柳
）

「
シ
ミ
ズ
ハ
イ
ウ
ッ
ド
Ⓡ
」の
進
化

木
質
フ
ァ
サ
ー
ド
の
創
出

　
新
規
開
発
し
た
準
不
燃
ク
リ
ア
塗
料
を
施

し
た
木
板
を
、下
垂
型
の
植
栽
と
共
に
テ
ナ

ン
ト
専
用
ラ
ウ
ン
ジ
の
天
井
に
配
置
し
、事

務
室
と
は
趣
の
異
な
る
親
自
然
的
な
サ
ー
ド

プ
レ
イ
ス
を
創
出
し
ま
し
た
。開
発
し
た
塗

料
は
透
明
性
が
高
く
、木
現
し
空
間
を
実
現

す
る
と
共
に
、加
熱
を
受
け
る
と
塗
膜
が
発

泡
し
て
断
熱
層
を
形
成
、木
材
の
燃
焼
を
抑

制
し
ま
す
。内
装
仕
上
げ
に
準
不
燃
性
能
を

求
め
ら
れ
易
い
中
高
層
建
築
の
木
現
し
空
間

の
実
現
を
容
易
に
し
ま
し
た
。（
水
落
・
乘
越
）

準
不
燃
ク
リ
ア
塗
料
の
開
発

お
わ
り
に

木
質
柱
梁
接
合
部
の
開
発

雑木林を彷彿とさせるエントランス 天井木部に準不燃塗料を塗布したテナント専用ラウンジ 「ハイウッドビーム」を活用し、21m×18mの開放的な木質無柱オフィス空間を実現

「スリム耐火ウッドⓇ」
製造過程

「ハイウッドビーム」
製造過程

「簡易型接合部」
2層1節の建方状況

外観近景（夕景）
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環
境
と
調
和
し
ワ
ー
カ
ー
が
回
遊
す
る
リ
ビ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
ス ―

YASUKAWAMECHATREC SUEMATSUKYUKI CO., LTD
WESTERN JAPAN HEAD OFFICE

安川メカトレック末松九機株式会社 西日本本社

つく田 将紀
入社8年目担当 意匠設計

齋藤 剛寛
入社7年目担当 構造設計

小林 遼一
入社10年目担当 設備設計

森谷 真帆
入社7年目担当 電気設計

34
ｍ×

34
ｍ
の
正
方
形
の
平
面
型
に
吹
抜

が
あ
り
、吹
抜
は
階
ご
と
に
位
置
を
ず
ら
し

な
が
ら
各
階
を
繋
げ
て
い
ま
す
。階
段
と
吹

抜
を
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、社
員
が

上
下
階
に
移
動
す
る
と
き
は
、こ
の
吹
抜
を

通
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。我
々
は
こ
こ

を「
ホ
ト
リ
」と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。オ

ア
シ
ス
の
廻
り
で
出
会
い
、情
報
交
換
し
た

り
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
た
め
で

す
。NATURE

、ホ
ト
リ
、リ
ビ
ン
グ
、と
い
っ

た
言
葉
は
、我
々
、施
主
、今
回
ワ
ー
ク
プ
レ

イ
ス
を
共
に
考
え
て
い
た
だ
い
た
オ
カ
ム
ラ

さ
ん
、チ
ー
ム
の
皆
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

せ
た
り
判
断
す
る
共
通
認
識
と
な
っ
た
と
い

え
ま
す
。（
つ
く
田
）

ホ
ト
リ
〜
動
物
が
自
然
の
中
の

    

オ
ア
シ
ス
に
集
ま
る
よ
う
な
場
所

　
安
川
メ
カ
ト
レ
ッ
ク
末
松
九
機
さ
ん
か
ら

は
、「
先
進
的
で
、社
員
の
働
き
方
を
変
え
て

い
き
た
い
」と
い
う
ご
要
望
で
し
た
。ス
タ
ー

ト
時
に
は
、設
計
部
長
で
あ
る
今
井
さ
ん
か

ら
基
本
概
念
を
示
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
組

み
、社
員
が
建
築
の
中
を
回
遊
す
る
こ
と
が

で
き
、場
所
を
選
ん
で
、出
会
っ
た
社
員
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
新
た
な

ア
イ
デ
ィ
ア
や
価
値
を
生
み
出
す
よ
う
な
オ

フ
ィ
ス
と
い
う
も
の
で
す
。そ
し
て
、環
境
性

能
で
は
、先
進
的
な
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル

で
も
上
位
のN

early-ZEB

（
75
％
以
上
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
）を
達
成
す
る
と
い
う
目

標
で
す
。そ
れ
を
実
現
す
る
正
方
形
で
見
通

し
の
利
く
ワ
ン
ル
ー
ム
の
空
間
が
多
層
に
重

な
る
と
き
に
、吹
抜
に
併
設
す
る
階
段
で
社

員
が
移
動
し
た
く
な
る
構
成
と
す
る
こ
と
で

社
員
が
不
意
に
出
会
う
工
夫
を
示
し
ま
し

た
。そ
れ
は
、我
々
で
設
計
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
、安
川
メ
カ
ト

レ
ッ
ク
末
松
九
機
さ
ん
と
我
々
の
、共
通
の

指
標
と
な
り
ま
し
た
。（
つ
く
田
）　

　
安
川
メ
カ
ト
レ
ッ
ク
末
松
九
機
さ
ん
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、良
い

オ
フ
ィ
ス
に
し
た
い
、現
在
の
社
員
の
意
見

を
採
り
入
れ
な
が
ら
新
し
い
働
き
方
が
で
き

る
、女
性
が
活
躍
で
き
る
オ
フ
ィ
ス
に
し
た

い
、と
い
っ
た
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま

し
た
。私
は
、九
州
支
店
設
計
部
に
異
動
し
て

設
計
・
監
理
を
含
め
て
２
年
目
か
ら
３
年
目

に
担
当
し
た
の
で
す
が
、そ
の
想
い
に
応
え

た
い
、そ
し
て
自
分
と
し
て
は
、こ
の
よ
う
な

オ
フ
ィ
ス
を
絶
対
成
功
に
導
き
た
い
と
い
う

想
い
で
担
当
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、我
々

か
ら
、「
リ
ビ
ン
グ
の
よ
う
な
オ
フ
ィ
ス
」、

社
員
が
リ
ビ
ン
グ
に
集
ま
り
、デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
交
わ
し
、そ
し
て
、好
み
の
場
所

で
集
中
し
て
執
務
す
る
景
色
が
広
が
っ
て

い
る
オ
フ
ィ
ス
に
し
ま
し
ょ
う
と
提
案

し
ま
し
た
。そ
し
て
、「
自
然
」と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
も
加
え
た
リ
ビ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
ス

「NATURE×
LIVING

」を
共
通
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
ま
し
た
。（
つ
く
田
）

　
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
有
名
な
安
川
電
機
グ

ル
ー
プ
の
安
川
メ
カ
ト
レ
ッ
ク
末
松
九
機
株

式
会
社
の
西
日
本
本
社
で
す
。福
岡
市
の
博

多
駅
周
辺
や
天
神
地
区
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス
街

か
ら
は
や
や
離
れ
た
敷
地
で
す
。周
囲
に
は

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
新
し
く
建
ち
、昔
か
ら

の
工
場
、事
務
所
な
ど
も
近
隣
に
あ
り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
は
設
計
コ
ン
ペ
で
、私
は
基
本

設
計
の
途
中
か
ら
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。（
つ
く
田
）

リ
ビ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
ス

九
州
の
オ
フ
ィ
ス
の

        

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
す
！

リ
ビ
ン
グ×

オ
フ
ィ
ス
、そ
し
て

             NATURE

を
加
え
よ
う
！

メインファサード：各層は軒で切り取り、ガラス面の位置を変化させ奥行の変化により、３Fのテラスや１Fのエントランスアプローチを創っているホトリに仲間が集まる、リビング・オフィスを象徴する場２Fホトリから見通す。１Fショールーム、２F、３Fの執務空間、階段で移動する姿を感じることができる

軒の見上げの表情
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サ
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オフィス

屋上テラス

テラス

オフィス

ショールーム

コミュニケーション
エリア

自然通風

日射遮蔽

太陽光発電

ライトシェルフ
自然通風促進解析

吹抜で各階が繋がる一体感のある空間。快適性と省エネを両立することを目標とし、空調は床から吹出す方式としている

水平庇による日射遮蔽

日射遮蔽

VIEW

自然通風

事務室

風圧分布（ 南西/南東面 )

都市気流シミュレーション
（中間期外部風速）

風圧分布（ 北西/北東面 )

　
本
建
物
の
架
構
は
、１
０.
８
ｍ
の
正
方
形

グ
リ
ッ
ド
と
す
る
こ
と
で
、見
通
し
の
良
い

ワ
ン
ル
ー
ム
空
間
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、直
天
井
の
エ
リ
ア
の
見
え
方
に
配
慮

し
て
、小
梁
の
架
け
方
も
シ
ン
プ
ル
な
も
の

と
し
ま
し
た
。吹
抜
に
設
け
る
階
段
は
、長
さ

が
10
ｍ
弱
あ
り
ま
す
が
、間
柱
に
よ
る
中
間

支
持
は
中
止
し
て
、見
通
し
の
良
い「
ホ
ト

リ
」を
効
果
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
計
画

と
し
ま
し
た
。こ
れ
は
結
果
的
に
、階
段
の
下

側
に
梁
型
が
出
て
こ
な
い
こ
と
と
な
り
、下

か
ら
見
上
げ
た
時
に
ス
ッ
キ
リ
し
た
印
象
を

与
え
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

日
射
遮
蔽
の
た
め
外
周
部
に
設
け
た

庇
は
、工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上
の
た
め

Ｐ
Ｃ
ａ
と
し
て
い
ま
す
。庇
の
厚
み
を
階
ご
と

に
変
え
、不
均
質
な
外
観
と
し
た
い
と
い
う

意
匠
的
な
要
望
に
対
し
て
は
、庇
の
一
般
部

の
厚
さ
は
統
一
し
、厚
く
見
せ
た
い
階
は
先

端
に
立
ち
上
が
り
を
設
け
る
こ
と
で
、躯
体

重
量
の
増
加
を
抑
え
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
ａ
庇
は
支
持
梁
か
ら
の
出
寸
法
が
２
ｍ

あ
る
た
め
、施
工
時
の
支
持
梁
に
生
じ
る
ね

じ
れ
に
も
十
分
配
慮
し
て
、取
付
部
の
納
ま

り
を
検
討
し
ま
し
た
。（
齋
藤
）

　
吹
抜
が
各
階
に
繋
が
っ
て
い
る
オ
フ
ィ
ス

で
、快
適
性
を
守
る
。ま
た
私
個
人
と
し
て
は

初
め
て
の
先
進
的
なNearly-ZEB
を
ど
の

よ
う
に
達
成
す
る
の
か
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ

り
ま
し
た
。空
調
衛
生
設
備
設
計
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
、シ
ミ
ズ
の
確
固
た
る
技
術
を

使
い
な
が
ら
、リ
ビ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

使
い
や
す
く
、相
応
し
い
空
調
計
画
を
考
え

ま
し
た
。具
体
的
に
は
床
か
ら
滲
み
出
す
空

調
、「
フ
ロ
ア
フ
ロ
ー
空
調
」を
基
本
と
し
ま

し
た
。こ
れ
は
社
員
の
居
住
域
を
空
調
す
る

こ
と
で
、通
常
の
天
井
か
ら
の
空
調
に
比
べ

て
気
流
も
優
し
く
快
適
で
、空
調
エ
リ
ア
を

人
が
居
住
す
る
エ
リ
ア
に
限
っ
て
、省
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
る
も
の
で
す
。こ
の
オ
フ
ィ
ス
は

「
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
つ
く
り
た
い
」と
い
う

こ
と
で
、天
井
も
高
さ
が
様
々
で
、ス
ケ
ル
ト

ン
で
天
井
が
無
い
部
分
も
多
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
方
式
と
し
ま
し
た
。他
、様
々
な
方
式
を

組
み
合
わ
せ
、Ｂ
Ｅ
Ｉ
値
を
0.
2
3
と
し

て
、基
準
ビ
ル
か
ら
77
％
削
減
と
な
り
、

N
early-ZEB

を
達
成
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

自
分
個
人
と
し
て
と
て
も
誇
ら
し
い
設
計
だ

と
思
い
ま
す
。（
小
林
）

多
様
な
場
が
あ
る
オ
フィ
ス
に
値
す
る

   

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
快
適
な
空
調
と
は

開
放
的
な「
ホ
ト
リ
」空
間
と

    

不
均
質
な
フ
ァ
サ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

　
こ
の
オ
フ
ィ
ス
外
装
は
、周
囲
を
深
い
庇

で
守
り
な
が
ら
、ガ
ラ
ス
面
の
多
い
フ
ァ

サ
ー
ド
で
す
。こ
れ
は
自
然
採
光
と
し
て
大

き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、や
は
り
照

明
は
必
要
で
す
。近
年
の
照
明
に
よ
る
照
度

は
、省
エ
ネ
を
意
識
し
て
執
務
室
は
７
０
０

ル
ッ
ク
ス
か
ら
５
０
０
ル
ッ
ク
ス
に
見
直
す

な
ど
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、こ
こ
で
は
さ
ら

に
踏
み
込
ん
で
ベ
ー
ス
照
度（
ア
ン
ビ
エ
ン

ト
）は
３
５
０
ル
ッ
ク
ス
に
し
て
抑
え
、手
元

の
タ
ス
ク
照
明
で
補
完
す
る
、い
わ
ゆ
る
タ

ス
ク
＆
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
と
し
て
先
進
環
境
ビ

ル
の
照
明
計
画
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
様
々
な
場
所
」は
照
明
の
色
温
度
で
も
表
現

し
て
、様
々
な
ワ
ー
カ
ー
の
働
き
方
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
考
え
、館
内
に
は
、行

動
的
な
白
い
光
の
５
０
０
０
Ｋ（
ケ
ル
ビ
ン
）

を
１
Ｆ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
・
吹
抜
廻
り
に
、執
務

空
間
で
は
、リ
ラ
ッ
ク
ス
感
の
あ
る
や
や
赤

み
の
あ
る
３
５
０
０
Ｋ
、休
憩
な
ど
に
は
さ

ら
に
温
か
な
色
で
あ
る
３
０
０
０
Ｋ
を
使
い

分
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
夜
景
の
外
観
に
も

表
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。近

隣
は
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
住
居
系
で
赤
い
色

の
灯
り
で
す
の
で
、そ
の
街
並
み
に
も
配
慮

し
た
照
明
計
画
で
環
境
に
調
和
す
る
リ
ビ
ン

グ
・
オ
フ
ィ
ス
を
表
現
し
ま
し
た
。

　
九
州
支
店
設
計
部
の
若
手
を
主
体
に
九
州

の
環
境
建
築
を
リ
ー
ド
す
る
オ
フ
ィ
ス
が
実

現
で
き
、皆
が
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。（
森
谷
）

様
々
な
場
所
を
演
出
す
る
、

   

リ
ビ
ン
グ
の
照
明
の
色
温
度
と
は

　「
環
境
ビ
ル
」と
し
て
、オ
フ
ィ
ス
室
内
へ

の
日
射
を
和
ら
げ
た
り
、周
囲
の
マ
ン
シ
ョ

ン
へ
の
視
線
の
配
慮
は
か
な
り
検
討
し
ま
し

た
。ま
た
、オ
フ
ィ
ス
で
す
と
外
観
が
均
質
に

な
り
、固
い
印
象
に
な
ら
な
い
よ
う
、不
均
質

に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。例
え
ば

庇
の
先
端
の
厚
み
を
階
に
よ
り
少
し
変
え
て

い
ま
す
。わ
か
る
で
し
ょ
う
か
？
均
質
な
外

観
に
は
し
な
い
、し
か
し
、規
律
が
守
ら
れ
て

い
る
外
観
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
で
す
。

３
Ｆ
は
外
来
者
も
案
内
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
で
す
が
、階
高
を
高
く
、

フ
ァ
サ
ー
ド
の
ガ
ラ
ス
面
を
少
し
後
退
さ

せ
、コ
ー
ナ
ー
で
は
斜
め
に
な
り
、外
部
に
出

る
こ
と
が
で
き
る
バ
ル
コ
ニ
ー
を
産
み
出
し

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
操
作
で
、様
々
な
場

所
を
産
み
、機
能
的
な
こ
と
と
、そ
し
て
、街

並
み
へ
の
フ
ァ
サ
ー
ド
が
環
境
ビ
ル
と
し
て

印
象
的
で
あ
り
、表
情
が
多
様
と
な
る
こ
と

を
大
事
に
し
て
実
践
し
ま
し
た
。（
つ
く
田
）

街
並
み
へ
の
調
和
と
不
均
質
さ
、

      

水
平
ラ
イ
ン
の
印
象
的
な
外
観

街に表れるグラデーショナルな灯りによる夜景。庇のプレキャストコンクリート（PCa）が外観の規律を創る

一体感のあるワンルームは直天井を組み合わせ、場に変化をつけている

近隣視線と日射を和らげる葦簀はファインフロアでデザインしたオアシスに集まる動物たちのように、ホトリに集う 「ホトリ」をすっきり、有効に利用できるスレンダーな階段 外の外気と光に接してリフレッシュする、屋上テラスの設え
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歴
史
的
景
観
地
区
に
溶
け
込
む
新
た
な
拠
点
づ
く
り

―
 

和
風
建
築
様
式
と
新
し
さ
の
融
合
を
め
ざ
す ―

O
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H
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G
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周
辺
環
境
の
デ
ザ
イ
ン
採
集
か
ら  

周
囲
に
溶
け
込
む
空
間
を
つ
く
る

　名
勝
の
地
で
あ
る
計
画
地
周
辺
を
最
大
限

リ
ス
ペ
ク
ト
し
、可
能
な
限
り
風
景
に
溶
け

込
む
よ
う
に
、周
辺
に
あ
る
要
素
を
敷
地
内

に
取
り
込
み
外
観
や
外
構
デ
ザ
イ
ン
を
行
い

ま
し
た
。喫
茶
・
売
店
か
ら
見
え
る
庭
は
、海

岸
線
と
同
じ
砂
利
や
ク
ロ
マ
ツ
を
配
置
し
、

借
景
に
音
無
山
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

二
見
浦
の
地
の「
砂
浜
・
ク
ロ
マ
ツ
の
並
木
・

音
無
山
」か
ら
な
る
構
成
を
再
現
す
る
計
画

と
し
ま
し
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
観
光
客
が
戻
り
つ
つ
あ

る
二
見
の
地
で
迎
え
た
オ
ー
プ
ン
に
立
ち
会

い
な
が
ら
、歴
史
あ
る
街
並
み
を
継
承
し
た

こ
の
建
物
が
、景
観
地
域
の
新
し
い
指
標
と

な
る
未
来
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。（
坂
本
）

　本
案
件
は
、伊
勢
夫
婦
岩
へ
の
参
道
に
面

す
る
土
地
で
古
く
か
ら
観
光
客
へ
餡
餅
を
提

供
し
て
き
た
老
舗
企
業
が
、店
舗
の
老
朽
化

と
生
産
体
制
の
強
化
の
為
、夫
婦
岩
近
く
の

新
た
な
土
地
へ
新
店
舗
を
出
店
す
る
計
画

で
す
。
　

　計
画
地
は
三
重
県
指
定
名
勝
地
区
及
び
伊

勢
市
景
観
重
点
地
区
に
該
当
し
、厳
し
い
景

観
規
制
の
な
か『
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
を
津

波
に
よ
る
浸
水
か
ら
守
り
た
い
』と
い
う
事

業
主
の
思
い
か
ら
な
る
建
物
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

い
か
に
周
辺
地
域
に
馴
染
ま
せ
る
か
を
テ
ー

マ
に
計
画
を
行
い
ま
し
た
。

　瓦
葺
き
屋
根
・
簓
子
下
見
板
張
り
な
ど
、

地
域
に
適
し
た
建
築
様
式
を
取
入
れ
、工
場

ボ
リ
ュ
ー
ム
を
極
力
参
道
や
隣
接
す
る
重
要

文
化
財『
賓
日
館
』へ
の
圧
迫
感
を
軽
減
す
る

配
置
と
し
ま
し
た
。ま
た
、賓
日
館
と
屋
根
勾

配
を
揃
え
た
り
、軒
高
さ
を
抑
え
る
な
ど
意

匠
的
な
配
慮
も
行
い
ま
し
た
。

　ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
喫
茶
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
透

明
感
あ
る
空
間
と
し
、夫
婦
岩
へ
の
参
道
と

音
無
山
と
を
同
時
に
体
感
で
き
る
こ
の
地
な

ら
で
は
の
空
間
を
実
現
し
ま
し
た
。

名
勝
・
景
観
重
点
地
区
に

　
　   

ふ
さ
わ
し
い
建
築
デ
ザ
イ
ン

　職
人
の
手
作
業
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ

つ
く
り
だ
さ
れ
る
”お
福
餅
“を
提
供
す
る

場
と
し
て
、手
作
業
で
あ
る
こ
と
の
こ
だ
わ

り
を
空
間
の
な
か
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
考

え
、構
造
・
設
備
・
電
気
の
各
担
当
ご
と
に
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
作
り
込
み
ま
し
た
。

　壁
は
左
官
仕
上
と
し
、お
福
餅
の
手
形
と

二
見
浦
の
砂
浜
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
２
種
類
の

パ
タ
ー
ン
を
採
用
し
ま
し
た
。天
井
は
吸
音

効
果
の
あ
る
国
産
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
を
使
用

し
た
木
毛
セ
メ
ン
ト
板
を
採
用
し
、折
り
上

げ
と
張
り
パ
タ
ー
ン
の
細
分
化
に
よ
り
”包

ま
れ
た
空
間
“と
二
見
浦
に
打
ち
寄
せ
る
波

を
表
現
し
ま
し
た
。ま
た
、手
形
を
モ
チ
ー
フ

に
握
り
や
す
さ
と
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
表

し
た
ド
ア
ハ
ン
ド
ル
を
特
注
で
製
作
し
ま
し

た
。サ
イ
ン
は
外
壁
に
使
用
さ
れ
た
三
重
県

産
の
杉
板
の
端
材
か
ら
作
成
し
ま
し
た
。

御
福
餅
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

　
　
　
　  

空
間
と
し
て
表
現
す
る

宮塚 健
入社6年目担当 設備設計

平松 悠
入社17年目担当 構造設計

川口 学川口 学
入社20年目担当 電気設計 坂本 達彦坂本 達彦

入社8年目担当 意匠設計

有識者による指導 全て三重県産のスギを使用

ボリュームの検討経緯

ピロティ案 ボリューム変更案

巴瓦のロゴマーク 外観

外壁の端材を
利用したピクトサイン

手形を表した特注ハンドル参道に面する展示ケース庇により視線を誘導する、開放感がありながら落ち着きのある喫茶空間

賓日館への圧迫感軽減の検討を重ねたボリューム構成 夫婦岩・景勝地二見浦・賓日館との関係

OFUKUMOCHI HONKE HEAD OFFICE
御福餅本家 本社

夫婦岩

二見浦

賓日館御福餅本家

配置変更案 屋根形状変更案屋根形状変更案
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地
域
に
愛
さ
れ
るSm

all Urban Hospital 
―

 

わ
か
り
や
す
さ
、安
心
を
形
に
す
る ―
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病
棟
は
、ス
タ
ッ
フ
を
近
く
に
感
じ
患
者

が
安
心
で
き
る
よ
う
、見
守
り
が
し
や
す
い

病
棟
を
目
指
し
ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
が
常
に

病
室
へ
の
目
配
り
、ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
よ

う
、ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
フ
ロ
ア
中
心

に
配
置
し
、廊
下
に
張
り
出
し
た
カ
ウ
ン

タ
ー
か
ら
全
て
の
病
室
が
見
通
せ
る
構
成
と

し
ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
が
見
守
る
安
心
感
が

滲
み
だ
す
よ
う
、コ
ア
側
の
仕
上
を
廊
下
の

中
央
ま
で
広
げ
ま
し
た
。南
北
の
病
室
群
に

も
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
看
護
が
行

き
届
く
よ
う
、ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
通
路
を
設
け
ま
し
た
。

　
患
者
に
と
っ
て
家
庭
的
で
安
心
で
き
る
空

間
と
す
る
た
め
、病
室
群
は
暖
色
を
基
調
と

し
て
木
調
を
配
置
し
た
空
間
と
し
ま
し
た
。

廊
下
の
中
央
ま
で
同
じ
仕
上
と
し
、廊
下
の

片
側
は
患
者
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
エ
リ
ア
で

あ
る
こ
と
が
視
覚
的
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

見
守
ら
れ
る
、近
く
に
い
る
安
心
感

デ
ジ
タ
ル
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
活
用

　
通
常
は
現
病
院
の
現
地
調
査
で
課
題
を
共

有
し
て
新
病
院
に
反
映
し
て
い
く
と
こ
ろ
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
た
っ

た
た
め
そ
れ
が
で
き
ず
、ヒ
ア
リ
ン
グ
中
心

に
要
望
を
確
認
し
な
が
ら
設
計
を
進
め
ま
し

た
。現
病
院
で
の
ス
タ
ッ
フ
の
細
か
い
動
き

や
流
れ
は
、図
面
上
で
何
度
も
確
認
し
な
が

ら
設
計
を
進
め
ま
し
た
が
、空
間
の
イ
メ
ー

ジ
が
な
か
な
か
共
有
で
き
ず
、難
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
あ
る
程
度
仕
様
が
決
ま
っ
た
段
階

で
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
モ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
作
成
し
、Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使
っ

て
空
間
を
確
認
し
て
も
ら
う
と
い
う
手
法
を

と
り
ま
し
た
。実
際
に
現
場
で
働
く
ス
タ
ッ

フ
の
方
に
仮
想
空
間
で
の
実
際
の
見
え
方
や

使
い
勝
手
の
細
か
い
検
証
を
し
て
い
た
だ

き
、何
度
も
作
り
直
し
、確
認
を
行
い
現
場
に

反
映
す
る
こ
と
で
、満
足
度
の
高
い
空
間
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
長
年
増
改
築
に
よ
り
地
域
医
療
を
支
え
続

け
て
い
た
東
大
阪
病
院
に
と
っ
て
悲
願
で
あ

る
近
接
地
へ
の
移
転
新
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

土
地
入
札
時
か
ら
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
、晴
れ
て
新
病
院
の
開
院
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。新
病
院
の
柱
で
あ
る
救
急

受
入
れ
や
病
床
稼
働
率
も
好
調
と
伺
っ
て
お

り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
住
民
の
健
康
を

支
援
し
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
病
院
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
竹
内
）

約
70
年
間
に
わ
た
り
地
域
医
療
に
貢
献
し

て
き
た
２
５
５
床
の
総
合
病
院
が
、約
５
０

０
ｍ
離
れ
た
城
東
区
役
所
跡
地
へ
移
転
新
築

す
る
計
画
で
す
。増
改
築
に
よ
る
動
線
の
長

大
・
複
雑
化
な
ど
、既
存
病
院
で
の
課
題
の

改
善
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
背
景
に
対
し
、「
地
域
社
会
と
共

存
・
共
栄
し
て
い
く
病
院
」「
街
並
み
に
調
和

す
る
洗
練
さ
れ
た
病
院
」「
コ
ン
パ
ク
ト
で
合

理
的
な
働
き
や
す
い
病
院
」を
骨
子
と
し
て

『Sm
all Urban Hospital

』を
計
画
の
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
ま
し
た
。

　
周
囲
は
国
道
一
号
線
に
面
す
る
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
都
心
部
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
平
面
と
な
る
こ
と
か

ら
、１
〜
３
階
の
低
層
階
は
ロ
の
字
の
共
用

廊
下
を
中
心
に
診
察
、検
査
室
等
の
諸
室
を

配
置
す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。４
〜
８
階
の

病
棟
は
１
フ
ロ
ア
１
看
護
単
位
の
構
成
で
、

コ
ア
側
は
ス
タ
ッ
フ
関
連
の
諸
室
、外
周
は

病
室
群
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
し
ま
し
た
。

案
件
概
要

　
外
来
患
者
が
訪
れ
る
１
階
は
、受
付
会
計
、

外
来
診
察
室
、各
種
検
査
室
な
ど
が
多
数
あ

り
、患
者
自
身
が
移
動
し
な
が
ら
診
療
を
受

け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。い
か
に

し
て
患
者
が
居
場
所
や
行
先
を
把
握
し
や
す

く
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　『
洗
練
さ
れ
た
』印
象
と
す
る
た
め
、大
き

な
文
字
や
多
数
の
色
で
の
誘
導
で
は
な
く
、

明
る
い
方
向
に
人
の
意
識
が
向
く「
ア

フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
」の
概
念
を
取
り
入
れ
て
空

間
を
構
成
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、壁
面
の

片
側
を
白
基
調
で
明
る
い
壁
面
と
し
、さ
ら

に
シ
ー
ム
レ
ス
に
継
ぐ
こ
と
が
で
き
、埃
だ

ま
り
と
な
ら
な
い
ラ
イ
ン
照
明
で
明
る
く
す

る
こ
と
で
、光
の
壁
に
沿
っ
て
視
覚
的
に
患

者
を
誘
導
す
る
し
か
け
と
し
ま
し
た
。同
時

に
廊
下
の
方
向
が
認
識
し
や
す
く
、か
つ
光

の
壁
を
印
象
づ
け
る
た
め
、反
対
側
の
壁
面

は
あ
え
て
ト
ー
ン
を
落
と
し
つ
つ
冷
た
い
印

象
と
な
ら
な
い
よ
う
、ウ
ォ
ー
ム
グ
レ
ー
と

し
ま
し
た
。

明
る
さ
に
よ
る

　
　わ
か
り
や
す
く
自
然
な
誘
導

HIGASHI OSAKA HOSPITAL
東大阪病院

病棟階スタッフステーション

１階：検査室に向かう廊下

１階：総合待合１階：診察待合

１階：処置室に向かう廊下

光の壁に沿って視覚的に患者を誘導

病棟階廊下

病室（４床室） 南東側外観北東側外観夜景
デジタルモックアップ

確認の様子 VRゴーグル

デジタルモックアップ確認会

デジタルモックアップ

大多和 真
入社9年目担当

設備設計

山形 弥里
入社5年目担当

電気設計

水野 大輔
入社18年目担当

電気設計

藤田 渉
入社8年目担当

設備設計

嶋田 あゆみ
入社2年目担当

構造設計

田浦 史彬
入社12年目担当

構造設計

竹内 圭佑
入社9年目担当

意匠設計

40
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病棟階平面構成

４床室

４床室

４床室

４床室

４床室

４床室

４床室

４床室

１床室

準備室

リネン庫
リネン庫

汚物処理室

面談室

カンファレンス室

洗濯室

1床室 1床室 1床室 1床室

1床室 1床室 1床室 1床室

スタッフステーション
デイルーム

見守り

ショートカット
通路

N

特別
浴室

脱衣室

１床室

１床室
１床室

４床室

４床室

４床室

Light

Light Light

Light Light
32.0m

42.8m



人
に
寄
り
そ
い
環
境
と
調
和
す
る
工
場

―
 class100

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
挑
戦 ―

CKD
 H

O
KU

RIKU
 PLA

N
T

RYO
TA

 H
O

SO
KA

W
A

 / M
A

SA
YU

KI TA
KA

KU
RA

 / KEN
TA

 KU
RO

SA
KI / YA

SU
SH

I M
IYA

M
U

RA
 / TO

SH
IFU

M
I A

BE 
RYO

TA
 H

O
SO

KA
W

A
 / M

A
SA

YU
KI TA

KA
KU

RA
 / KEN

TA
 KU

RO
SA

KI / YA
SU

SH
I M

IYA
M

U
RA

 / TO
SH

IFU
M

I A
BE  ―

黒﨑 健太
入社7年目担当 構造設計

細川 良太
入社9年目担当 意匠設計

髙倉 正幸
宮村 泰至

阿部 俊文

入社7年目担当 構造設計
入社14年目担当 設備設計

入社7年目担当 電気設計

　愛
知
県
に
本
社
を
置
く
機
械
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
、半
導
体
製
造
装
置
向
け
の
機
器
製
品

製
造
工
場
で
す
。「
人
に
寄
り
そ
い
環
境
と
調

和
す
る
工
場
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
計
画
を
進

め
ま
し
た
。食
堂
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
と

い
っ
た
厚
生
エ
リ
ア
の
充
実
と
自
動
搬
送
設

備
に
よ
る
物
流
改
善
で
従
業
員
に
寄
り
そ

い
、記
憶
に
残
る
見
学
廊
下
で
来
館
者
に
寄

り
そ
う
計
画
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、名
峰
白

山
の
眺
望
を
活
か
し
た
平
面
計
画
と
地
域
の

伝
統
工
芸
で
あ
る
九
谷
焼
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
地
域
環
境
と
調
和
し
、

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
純

水
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
等
で
地
球
環
境
と

調
和
し
た
工
場
を
実
現
し
ま
し
た
。（
細
川
）

人
に
寄
り
そ
い
環
境
と
調
和
す
る

　計
画
地
は
昔
、石
川
県
の
伝
統
工
芸
の
九

谷
焼
に
用
い
る
花
坂
陶
石
を
採
石
し
て
い
た

場
所
で
し
た
。九
谷
焼
最
大
の
魅
力
は
絵
付

け
で
あ
り
、繊
細
で
職
人
技
が
光
る
物
が
多

く
あ
り
ま
す
。こ
の
工
場
で
製
造
さ
れ
る
機

器
製
品
も
繊
細
で
緻
密
で
あ
り
、高
品
質
な

も
の
づ
く
り
が
九
谷
焼
と
も
親
和
性
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　九
谷
焼
の
要
素
と
し
て「
絵
付
け
工
程
」と

「
九
谷
五
彩
」を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
工
場
デ
ザ

イ
ン
を
考
案
す
る
こ
と
で
、場
所
の
記
憶
を

継
承
し
地
域
に
愛
さ
れ
る
工
場
を
目
指
し
ま

し
た
。絵
付
け
工
程
前
半
に
あ
た
る
白
磁
の

白
と
呉
須
の
黒
に
よ
る
世
界
観
を
外
観
に
表

現
し
、先
進
工
場
ら
し
い
引
き
締
ま
っ
た
フ
ァ

サ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。そ
し
て
、絵

付
け
工
程
後
半
の
色
鮮
や
か
な
世
界
観
は
内

部
空
間
に
表
現
し
ま
し
た
。九
谷
五
彩
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
見
学
廊
下
は
、単
調
で
閉
鎖

的
に
な
り
が
ち
な
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
工
場

に
彩
り
と
楽
し
さ
を
与
え
て
い
ま
す
。九
谷

焼
の
絵
付
け
に
用
い
る
植
物
に
因
ん
だ
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
や
木
調
の
ア
ク
セ
ン
ト
を

加
え
た
食
堂
等
、温
か
み
の
あ
る
空
間
を
演

出
す
る
こ
と
で
、従
業
員
に
と
っ
て
働
き
が

い
の
あ
る「
行
き
た
く
な
る
工
場
」を
実
現
し

ま
し
た
。（
細
川
）

九
谷
焼
と
半
導
体
製
造
部
品

　こ
の
工
場
で
は
、設
計
段
階
か
ら
お
施
主

様
と
共
に
新
し
い
工
場
の
あ
り
方
を
考
え
、

実
現
に
向
け
て
一
緒
に
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
仕
事
は
プ
ロ
の
設
計
者
で
す
が
、

お
施
主
様
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
と
て
も
多
い
で

す
。ひ
と
つ
の
部
屋
の
仕
様
に
つ
い
て
も
、使

い
勝
手
や
運
用
の
話
か
ら
気
付
か
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、ク
リ
ー
ンEYE

に

一
緒
に
挑
戦
で
き
た
こ
と
を
は
じ
め
、九
谷

焼
の
作
家
様
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
、一

緒
に
作
る
楽
し
さ
大
変
さ
を
お
施
主
様
と
共

有
で
き
ま
し
た
。

　完
璧
な
建
物
を
お
施
主
様
に
引
渡
す
こ

と
、そ
の
後
使
っ
て
い
く
こ
と
へ
配
慮
し
た
計

画
が
大
切
で
す
が
、建
物
を
つ
く
る
過
程
も

大
切
に
す
る
こ
と
で
、よ
り
愛
着
の
持
て
る

建
物
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。（
細
川
）

お
施
主
様
と
つ
く
る

　「人
と
環
境
に
優
し
い
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

か
か
げ
る
お
施
主
様
は
、環
境
配
慮
の
取
り

組
み
と
し
て
、大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

す
る
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
苦
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
、当
社
技
術
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
空

調
制
御
で
あ
る「
ク
リ
ー
ン
・EYE

（
ア
イ
）」

を
提
案
し
ま
し
た
。ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
つ
い
て
、お
施
主
様
に
大

変
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、案
件
受
注
の

大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
に
も
な
り
ま
し
た
。

　ク
リ
ー
ンEYE

（
ア
イ
）制
御
は
画
像
型
人

感
セ
ン
サ
ー
と
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
ン
サ
ー
の

情
報
か
ら
、室
内
の
状
況
に
応
じ
た
4
つ
の

モ
ー
ド
の
組
合
せ
でFFU

運
転
を
安
全
安
心

に
最
適
・
省
エ
ネ
制
御
す
る
技
術
で
す
。

　こ
れ
ま
で
実
績
が
な
いclass100

で
の
導

入
に
際
し
、お
施
主
様
よ
り「
失
敗
し
て
も
良

い
か
ら
是
非
、挑
戦
し
た
い
」と
い
う
強
い
御

要
望
を
頂
き
、パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
ン
サ
ー
精

度
な
ど
の
様
々
な
課
題
を
検
討
し
導
入
に
至

り
ま
し
た
。想
定
通
り
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
お
客
様
と
一
丸
と

な
っ
て
検
証
及
び
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。（
宮
村
）

「
ク
リ
ー
ンEYE

」に
よ
る

当
社
初
のclass100

へ
の
挑
戦

CKD北陸工場

九谷焼による社名とゼロシュリンクコンクリートによるエントランス

温かみのあるリフレッシュルーム白山を望める食堂製品と九谷焼の展示スペース

九谷五彩をモチーフとした見学廊下

class100のクリーンルーム九谷焼の白磁の白と呉須の黒をモチーフとした外観

CKD HOKURIKU PLANT
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「
物
流
施
設
に
、オ
ア
シ
ス
を
。」

―
 

事
業
主
の
想
い
に
技
術
力
と
創
造
力
で
応
え
る ―

Logicross SA
G

A
M

IH
A

RA

H
IRO

N
O

BU
 TA

N
A

KA
 / TA

KA
YU

KI SU
G

A
 / M

A
SA

KI TA
KIG

A
M

I / TO
M

O
YA

 A
KA

ZA
W

A

Logicross SAGAMIHARA
ロジクロス相模原

 ―

FOREST CAFETERIA COLOR SCHEMEFOREST ENTRANCE COLOR SCHEME

田中 裕伸
入社14年目担当 意匠設計

瀧上 柾 
入社8年目担当 設備設計

赤澤 知也
入社13年目担当 インテリア設計

須賀 貴之
入社9年目担当 構造設計

　
相
模
原
市
中
央
区
淵
野
辺
の
青
山
学
院
大

学
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
隣
接
地
に
お
け
る
、

三
菱
地
所
と
日
本
生
命
の
共
同
事
業
に
よ
る

マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、三

菱
地
所
が
提
供
す
る
物
流
施
設
ブ
ラ
ン
ド

「Logicross

（
ロ
ジ
ク
ロ
ス
）」の
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
セ
プ
ト「
物
流
施
設
に
、オ
ア
シ
ス
を
。」を

初
め
て
適
用
し
た
開
発
案
件
で
す
。ロ
ジ
ク

ロ
ス
の
基
幹
施
設
と
し
て
、建
物
の
使
い
勝

手
向
上
や
物
流
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
応

は
も
と
よ
り
、無
機
質
に
な
り
が
ち
な
物
流

施
設
に
潤
い
あ
る
空
間
の
創
出
と
、安
全
・

安
心
な
施
設
を
目
指
し
、事
業
主
と
議
論
を

重
ね
て
計
画
し
ま
し
た
。

　
物
流
施
設
の
商
品
価
値
に
繋
が
る〝
床
の

品
質
〞に
つ
い
て
は
、事
業
主
・Ｃ
Ｍ・
設
計

者
・
施
工
者
が
一
体
と
な
り
、こ
れ
ま
で
の
物

流
施
設
の
建
設
で
得
た
知
見
を
最
大
限
に
活

か
し
て
高
水
準
な
床
を
実
現
し
ま
し
た
。

（
田
中
）

脱
炭
素
や
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み

『
Ｚ
Ｅ
Ｂ
』、Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ・Ｓ
ラ
ン
ク

認
証
取
得

　
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、脱
炭
素
や
環
境

配
慮
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。建
物
外

皮
性
能
の
向
上
、高
効
率
機
器
の
採
用
に
よ

る「
省
エ
ネ
」に
加
え
、屋
根
面
積
約
３
万
㎡

の
ほ
ぼ
全
面
に
２
２
０
０
ｋ
Ｗ
超
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
し
、「
創
エ
ネ
」を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性

能
表
示
制
度（
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）が
定
め
る
最
高
ラ

ン
ク
５
つ
星
に
加
え
て
、年
間
の
一
次
消
費
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を
ゼ
ロ
と
す
る『
Ｚ
Ｅ
Ｂ
』

を
達
成
し
ま
し
た
。加
え
て
、多
岐
に
わ

た
る
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
建
築
評
価
認
証
で
Ｓ
ラ
ン
ク

を
取
得
し
ま
し
た
。事
業
主
と
共
に
環
境
へ

の
取
り
組
み
を
推
進
し
、建
物
の
付
加
価

値
向
上
を
実
現
し
ま
し
た
。（
田
中
）

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
休
憩
室
は
、「
物
流
施
設

に
、オ
ア
シ
ス
を
。」の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ

ト
の
も
と「FOREST

」、「W
ATER

」、「SKY

」

を
テ
ー
マ
と
し
た
バ
イ
オ
フ
ィ
リ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
を
取
り
入
れ
、施
設
利
用
者
が
快
適
で

過
ご
し
や
す
い
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し

た
。「FOREST

」を
テ
ー
マ
と
し
た
休
憩
室

は
、天
井
に
国
産
木
材
を
用
い
た
型
枠
兼
仕

上
材
を
採
用
、木
質
空
間
を
創
出
す
る
と
共

に
環
境
保
全
に
取
り
組
み
ま
し
た
。（
赤
澤
）

ア
メ
ニ
テ
ィ
の
向
上

「
物
流
施
設
に
、オ
ア
シ
ス
を
。」

　
近
年
、物
流
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
高
ま
る
倉
庫

内
で
働
く
人
の
労
働
環
境
向
上
に
応
え
る
た

め
、「
ロ
ジ
ク
ロ
ス
」の
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
施

設
と
し
て
初
め
て
倉
庫
内
全
域
に
空
調
設
備

を
設
置
し
ま
し
た
。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用

い
た
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、空
調
設

備
を
効
果
的
に
配
置
し
、①
夏
季
の
作
業
環

境
に
お
け
る
熱
中
症
リ
ス
ク
の
低
減
、②
成

層
空
調
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低

減
、③
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
向
上
、④
物
流
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
応
じ
た
フ
レ
キ
シ
ビ
リ

テ
ィ
の
確
保
を
実
現
し
ま
し
た
。（
瀧
上
）

働
く
人
の
労
働
環
境
向
上

　
本
建
物
は
、物
流
施
設
に
相
応
し
い
事
業

継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、免
震
構
造
を

採
用
し
ま
し
た
。ま
た
昨
今
の
環
境
や
労
働

な
ど
の
社
会
的
課
題
に
応
え
る
た
め
、免
震

層
に
は
地
中
梁
を
不
要
と
す
る
こ
と
が
で
き

る「
杭
頭
免
震
」を
用
い
た
架
構
シ
ス
テ
ム
を

採
用
、基
礎
形
状
の
合
理
化
に
取
り
組
み
ま

し
た
。資
材
の
削
減
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減

や
施
工
性
改
善
を
実
現
し
ま
し
た
。（
須
賀
）

安
全
・
安
心
な
免
震
構
造
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『ZEB』のエネルギー収支効果

創エネ
▲52％

BEI値
【-0.11】

『ZEB』

41％

空調 換気 照明 給湯 昇降機 太陽光
発電

照明▲68％
換気▲38％
空調▲46％

省エネ
▲59％

一般的な物流施設 ロジクロス相模原

0%

20%

40%

60%

-60%

-40%

-20%

80%

100%

照明

換気
空調

RCSSラーメン架構
（シミズNewRCSS）

弾性すべり支承と
積層ゴム支承を併用した
ハイブリッドな免震配置

基礎

コンクリート杭 部分的にF.T.パイル構法を
採用するハイブリッドな杭計画

地中梁の有無を使い分けた
ハイブリッドな基礎計画

免震層外周部
・積層ゴム支承
　　＋地中梁

杭頭免震範囲
・弾性すべり支承
　（地中梁なし）

弾性す
べり支

承

積層ゴ
ム支承

地中梁
のない

杭頭免
震

独立フ
ーチン

グに

杭頭を
固定

外周は
つなぎ

梁有り

F.T.パ
イル構

法

弾性す
べり支

承

積層ゴ
ム支承

地中梁
のない

杭頭免
震

独立フ
ーチン

グに

杭頭を
固定

外周は
つなぎ

梁有り

F.T.パ
イル構

法

免震
装置

上部
架構

倉庫内温熱環境シミュレーションによる居住域温度帯の検証

24.0 24.5 25.0 25.5 26.0 26.5 27.0 27.5 28.0 28.5 29.0温度[℃]
FORESTエントランス

FORESTマテリアルスキーム FOREST休憩室平滑で高品質な床を実現

倉庫内空調設備

南東より建物を望む



『
地
域
へ
の
恩
返
し
』と
し
て
の
商
業
施
設

―
 

都
市
の
オ
ア
シ
ス
を
計
画
し
、地
域
の
憩
い
の
場
の
提
供 ―
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地
域
貢
献
・
更
な
る
活
用

　
お
施
主
様
よ
り「
こ
の
場
所
で
地
域
の
盆

踊
り
を
復
活
さ
せ
た
い
」と
い
う
想
い
が
あ

り
、店
舗
棟
の
前
面
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
、盆
踊
り
会
場
と
し
て
十
分
な
広
さ
を

確
保
し
ま
し
た
。地
域
の
参
加
者
も
店
舗
へ

の
動
線
と
重
な
る
こ
と
な
く
、散
策
路
を
経

由
し
て
大
階
段
か
ら
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き

る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、国
道
側
に
対
し
賑

わ
い
を
演
出
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
今
後

活
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。（
西
村
）

　
広
島
市
安
佐
南
区
に
あ
る
約
50
年
前
に
建

て
ら
れ
た
、お
施
主
様
初
の
郊
外
型
大
型
店

舗
で
あ
る
祇
園
店
の
建
替
計
画
に
な
り
ま

す
。こ
の
地
に
育
て
ら
れ
恩
返
し
と
し
て
地

域
に
還
元
し
た
い
と
い
う
お
施
主
様
の
想
い

を
、こ
の
地
に
都
市
の
オ
ア
シ
ス
を
計
画
す

る
こ
と
で
実
現
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。敷
地

の
周
囲
に
は
自
然
の
木
に
囲
ま
れ
た
散
策
路

を
配
し
、建
物
は
白
を
基
調
と
し
な
が
ら
一

部
木
調
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
色
調
と
す
る
こ
と

で
、落
ち
着
き
の
あ
る
地
域
の
憩
い
の
場
を

計
画
し
ま
し
た
。ま
た
、緑
地
、散
策
路
、大
階

段
、ス
テ
ッ
プ
広
場
、そ
し
て
店
舗
へ
と
空
間

が
展
開
し
、様
々
な
シ
ー
ク
エ
ン
ス
が
広
が

る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　
建
替
期
間
中
も
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
部

分
を
継
続
営
業
す
る
た
め
に
、ま
ず
仮
設
店

舗
を
計
画
し
、１
期
工
事
で
店
舗
棟
を
完
成

さ
せ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
部
分
を
先
行
し

て
運
用
し
、２
期
工
事
で
駐
車
場
棟
を
計
画

す
る
段
階
整
備
と
す
る
こ
と
で
、店
舗
を
休

業
さ
せ
る
こ
と
な
く
工
事
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

地
域
へ
の
恩
返
し

継
続
営
業

　
お
客
様
は
東
側
の
国
道
側
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
南
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
メ
イ

ン
と
な
り
ま
す
。国
道
側
は
散
策
路
そ
し
て

低
層
の
駐
車
場
棟
と
す
る
こ
と
で
、周
辺
環

境
に
対
し
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ
、さ
ら
に
店

舗
棟
の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
は
大
き
な
ガ
ラ
ス
カ
ー

テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
を
配
す
る
こ
と
で
、建
物
の

内
部
が
地
域
に
開
か
れ
た
計
画
と
し
て
い
ま

す
。ま
た
南
側
の
コ
ー
ナ
ー
部
に
は
美
容
室

を
計
画
す
る
こ
と
で
、地
域
に
対
し
彩
り
を

添
え
る
よ
う
な
配
置
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

１
階
に
駐
車
場
、２
階
に
直
営
店
舗
、３
階
に

テ
ナ
ン
ト
、屋
上
階
に
駐
車
場
と
し
、１
階
、

屋
上
の
駐
車
場
で
店
舗
フ
ロ
ア
を
挟
む
よ
う

な
構
成
と
し
、車
で
来
店
さ
れ
る
お
客
様
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。ま
た

東
側
に
は
大
階
段
を
設
置
し
、散
策
路
か
ら

店
舗
へ
の
歩
行
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

配
置
計
画
・
断
面
計
画

 ゆめテラス祇園店

地域の憩いの場となる散策路

駐車場棟
（建設中）

2階店舗入口への大階段

国道側からの全景

8500 188008500 18800

店舗棟と駐車場棟をEXP.jで分離し、
段階的な店舗運用としました

駐車場棟(二期工事) 店舗棟(一期工事）

駐車場

駐車場

▽塔屋高さ50
0

50
0

45
00

16
00

53
00

54
00

40
00

△PHRFL

△RFL

△設計GL

▽最高高さ

▽3FL

▽2FL

▽1FL

屋外駐車場

T.雑貨
直営食品売場 作業室 トラックヤード
駐車場

西村 健
入社9年目担当 意匠設計

住川 雄一 
入社33年目担当 意匠設計

土田 武志 
入社31年目担当 設備設計

入社33年目担当 意匠設計 石田 雄一
入社30年目担当 構造設計 古久保 真

入社33年目担当 電気設計

越戸 美春
入社7年目担当 設備設計

2階駐車場を地域の盆踊り会場としても活用予定

着工前

仮設店舗棟
（運用中）

新店舗棟
（建設中）

新店舗棟
（運用中）

2階・店舗前面駐車場は地域の盆踊りスペースとしても活用予定

一期工事（STEP3の工事状況）

二期工事（STEP4の工事状況）

YOU ME TERRACE GION
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稲葉 秀行
入社10年目担当 意匠設計

久米 建一
入社13年目担当 構造設計

小川 浩平
入社18年目担当 意匠設計

宮本 和明
入社10年目担当 電気設計

重盛 洸
入社10年目担当 設備設計

金馬 貴之
入社6年目担当 意匠設計

今川 彩香
入社11年目担当 構造設計

杉山 友也
入社20年目担当 構造設計

都築 弘政
入社9年目担当 設備設計

長谷川 龍太
入社9年目担当 構造設計

小林 央和
入社24年目担当 意匠設計

野崎 絋平
入社9年目担当 電気設計

定久 岳大
入社28年目担当 意匠設計

坪内  舞子
入社12年目担当 開発計画

柿澤 英之
入社28年目担当 意匠設計

西川 航太
入社15年目担当 構造設計

小松 辰也
入社21年目担当 意匠設計

Harjanto
入社35年目担当 意匠設計

牧住 敏幸
入社30年目担当 意匠設計

山本 武
入社15年目担当 意匠設計

新野 将平
入社6年目担当 設備設計

後藤 なつみ
入社9年目担当 意匠設計

永原 聖
入社29年目担当 意匠設計

石渡 義隆
入社28年目担当 意匠設計

田村 隆
入社33年目担当 意匠設計

松浦 正一
入社30年目担当 構造設計

巽 紅美
入社17年目担当 意匠設計

祖父江 一仁
入社34年目担当 電気設計

金田 生
入社32年目担当 設備設計

淺井 健矢
入社2年目担当 意匠設計

戸塚 祐造
入社37年目担当 意匠設計

温故創新の森 NOVARE福岡大学病院 本館

聖路加国際大学
聖ルカ礼拝堂

旧渋沢邸「中の家（なかんち）」
主屋改修

The Link SAPPORO

KARAWANG
OUTLET MALL

03
episode

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と
め
る

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
設
計
者
の
仕
事

多
種
多
様
な
実
務
経
験
、設
計
実
績
を
重
ね
た
後
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の

役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。全
社
的
な
視
野
と
展
望
を
持
っ
た
設
計
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
、多
く
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
章
で
は
、培
っ
た
経
験
を
糧
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
役
割
を

果
た
す
設
計
者
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。
　〈
入
社
年
度
目
安  

10
年
目
以
降
〉

GRAND MARINA TOKYO
パークタワー勝どきミッド



事
業
創
新
と
社
会
創
造
の
拠
点

―
 

温
故
創
新
の
森 N

O
VARE

Sm
art Innovation Ecosystem

 ―

Sm
art Innovation Ecosystem
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清
水
建
設
は
、２
０
３
０
年
を
見
据
え
た

長
期
ビ
ジ
ョ
ン「SHIM

Z VISION 2030

」に

お
い
て
時
代
を
先
取
り
し
価
値
を
創
造
す
る

「
ス
マ
ー
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
」

を
目
指
す
べ
き
企
業
像
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。「
温
故
創
新
の
森N

O
VARE

」は
、そ
の

実
現
に
向
け
た
事
業
構
造
・
技
術
・
人
財
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
場
、社
会
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
拠
点
と
し
て
、敷

地
全
体
を
整
備
し
ま
し
た
。こ
の
拠
点
は
、核

と
な
る
情
報
発
信･

交
流
施
設「NOVARE 

Hub

」、生
産
革
新
を
担
う
研
究
施
設

「N
O

VARE Lab

（
技
術
研
究
所
潮
見
ラ

ボ
）」、体
験
型
研
修
施
設「N

O
VA

RE
Academ

y
（
も
の
づ
く
り
至
誠
塾
）」、歴
史

資
料
展
示
施
設「NO

VARE Archives

（
清

水
建
設
歴
史
資
料
館
）」、当
社
二
代
清
水

喜
助
が
手
掛
け
た「
旧
渋
沢
邸
」の
５
施
設
か

ら
な
り
ま
す
。脱
炭
素
社
会
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
あ
り
方
と
し
て
、複
数
施
設

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
都
市
全
体
で
ゼ

ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
を
目
指
す「
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・
ソ
サ
エ
テ
ィ（
Ｚ
Ｅ
Ｓ
）」

と
い
う
考
え
方
を
実
証
す
る
場
と
し
て
、先

進
技
術
も
多
数
導
入
し
ま
し
た
。街
区
熱
融

通
シ
ス
テ
ム「
ネ
ツ
ノ
ワ
」に
よ
り
、複
数
建

物
に
分
散
設
置
さ
れ
た
熱
源
機
器
の
統
合

制
御
を
行
い
、複
数
建
物
間
で
の
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
融
通
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。こ
こ

を
活
用
し
て
、多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

共
創
、建
設
事
業
の
枠
を
超
え
た
活
動
を
実

践
し
、レ
ジ
リ
エ
ン
ト
・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
、50
年
先
・

１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
会
社
と
社
会
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
人
財
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。（
牧
住
）

温
故
創
新
の
森 NO

VARE

温故創新の森 NOVARE
正面Hub、Academy、Archives外観

NOVARE Archivesから望む旧渋沢邸

正面Academy外観

庭園からの外観 Open Lobby　NOVAREエントランス

運河側Hub、Lab外観 鳥瞰写真鳥瞰写真

NOVARE Hub

NOVARE Lab

NOVARE Archives

旧渋沢邸

NOVARE Academy
牧住 敏幸 意匠設計

意匠設計
構造設計
構造設計

構造設計

構造設計
構造設計

構造設計

構造設計

構造設計

設備設計

設備設計

設備設計

電気設計
電気設計

電気設計

意匠設計

意匠設計

意匠設計

意匠設計

稲葉 秀行
田中 初太郎
久米 建一
髙橋 満博
小川 浩平
片山 浩一
重盛 　洸
宮本 和明
丹羽 健二
金馬 貴之
杉山 友也
今川 彩香
山下 美帆
都築 弘政
小林 央和
長谷川 龍太
野崎 絋平
定久 岳大
木村 　誠

Smart Innovation Ecosystem NOVARE
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『
街
を
纏
う
』オ
フ
ィ
ス

N
O

V
A
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ub

TOSHIYUKI M
AKIZUM

I / HIDEYUKI INABA / KENICHI KUM
E / KOHEI OGAW

A / KOH SHIGEM
ORI / KAZUAKI M

IYAM
OTO / TAKASHI KIM

BA / TOM
OYA SUGIYAM

A / 
AYAKA IM

AGAW
A / HIROM

ASA TSUZUKI / HISAKAZU KOBAYASHI / RYUTA HASEGAW
A / KOHEI NOZAKI / TAKEHIRO SADAHISA 

Ａ
Ｂ
Ｗ
型
の
事
務
所
エ
リ
ア
の
空
調
に

は
、小
型
フ
ァ
ン
を
高
密
度
で
設
置
し
、「
個

人
単
位
」で
の
制
御
を
可
能
と
し
た『
ピ
ク
セ

ル
フ
ロ
ー
』を
開
発
し
ま
し
た
。滞
在
環
境
履

歴
に
よ
り
更
新
さ
れ
る
個
人
の
好
み
情
報
と

リ
ア
ル
の
位
置
・
環
境
情
報
を
利
用
し
た
デ

ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
技
術
を
使
い
フ
ァ
ン
を
制
御

す
る
こ
と
で
、一
人
一
人
に
最
適
な
環
境
を
提

供
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
な
い
多
数
の
フ
ァ

ン
制
御
に
は
、電
飾
制
御
等
に
使
わ
れ
る
技

術
を
採
用
す
る
な
ど
、工
夫
に
努
め
ま
し
た
。

全
体
の
空
調
・
照
明
に
お
い
て
も
、省
エ
ネ
の

観
点
か
ら
最
適
な
設
定
ゾ
ー
ニ
ン
グ
計
画
を

行
い
、事
務
所
内
の
環
境
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
執
務
者
に
働
く
場
の
選
択
を
促
し

ま
す
。（
都
築
）

N
O

VA
RE

の
中
心
機
能
を
果
た
す

NOVARE Hub

は
、他
施
設
の
幹
の
よ
う
な

存
在
と
な
り
、人
財
育
成
、歴
史
の
継
承
、

技
術
研
究
機
能
と
連
携
し
な
が
ら
、全
員

参
加
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
ま
す
。

　
建
物
の
空
間
構
成
は
、イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

な
活
動
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
で
あ
り
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
Ｄ
Ｄ
Ｒ
Ｓ

を
定
義
し
空
間
化
し
て
い
ま
す
。Ｄ
Ｄ
Ｒ
Ｓ

と
は
、Discover

・Define

・Refine

・Scale

の
頭
文
字
で
、そ
れ
ぞ
れ
、課
題
の
発
見
、

仮
説
の
立
案
、検
証
と
実
践
、社
会
実
装
の

思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を
意
味
し
ま
す
。こ
の
プ

ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
く
上
で
、本

当
に
社
会
が
求
め
て
い
る
こ
と
、ニ
ー
ズ
が

あ
る
も
の
を
考
え
、生
み
出
し
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を

見
直
し
、全
員
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
し
て

育
ま
れ
る
よ
う
、NO

VARE Hub

の
エ
リ
ア

名
称
と
し
て
も
Ｄ
Ｄ
Ｒ
Ｓ
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

全
員
参
加
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

求
め
ら
れ
る
も
の
が
複
雑
化
し
て
い
る

社
会
に
対
し
、応
え
て
い
け
る
施
設
を
考
え

て
い
く
上
で
、建
物
自
体
も
自
由
に
変
え
て

い
っ
て
良
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

空
間
を
目
指
し
ま
し
た
。建
物
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
機
械
室
を
片
側
に

寄
せ
、そ
れ
以
外
の
機
能
は
独
立
し
たBOX 

in BO
X

形
状
で
分
散
さ
せ
て
い
ま
す
。ト

イ
レ
な
ど
の
水
廻
り
も
、時
代
に
合
わ
せ
て

変
わ
っ
て
い
く
も
の
と
捉
え
配
置
し
て
い

ま
す
。仕
上
げ
も
、機
能
上
必
要
な
部
分
に

施
し
、そ
の
ほ
か
は
素
地
と
し
、今
後
利
用
者

が
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
創
造
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
フ
リ
ー
ア
ド
レ

ス
と
い
う
言
葉
は
、当
社
が
初
め
て
提
唱
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回N

O
VARE

で

は
、日
常
的
な
活
動
を
什
器
の
ア
ド
レ
ス
に

縛
ら
れ
ず
、机
や
椅
子
ご
と
自
由
に
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
対
応
で
き
る
、ア
ド
レ

ス
を
持
た
な
い
ノ
ー
ア
ド
レ
ス
な
オ
フ
ィ
ス

を
提
案
し
て
い
ま
す
。ま
た
、モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
に
よ
り
建
物
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
脱

却
し
、自
由
に
働
く
環
境
を
構
築
し
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
稲
葉
）

オ
ン
ゴ
ー
イ
ン
グ
な
施
設

「
ノ
ー
ア
ド
レ
ス
」な
オ
フ
ィ
ス

　
耐
火
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
の
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
と
し
て
、木
質
部
材
を
最
大
限
使
用
し

た
架
構
計
画
を
目
指
し
ま
し
た
。屋
根
は
引

張
力
の
か
か
る
上
弦
材
に
鉄
骨
を
、圧
縮
力

の
か
か
る
下
弦
材
に
集
成
材
を
利
用
し
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
と
し
、火
災
時
に
は
鋼

材
の
み
で
安
全
性
を
担
保
し
て
い
ま
す
。木

梁
継
手
に
は
日
本
古
来
の
継
手
を
ア
レ
ン
ジ

し
た
新
形
状
の
継
手
を
開
発
し
、最
新
の
架

構
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
自
動
製
作
し
ま
し
た
。

　
２
階
に
設
置
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
耐
震
壁
は
、地

震
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
能
力
を
備
え
て
い

ま
す
。そ
の
他
に
も
、広
葉
樹
で
あ
る
カ
バ

材
の
端
材
を
利
用
し
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
天
井

や
、Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
を
採
用
し
た
オ

フ
ィ
ス
部
分
の
床
な
ど
、建
物
全
体
で
木
材

活
用
を
心
掛
け
ま
し
た
。（
久
米
）

積
極
的
な
木
材
利
用

セ
ン
シ
ン
グ
と
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

　
　
　
　
　
　に
よ
る
設
備
計
画

NOVARE Hub正面外観Discover AreaLink Room （中央管理室）

デジタルツインによる見える化イメージ

ピクセルフロー PoE照明

イノベーションのプロセスと空間化

Define Area3F Hub Office

木加工多軸ルーターによる削り出し

合わせ金輪継手

回転金輪継手

52
vol.83

53
vol.83



TOSHIYUKI M
AKIZUM

I / HIDEYUKI INABA / KENICHI KUM
E / KOHEI OGAW

A / KOH SHIGEM
ORI / KAZUAKI M

IYAM
OTO / TAKASHI KIM

BA / TOM
OYA SUGIYAM

A / 
AYAKA IM

AGAW
A / HIROM

ASA TSUZUKI / HISAKAZU KOBAYASHI / RYUTA HASEGAW
A / KOHEI NOZAKI / TAKEHIRO SADAHISA 

N
O

V
A

RE Lab

Structures Area
構造研究エリア

Robotics Area
ロボティクス研究エリア

Lab Office Area
ラボオフィスエリア

異
分
野
研
究
員
の
交
流
を
促
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

空
間
構
成

　
研
究
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
高
く
持

ち
日
々
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、各
分

野
で
独
立
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ま
し

た
。建
築
の
基
本
を
担
う
材
料
・
構
造
と
、こ

れ
か
ら
の
建
設
を
探
求
す
る
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ

ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
融
合
は
建
築
計
画
に
お

い
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。そ
の
た
め
、異
分

野
研
究
員
の
交
流
を
促
進
す
る
よ
う
、中
心

の
オ
フ
ィ
ス
空
間
を
取
り
囲
む
よ
う
に
実
験

空
間
を
配
置
し
、多
方
面
に
連
続
す
る
空
間

構
成
と
し
ま
し
た
。オ
フ
ィ
ス
か
ら
は
各
実

験
空
間
を
望
む
こ
と
が
で
き
、そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。実
験
を
終

え
た
研
究
員
が
中
心
の
オ
フ
ィ
ス
に
戻
っ
て
、

分
野
を
超
え
た
会
話
や
交
流
が
行
わ
れ
ま

す
。ま
た
、高
天
井
の
Ｍ
２
階
オ
フ
ィ
ス
空
間

は
、NOVARE Hub

と
視
覚
的
に
も
階
段
で

も
連
続
し
、研
究
施
設
だ
け
で
は
な
い
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
と
の
連
携
に
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
清
水
建
設
技
術
研
究
所
の
一
部
組
織
が
移

転
す
るNOVARE Lab

は
、建
築
の
基
本
と

な
る
構
造
や
材
料
の
研
究
、建
設
の
最
先
端

と
な
る
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
開
発
拠
点
で
す
。

　
建
物
機
能
の
性
格
上
、敷
地
の
一
番
奥
側

に
配
置
し
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
た
計
画

と
し
た
一
方
で
、NOVARE Hub

と
も
一
体

空
間
を
形
成
す
る
こ
と
で
、社
内
外
と
連
携

し
な
が
ら
研
究
開
発
を
行
い
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
促
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。構
造

実
験
エ
リ
ア
に
は
複
雑
架
構
の
二
方
向
同
時

加
力
に
対
応
可
能
な
L
型
二
面
反
力
壁
を
配

し
、４
０
０
ｍ
級
の
超
高
層
建
物
部
材
の
実

験
が
可
能
な
30
M
N
加
力
機
を
設
置
し
て
い

ま
す
。材
料
研
究
エ
リ
ア
に
は
材
料
製
造
・

養
生
・
分
析
・
評
価
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
環
境
可
変
室
や
分
析
室
な
ど
を
整

備
し
ま
し
た
。ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
エ
リ
ア

は
次
世
代
型
施
工
を
推
進
す
る
た
め
の
自

動
施
工
ロ
ボ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
実
験
ス

ペ
ー
ス
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。モ
ル
タ
ル

や
金
属
の
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、天
井
や
床
材

の
自
動
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
研
究
が
こ
こ
で

行
わ
れ
ま
す
。　

構
造
実
験
、材
料
実
験
、

    

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
研
究
開
発
拠
点

　
実
験
空
間
の
最
大
化
と
大
型
ク
レ
ー
ン
走

行
に
対
応
し
た
合
理
的
な
計
画
と
し
て
、

Ｓ
Ｔ
Ｓ
構
法
に
よ
る
扁
平
形
状
の
Ｒ
Ｃ
柱
を

主
体
と
し
た
架
構
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
ま

し
た
。柱
は
フ
ル
Ｐ
Ｃ
ａ
と
し
、生
産
性
・
施
工

性
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
す
。建
物
の
フ
ァ

サ
ー
ド
は
こ
の
構
造
体
を
そ
の
ま
ま
列
柱

表
現
し
て
い
ま
す
。列
柱
の
間
は
折
板
に
よ

る
外
壁
と
植
栽
用
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
組
み
合
わ

せ
た
外
装
と
し
ま
し
た
。植
栽
用
の
ワ
イ

ヤ
ー
は
、敷
地
中
央
に
位
置
す
る
旧
渋
沢
邸

の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
着
想
を
得
て
、菱
形

状
に
張
り
巡
ら
せ
ま
し
た
。内
部
の
実
験
空

間
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
構
造
を
そ
の
ま
ま

表
出
し
、実
験
場
と
し
て
の
力
強
い
表
情
を

も
た
せ
る
こ
と
を
意
図
し
な
が
ら
も
、菱
形

の
緑
化
に
よ
っ
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
施
設
に
相
応
し
い
、親
し
み
の
あ
る
外
装

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。（
小
川
）　

空
間
の
最
大
化
と
高
剛
性

   

ク
レ
ー
ン
建
屋
を
実
現
す
る
構
造

Lab Deck Office構造研究エリア 運河側NOVARE Lab外観

旧渋沢邸のステンドグラスのパターンを踏襲したワイヤー

NOVARE Lab 断面ダイアグラム

3Dプリンターゴライアス型 加力試験機 STS構法

RC柱と鉄骨梁接合部
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トラスを押し上げる
PC鋼線を引張る PC鋼線を引張る

圧縮力が生じる

環境評価眺望評価

トラスの下端に張力を導入し、80mのロングスパン無柱空間とするスーパーウイング工法眺望と環境性能を満たす案を選び取った

コモレビ木ルーバー内観

こ
れ
か
ら
の
建
設
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

NO
VARE

で
は
次
世
代
の
建
設
生
産
手

段
で
あ
る
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
も
複
数
箇
所

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
つ
目
に
先
述
の
ス
ー
パ
ー
ウ
イ
ン
グ
を

支
え
る
コ
ア
ウ
ォ
ー
ル
型
枠
を
製
作
し
ま
し

た
。応
力
図
を
そ
の
ま
ま
壁
の
厚
み
に
変
換

す
る
こ
と
で
矩
形
に
比
べ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

量
を
１
割
削
減
し
て
い
ま
す
。型
枠
内
部
に

は
高
炉
ス
ラ
グ
粉
末
を
多
量
に
含
む
E
C
M

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
、Ｃ
Ｏ
2
を
６
割
削

減
し
て
い
ま
す
。形
状
・
材
料
と
も
に
環
境

配
慮
型
の
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の

型
枠
は
オ
ン
サ
イ
ト
で
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
お

り
、国
内
最
大
規
模
の
オ
ン
サ
イ
ト
プ
リ
ン

ト
事
例
で
す
。二
つ
目
に
駐
車
場
の
上
部
庇

は
構
造
体
そ
の
も
の
を
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
の
事
例
は
型
枠
が

主
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、37
条
の
大
臣
認
定

を
取
得
し
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
て
梁
部
材
、

構
造
体
に
算
入
す
る
型
枠
部
材
を
製
作
し
ま

し
た
。応
力
に
応
じ
て
変
化
す
る
部
材
断
面

は
何
度
も
テ
ス
ト
プ
リ
ン
ト
を
繰
り
返
し
、

プ
リ
ン
タ
ー
の
ノ
ズ
ル
移
動
速
度
を
調
整
す

る
こ
と
で
実
現
し
て
い
ま
す
。三
つ
目
に
再

利
用
保
管
庫
の
シ
ェ
ル
屋
根
を
製
作
し
ま
し

た
。モ
ル
タ
ル
系
の
材
料
を
圧
縮
域
に
保
持

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
た
め
、３
次
曲
面

を
も
つ
屋
根
に
ロ
ッ
ド
で
張
力
を
導
入
し
、

自
重
に
よ
る
応
力
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
屋
根

の
機
構
と
し
て
い
ま
す
。（
金
馬
）

NOVARE Academ
y

は
、も
の
づ
く
り
の

原
点
を
体
感
し
、ま
た
こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ

ル
の
も
の
づ
く
り
を
探
求
す
る
研
修
施
設

で
す
。建
築
か
ら
土
木
ま
で
の
実
寸
大
の
実

材
料
に
よ
る
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、研
修
生
は
机
上
と
現
物
を
行
き
来
し

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
こ
れ

か
ら
必
要
と
な
る
Ｖ
Ｒ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
工
事
管
理
を
学
ぶ
こ
と
も
可
能

で
、こ
れ
ら
の
新
旧
の
も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
セ

ス
を
学
ぶ
こ
と
で
、も
の
づ
く
り
の
精
神
と

技
術
の
継
承
を
行
い
ま
す
。社
外
の
方
々
の

利
用
も
想
定
し
、こ
れ
か
ら
の
も
の
づ
く
り

を
一
緒
に
考
え
て
い
く
施
設
と
し
て
計
画

し
て
い
ま
す
。（
金
馬
）

も
の
づ
く
り
の
原
点
を
体
感
す
る

　
シ
ミ
ズ
の
保
有
技
術
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
ウ

イ
ン
グ
ト
ラ
ス
は
、ト
ラ
ス
下
弦
材
に
設
け

た
Ｐ
Ｃ
鋼
線
に
張
力
を
導
入
し
、ト
ラ
ス
全

体
を
押
し
上
げ
て
応
力
と
変
形
を
制
御
す
る

こ
と
で
、ロ
ン
グ
ス
パ
ン
架
構
を
可
能
に
し

ま
す
。NOVARE Academ

y
で
は
こ
の
ス
ー

パ
ー
ウ
イ
ン
グ
ト
ラ
ス
と
、建
物
両
サ
イ
ド
に

集
中
配
置
し
た
Ｒ
Ｃ
コ
ア
ウ
ォ
ー
ル
を
組
合

せ
た
架
構
を
採
用
し
、約
80
ｍ
の
無
柱
２
層

吹
抜
け
空
間
を
構
築
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り

モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
空
間
を
最
大
化
す
る
と
と
も

に
、柱
の
な
い
ト
ラ
ス
下
部
か
ら
の
モ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
更
新
性
を
確
保
し
ま
し
た
。（
今
川
）

　
１
階
は
約
80
ｍ
の
Ｇ
Ｃ
Ｗ
と
し
、柱
の
な

い
透
明
感
の
高
い
フ
ァ
サ
ー
ド
と
す
る
こ
と

で
、内
部
の
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ウ
の
よ
う
に
映
し
出
し
、歩
道
と
の
一
体

感
を
演
出
し
て
い
ま
す
。２
階
フ
ァ
サ
ー
ド

は
外
装
材
の
実
験
場
と
し
て
計
画
し
て
お

り
、建
設
現
場
の
仮
設
単
管
と
同
サ
イ
ズ
の

間
柱
を
設
け
、ク
ラ
ン
プ
で
容
易
に
外
装
材

を
取
り
付
け
ら
れ
る
設
え
と
し
ま
し
た
。

Ｇ
Ｃ
Ｗ
は
ス
ー
パ
ー
ウ
イ
ン
グ
ト
ラ
ス
の
下

弦
材
に
取
り
付
く
た
め
、Ｇ
Ｃ
Ｗ
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
に
て
ト
ラ
ス
の
変
形
を
吸
収
す
る
機
構
を

採
用
し
て
い
ま
す
。ト
ラ
ス
の
鉛
直
変
形
に

対
し
て
は
上
下
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
ベ
ア
リ
ン

グ
機
構
を
、風
圧
時
な
ど
の
面
外
変
形
に
対

し
て
は
曲
面
座
金
を
設
け
る
こ
と
で
、大
変

形
に
追
従
可
能
な
外
装
を
実
現
し
ま
し
た
。

（
杉
山
）

建
築
空
間
に
可
変
性
を
与
え
る

　
　   

ス
ー
パ
ー
ウ
イ
ン
グ
ト
ラ
ス

建
設
業
を
表
出
す
る
フ
ァ
サ
ー
ド

　
外
装
材
の
実
験
場
と
し
て
計
画
し
た
フ
ァ

サ
ー
ド
で
は
既
に
木
材
保
護
塗
装
の
暴
露

試
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。有
明
体
操
競
技

場
の
ベ
ン
チ
材
を
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
し
た
杉

の
集
成
材
に
20
種
類
の
外
部
用
保
護
塗
装

を
施
し
、単
管
に
取
り
付
け
て
い
ま
す
。一
見

ラ
ン
ダ
ム
な
配
置
に
見
え
る
木
ル
ー
バ
ー

は
、空
や
植
栽
な
ど
の
自
然
環
境
を
視
覚
的

に
内
部
に
取
り
込
み
な
が
ら
日
射
制
御
を
同

時
に
行
う
よ
う
グ
ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
で
６
０
０

通
り
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
配
置
と

角
度
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。日
射
量
は
周
囲

の
建
物
の
影
等
、都
市
環
境
に
よ
る
影
響
も

考
慮
し
て
い
ま
す
。あ
る
一
つ
の
原
理
で
ル
ー

バ
ー
配
置
と
角
度
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、

都
市
や
自
然
環
境
と
い
っ
た
多
様
な
原
理
を

取
り
入
れ
た
結
果
、木
の
葉
が
舞
い
落
ち
る

瞬
間
を
切
り
取
っ
た
よ
う
な
外
観
と
な
り
ま

し
た
。

外
部
環
境
に
対
応
す
る

　
　
　
　   

コ
モ
レ
ビ
木
ル
ー
バ
ー

応力図を壁の厚みに変換し打設した自由形状型枠 内部モックアップGCWの変位追従機構

膜屋根

鉄骨下地

3Dプリント部

張力で自重をキャンセルする架構の３D曲面シェル屋根

国内初・構造体そのものをプリントした駐車場屋根

RC構造体を
プリント

屋根の長期応力をロッドでキャンセル
20種類の外部保護塗装の暴露試験

3Dプリンターによる外壁
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当
社
に
保
管
さ
れ
て
き
た
歴
史
資
料
な
ど

を
展
示
し
、清
水
建
設
２
２
０
年
の
歩
み
と

共
に
、建
設
業
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
で
す
。社
会
の
変
化
も
織
り
交

ぜ
な
が
ら
歴
史
資
料
を
解
説
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
展
示
し
て
お
り
、幅
広
い
方
々
に
見
て

い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。先
人

た
ち
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
も
言
え

る
挑
戦
の
歴
史
を
展
示
し
、新
た
な
未
来
へ

と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。（
小
林
）

　
展
示
エ
リ
ア
３
辺
を
耐
震
壁
と
し
た
高
剛

性
Ｒ
Ｃ
外
殻
構
造
に
よ
り
、超
軟
弱
地
盤
に

お
け
る
地
震
時
の
応
答
加
速
度
を
大
幅
に
低

減
す
る
と
と
も
に
、旧
渋
沢
邸
に
対
し
て
開

放
的
な
眺
望
を
確
保
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、貴

重
な
資
料
を
展
示
す
る
清
水
文
庫
は
傾
斜
す

べ
り
支
承
と
そ
の
上
下
運
動
を
活
か
し
た
ば

ね
摩
擦
ダ
ン
パ
ー
に
よ
る
部
屋
免
震
シ
ス
テ

ム
と
し
て
お
り
、長
周
期
、大
振
幅
な
ど
あ
ら

ゆ
る
地
震
動
か
ら
展
示
物
を
守
り
ま
す
。

部
屋
免
震
を
支
え
る
２
階
床
は
、ス
パ
ン

1
2.
8
ｍ
の
梁
型
の
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
プ

レ
ス
ト
レ
ス
ス
ラ
ブ
と
し
て
お
り
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
放
し
の
１
階
天
井
を
創
り
出
す
と

と
も
に
、フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
展
示
計
画
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。（
長
谷
川
）

建
設
業
の
近
代
化
の
歴
史
を

　
　   

展
示
す
る
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ

歴
史
資
料
を
守
る
強
固
な

Ｒ
Ｃ
外
殻+

柔
ら
か
い
部
屋
免
震

　
歴
史
資
料
が
よ
り
美
し
く
、よ
り
印
象
的

に
見
え
る
よ
う
に
、展
示
物
や
展
示
場
所
に

合
わ
せ
て
様
々
な
照
明
器
具
、照
明
制
御
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。高
Ｒ
ａ
値
器
具
の
選
定
、

配
光
角
を
考
慮
し
た
取
付
位
置
の
決
定
、調

色
調
光
制
御
や
個
別
制
御（
Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｉ
）を
採

用
し
て
い
ま
す
。大
小
様
々
な
模
型
が
あ
る

常
設
展
示
室
で
は
、配
光
角
、配
光
向
き
、調

光
率
を
ス
マ
ホ
操
作
で
変
更
可
能
な
ム
ー
ビ

ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
採
用
し
、展
示
内

容
に
合
わ
せ
て
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
変
更
で
き

る
計
画
と
し
ま
し
た
。常
設
展
示
室
で
は
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
大
壁
面
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
投
影
す
る
設
備
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

映
像
投
影
に
合
わ
せ
て
室
内
の
ブ
ラ
イ
ン
ド

閉
鎖
と
消
灯
の
操
作
を
可
能
に
す
る
た
め
、

D
X-Core

の
連
携
制
御
を
実
現
し
ま
し
た
。

（
野
崎
）

歴
史
資
料
を
美
し
く
見
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
明
計
画

一般展示室

ELVホールより望む旧渋沢邸多目的室より望む旧渋沢邸

清水文庫ホワイエ階段

特別応接室

ホワイエ導入部展示

NOVARE Archives旧渋沢邸側外観

NOVARE Archives前面道路側外観

エントランスホールアルミキャスト外壁旧渋沢邸床柱
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文
化
財
的
価
値
の

                       

継
承
と
計
画
の
共
存

　
近
年
、木
造
伝
統
建
築
が
火
災
に
よ
り
損

傷
・
滅
失
す
る
事
例
が
あ
り
、火
災
お
よ
び

そ
の
消
火
活
動
時
の
建
物
損
傷
か
ら
の
保
護

は
、木
造
文
化
財
建
築
に
求
め
ら
れ
る
共
通

す
る
課
題
で
す
。今
回
の
移
築
に
あ
た
り
、建

物
外
周
部
か
ら
の
火
災
リ
ス
ク
を
低
減
す
る

た
め
、新
た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
自
動

火
災
検
知
放
水
シ
ス
テ
ム「
慈
雨
」を
開
発

し
、建
物
の
外
周
部
に
設
置
し
ま
し
た
。慈
雨

は
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
画
像
認
識
技
術
に
よ
り
、

監
視
カ
メ
ラ
画
像
か
ら
火
災
の
位
置
を
検
出

し
、そ
の
エ
リ
ア
に
対
し
て
自
動
で
放
水
を

行
い
ま
す
。ま
た
建
物
を
損
傷
し
な
い
よ
う

に
放
水
圧
力
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ
り
、火

災
に
よ
る
焼
失
と
、水
圧
に
よ
る
建
物
の
損

傷
の
リ
ス
ク
を
同
時
に
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
重
盛
）

　
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、文
化
財
的
価
値
の

継
承
、災
害
リ
ス
ク
の
低
減
、一
般
公
開
さ
れ

る
建
物
と
し
て
の
安
全
性
の
両
立
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。防
災
設
備
、照
明
器
具
は
既
存
部

材
を
傷
め
な
い
よ
う
、既
存
天
井
開
口
を
活

用
し
配
置
、照
明
器
具
は
往
時
の
写
真
を
参

考
に
復
原
す
る
と
と
も
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
し
て

い
ま
す
。ま
た
複
雑
な
屋
根
形
状
に
あ
っ
て

意
匠
に
配
慮
し
、現
行
基
準
を
満
足
し
た
雷

保
護
シ
ス
テ
ム
を
実
装
、感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

に
よ
る
地
震
時
の
通
電
火
災
対
策
な
ど
移
築

前
に
な
い
災
害
対
策
も
装
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
車
椅
子
の
乗
降
を
可
能
と
す
る
自
立
型

（
テ
レ
ス
コ
フ
レ
ー
ム
形
式
）の
昇
降
機
設
備

を
実
装
し
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
配
慮
し
て

い
ま
す
。（
宮
本
）

　
旧
渋
沢
邸
は
渋
沢
栄
一
の
邸
宅
の
一
部
と

し
て
、明
治
11
年
、現
江
東
区
永
代
に
二
代

清
水
喜
助
に
よ
り
建
て
ら
れ
た「
表
座
敷
」を

母
体
と
し
、そ
の
後
幾
度
か
の
移
築
・
改
修
の

経
緯
を
も
ち
ま
す
。今
回
、現
港
区
三
田
綱

町
、昭
和
５
年
西
村
好
時
の
設
計
に
よ
る
洋

館
を
併
設
し
た
時
期
を
復
原
期
と
し
て
青
森

よ
り
５
年
の
歳
月
を
掛
け
移
築
し
ま
し
た
。

　
移
築
に
あ
た
っ
て
、建
設
前
に
文
化
財
指

定
の
取
得
、建
築
基
準
法
適
用
除
外
等
の

関
係
法
令
・
行
政
対
応
、文
化
財
的
価
値
と

建
物
健
全
性
の
両
立
、見
学
設
備
の
実
装
、

２
万
余
点
に
お
よ
ぶ
部
材
の
健
全
性
の
確
認

と
修
理
修
繕
、部
材
痕
跡
・
史
料
調
査
に
よ

る
滅
失
し
た
部
分
・
部
位
の
復
原
、部
材
を

起
点
と
す
る
文
化
財
と
し
て
の
施
工
・
組
立
、

と
困
難
を
極
め
ま
し
た
。移
築
を
可
能
と
し

た
の
は
、渋
沢
家
の
邸
宅
と
二
代
清
水
喜
助

の
設
計
施
工
と
い
う
記
念
的
意
義
に
加
え

て
、老
朽
化
、震
災
、戦
争
と
い
っ
た
未
曾
有

の
危
機
さ
え
を
も
乗
り
越
え
る
、先
人
た
ち

が
建
物
に
注
い
だ
生
命
力
で
し
た
。

　
移
築
の
道
程
は
、建
物
そ
し
て
当
社
の

歴
史
の
一
端
を
辿
る
も
の
と
も
言
え
ま
す
。

二
代
清
水
喜
助
に
よ
る
表
座
敷
の
竣
工
よ
り

１
４
０
余
年
を
経
て
、我
々
は
旧
渋
沢
邸
の

歴
史
的
・
文
化
財
的
価
値
の
継
承
、そ
し
て

「
進
取
の
精
神
」の
継
承
を
も
託
さ
れ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。（
定
久
）

　
文
化
財
と
し
て
広
く
公
開
さ
れ
る
施
設
の

た
め
、見
学
・
利
活
用
の
観
点
か
ら
往
時
に

は
な
い
空
調
設
備
を
洋
館
エ
リ
ア
に
備
え
て

い
ま
す
。洋
館
の
床
材
は
往
時
の
意
匠
、部
材

が
滅
失
し
、今
回
新
装
す
る
こ
と
か
ら
、床
面

で
の
給
気
・
還
気
す
る
空
調
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
。地
下
に
機
械
室
を
新
た
に
整
備

し
、床
下
よ
り
ダ
ク
ト
を
各
部
屋
へ
展
開
し

て
い
ま
す
。こ
の
他
、見
学
者
用
の
ト
イ
レ
、

パ
ン
ト
リ
ー
機
能
、往
時
に
は
な
い
設
備
を

建
物
に
装
備
す
る
こ
と
、移
築
と
い
う
部
材

の
配
置
等
を
把
握
で
き
な
い
状
態
で
の
計
画

は
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、建
物
の
意
匠
、部

材
を
傷
め
る
こ
と
な
く
、文
化
財
的
価
値
の

継
承
に
努
め
ま
し
た
。（
都
築
）

昇降機
（通常時板戸に隠れる） 矧木による部材修繕 表座敷軸組（桔木）組立

表座敷　2階客間中庭　慈雨の放水ノズルが配置される 洋館客間　建物の意匠、部材を傷めることなく空調設備を実装している
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『
街
を
纏
う
』オ
フ
ィ
ス

Sm
art Innovation Ecosystem

 N
O

V
A

RE
TOSHIYUKI M

AKIZUM
I / HIDEYUKI INABA / KENICHI KUM

E / KOHEI OGAW
A / KOH SHIGEM

ORI / KAZUAKI M
IYAM

OTO / TAKASHI KIM
BA / TOM

OYA SUGIYAM
A / 

AYAKA IM
AGAW

A / HIROM
ASA TSUZUKI / HISAKAZU KOBAYASHI / RYUTA HASEGAW

A / KOHEI NOZAKI / TAKEHIRO SADAHISA 

全
社
員
参
加
型
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設
と
し
て
竣
工
し
た「
温
故
創
新
の
森

N
O
VARE

」は
、２
０
１
９
年
に
実
施
さ
れ

た
コ
ン
ペ
を
き
っ
か
け
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。「
社
会
と
と
も
に
未
来
価
値
を
創
造

（
共
創
）す
る『
知
』の
拠
点
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
に
は
、設
計
本
部
だ
け

で
な
く
、支
店
設
計
部
や
次
世
代
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
、土
木
技
術
本
部
、技
術
研
究
所
、

フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ォ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス

よ
り
、提
出
案
数
44
案
、の
べ
２
５
４
人
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

①
全
体
構
成（
各
棟
の
配
置
や
つ
な
ぎ
方
）

②
旧
渋
沢
邸（
配
置
、眺
望
、庭
園
と
の
関
係
）

③
環
境（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、周
辺
と
の
関
係
）

が
特
に
重
要
視
さ
れ
、後
の
基
本
構
想
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ペ
に
提
出
さ
れ
た
案
の
中
、最
終
候

補
と
し
て
６
案
が
選
定
さ
れ
、当
社
役
員
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ
の
他
、選
考
か
ら
外
れ
た
案
の
中
の
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
だ
際
の
ア
イ
デ
ア
に

つ
な
が
る
好
事
例
も
選
定
さ
れ
、現
在
の
計

画
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。（
稲
葉
）

全
社
員
参
加
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

コンペ案をベースに立案された基本構想

最優秀コンペ案

最終候補他５案

発表風景その他好事例シート

NO.33NO.15

NO.15 NO.33

NO.41

NO.41

NO.4

NO.4

NO.30

NO.13NO.46 NO.37

NO.50NO.50NO.50 NO.30

NO.26

NO.26

NO.13NO.46 NO.37

NO.50NO.50NO.50

NO.15NO.41NO.30NO.26
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人
を
水
辺
に
近
づ
け
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

―
 

え
き
・
み
ず
・
み
ど
り
を
つ
な
ぐ
開
発
許
可
道
路
と
潮
見
し
ぶ
さ
わ
公
園 ―

Sm
art Innovation Ecosystem

 N
O

V
A

RE

M
A

IKO
 TSU

BO
U

CH
I / SO

TA
RO

 SA
TO

RI

人
を
水
辺
に
近
づ
け
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

え
き
・
み
ず
・
み
ど
り
を
つ
な
ぐ
開
発
許
可
道
路
と
潮
見
し
ぶ
さ
わ
公
園 ―

潮見しぶさわ公園

NOVARE位置図

潮見地区まちづくり方針と配置図

こ
れ
か
ら
の
潮
見
の
ま
ち
づ
く
り

　

N
O
VARE

の
開
業
に
よ
り
、新
し
い
産

業・技
術
革
新
が
生
ま
れ
る「
種
」が
完
成
し
、

潮
見
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
文
化
を
醸
成
す
る

環
境
づ
く
り
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
今
後
も
継
続
し
て
、潮
見
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。（
坪
内
）

　
本
計
画
は
、江
東
区
の
上
位
計
画
で
あ
る

潮
見
地
区
ま
ち
づ
く
り
方
針
に
基
づ
き
、潮

見
駅
か
ら
水
辺
へ
と
つ
な
が
る
道
路
・
公
園
・

水
辺
等
遊
歩
道
を
整
備
す
る
こ
と
で
、潮
見

駅
東
側
に
新
し
い
回
遊
性
・
歩
行
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
ま
す
。　

　
こ
れ
ま
で
の
臨
海
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
て
得
た
江
東
区
と
の
つ
な
が
り
を
活
か

し
、開
発
計
画
部
で
は
、計
画
の
初
期
段
階

（
用
地
取
得
・
旧
渋
沢
家
住
宅
の
移
築
）か
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、最
後
の
開
発
許
可

道
路
・
公
園
の
江
東
区
へ
の
引
き
渡
し
・
竣

工
ま
で
事
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。

区
と
連
携
し
た
都
市
基
盤
整
備

　
潮
見
地
区
は
、東
京
臨
海
部
と
江
東
区
の

既
成
市
街
地
を
つ
な
ぐ
拠
点
で
あ
り
、東
京

駅
か
ら
10
分
以
内
、都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
良
い
立
地
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

地
区
内
に
は
大
規
模
な
未
利
用
地
・
公
有
地

が
多
く
残
る
エ
リ
ア
で
す
。

　
２
０
２
０
年
、駅
東
側
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
に
対
応
し
た
ホ
テ
ル
建
設
が
加
速
し

ま
し
た
が
、当
社
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
を

開
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、地
区
に
新
し
い

産
業
・
観
光
拠
点
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

新
し
い
産
業
・
観
光
拠
点
を
つ
く
る

　
潮
見
は
水
辺
に
囲
ま
れ
た
エ
リ
ア
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、水
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
路

が
極
端
に
少
な
い
ま
ち
で
し
た
。さ
ら
に
、

元
々
の
敷
地
は
、前
面
道
路
へ
の
接
道
間
口

が
狭
く
、旗
竿
敷
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、敷
地
の
有
効
利
用
の
た
め
、開
発

許
可
制
度
を
用
い
て
、潮
見
駅
か
ら
水
辺
へ
と

つ
な
が
る
区
道
を
計
画
し
ま
し
た
。し
か
し
、

新
設
の
行
き
止
ま
り
道
路
は
認
め
ら
れ
ず
、

幾
度
と
な
く
警
察
協
議
を
重
ね
、公
共
施
設
・

水
辺
に
接
続
し
、転
回
路
を
設
け
る
こ
と
で

道
路
の
新
設
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
道
路
の
面
積
を
減
ら
す
た
め
、道
路
幅
員

を
最
小
限
に
し
て
北
側
歩
道
の
植
栽
を
敷
地

内
に
整
備
し
、美
し
い
街
路
樹
景
観
・
水
辺
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

え
き
と
水
辺
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　開
発
許
可
道
路

潮風の散歩道との接続

み
ず
と
み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
　

敷
地
内
遊
歩
道

東
京
臨
海
部
の
特
徴
は
、都
心
で
は
希

少
な
質
の
高
い
緑
と
魅
力
的
な
水
辺
空
間

で
す
。

　
地
域
の
魅
力
を
最
大
限
に
活
か
し
た
遊
歩

道
の
整
備
に
よ
り
施
設
利
用
者
の
屋
外
活
動

を
促
進
し
、精
神
的
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
、ひ
ら
め
き
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

誘
発
、健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
空
間
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
当
社
敷
地
内
で
あ
り
な
が
ら
地
域
住
民
に

も
開
放
す
る
こ
と
で
、地
域
貢
献
の
役
割
も

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
公
園
は
、建
築
敷
地
と
一
体
と
な
っ
た
植

生
・
景
観
を
コ
ン
セ
プ
ト
で
整
備
し
、ス
テ
ー

ジ
か
ら
旧
渋
沢
家
住
宅
と
水
辺
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
で
、運
河
側
は
海
岸
保
全
区
域
と
港

湾
隣
接
地
域
が
重
複
し
て
い
る
た
め
、水
陸

境
界
か
ら
20
ｍ
は
非
常
に
厳
し
い
荷
重
制
限

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。東
京
都
と
幾
度
と
な

く
協
議
を
重
ね
、荷
重
計
算
を
し
て
公
園
と

既
存
の「
潮
風
の
散
歩
道
」の
接
続
路
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

　
公
園
と
道
路
は
建
物
と
同
時
期
に
、建
築
・

土
木
一
体
と
な
っ
て
整
備
し
、江
東
区
へ
移
管

し
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、公
園
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、江
東
区
と
当
社
で
協
定
を

締
結
し
て
、当
社
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、駅
前
広
場
と
共
に
植
生
管
理
・

環
境
学
習
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
、建
物
と

一
体
と
な
っ
て
、地
域
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

駅から水辺へのアプローチスタディの様子

開発許可道路

潮見駅

運河

A案転回広場の検討

B案 C案

採用案

Smart Innovation Ecosystem NOVARE
温故創新の森 NOVARE

坪内  舞子 入社12年目担当 開発計画

佐鳥  蒼太朗 入社4年目担当 開発計画

潮見地区まちづくり方針と配置図

水
辺
と
一
体
的
な
地
域
活
動
の
拠
点

                  

「
潮
見
し
ぶ
さ
わ
公
園
」

64
vol.83

65
vol.83



札
幌
の
風
景
を
纏
い
、街
に
き
ら
め
く
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

―
 

こ
こ
に
ず
っ
と
あ
っ
た
か
の
よ
う
に ―

The Link SA
PPO

RO
TA

TSU
YA

 KO
M

A
TSU

 / SH
U

N
SU

KE M
IYA

ZA
KI / TETSU

YA
 M

IKA
M

I / H
A

RU
KI KITA

G
A

W
A

 / M
A

SA
H

IKO
 KA

TSU
RA

N
A

O
FU

M
I IM

A
ID

A
 / KEN

TA
 N

A
RITA

 

札
幌
の
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

　
　
　
　
　連
携
す
る
共
用
空
間

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
木
調
ル
ー
バ
ー

を
効
果
的
に
配
置
し
空
間
の
広
が
り
を
確
保

し
つ
つ
、暖
か
み
の
あ
る
色
調
で
利
用
者
を

出
迎
え
各
階
へ
と
導
き
ま
す
。１
階
ピ
ロ
テ
ィ

に
は
歩
行
者
に
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
提
供

し
、札
幌
市
の
取
り
組
む
歩
行
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
連
携
す
る
こ
と
で
札
幌
駅

周
辺
の
賑
わ
い
創
出
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

１
階
滞
留
広
場
等
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
設

置
、基
準
階
に
お
け
る
高
機
能
オ
フ
ィ
ス
の

整
備
、一
時
滞
流
ス
ペ
ー
ス
や
備
蓄
倉
庫
確

保
に
よ
る
防
災
性
向
上
の
取
り
組
み
に
よ

り
、総
合
設
計
制
度
を
用
い
た
容
積
割
増
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

札
幌
駅
至
近
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
計
画
。

敷
地
は
札
幌
開
拓
時
の
用
水
路
を
前
身
と
す

る
創
成
川
に
近
接
し
、そ
れ
と
直
交
す
る

Ｊ
Ｒ
の
線
路
敷
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。事
業

主
で
あ
る
当
社
投
資
開
発
本
部
の
意
向
を
受

け
、北
海
道
の
主
要
拠
点
で
あ
る
札
幌
に
お

い
て
競
争
力
の
あ
る
テ
ナ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
の

実
現
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
寒
冷
地
と
し
て
想
起
さ
れ
る
雪
や
氷
の
き

ら
め
き
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
外
観
は
、ラ
ン

ダ
ム
に
雁
行
し
た
ガ
ラ
ス
面
が
方
位
の
異
な

る
光
を
映
し
込
み
、時
間
や
天
候
な
ど
の
変

化
を
建
築
に
与
え
る
と
共
に
、見
る
位
置
に

よ
っ
て
別
の
表
情
を
見
せ
ま
す
。全
面
ガ
ラ

ス
に
よ
る
平
滑
な
表
情
を
も
つ
建
物
で
は
な

く
、凹
凸
感
と
陰
影
の
あ
る
表
情
づ
く
り
に

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。枠
の
取
合
い
形
状
は
何

パ
タ
ー
ン
に
も
及
び
、そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る

納
ま
り
を
パ
タ
ー
ン
毎
に
根
気
よ
く
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、止
水
性
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

札
幌
に
建
つ
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

　
南
面
は
断
熱
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
と
イ
ン

ナ
ー
サ
ッ
シ
ュ
の
組
合
せ
に
よ
り
、断
熱
性

能
、防
火
性
能
、防
音
性
能
を
同
時
に
満
足
し

て
い
ま
す
。四
周
の
枠
に
樹
脂
を
篏
合
さ
せ

た
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
を
採
用
し
、寒
冷
地

に
耐
え
る
断
熱
性
能
を
確
保
。延
焼
の
お
そ

れ
の
あ
る
範
囲
に
対
し
て
イ
ン
ナ
ー
サ
ッ

シ
ュ
が
防
火
性
能
を
担
う
こ
と
で
ア
ウ
タ
ー

サ
ッ
シ
ュ
に
お
け
る
断
熱
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー

ル
の
採
用
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。イ
ン

ナ
ー
サ
ッ
シ
ュ
は
防
火
性
能
に
加
え
、防
音
性

能
に
も
寄
与
。Ｊ
Ｒ
近
接
に
伴
う
鉄
道
騒
音

に
阻
害
さ
れ
な
い
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

The Link SAPPORO

成田 剣太
入社9年目担当

電気設計

宮崎 俊亮
入社21年目担当

意匠設計

三上 哲也
入社18年目担当

意匠設計

桂 正彦
入社12年目担当

構造設計

北川 春樹
入社7年目担当

意匠設計

今井田 尚文
入社34年目担当

設備設計

小松 辰也
入社21年目担当

意匠設計

創成川通りより望む東側外観　
幅約1200mmごとに雁行する外装は街の風景を様々に
映し込み、時間や天候によって表情が変化する

エントランスホール
木調ルーバーによりエレベーターホールと緩やかにつながる

基準階事務室内観
駅周辺を一望する大開口。雁行する外装は日射の角度により様々な陰影を室内にもたらす

基準階エレベーターホール　
暖かみのある色調で
利用者を出迎える

モデルによる納まり検証
シール手順を立体的に確認。
重点管理ポイントとして施行者との
イメージ共有にも活用した。

ラ
ン
ダ
ム
に
雁
行
す
る
ガ
ラ
ス
面
が

　
　
　  

様
々
な
表
情
を
つ
く
る

こ
こ
に
ず
っ
と
あ
っ
た
か
の
よ
う
に

　
こ
の
場
所
に
あ
る
べ
き
姿
を
真
摯
に
考

え
、そ
の
考
え
に
事
業
主
が
共
鳴
い
た
だ
い

た
こ
と
で
、関
係
者
で
同
じ
方
向
を
向
い
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、そ
れ
ぞ
れ
が
達
成

感
を
感
じ
る
案
件
と
な
り
ま
し
た
。（
小
松
）
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ガ
ラ
ス
大
屋
根
が
包
み
込
む
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

―
 

東
南
ア
ジ
ア
の
強
い
日
差
し
の
中
で
も
快
適
な
半
屋
外
空
間
を
実
現 ―
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東
南
ア
ジ
ア
の
強
い
日
差
し
の
中
で
も
快
適
な
半
屋
外
空
間
を
実
現 ―

　
そ
こ
で
ガ
ラ
ス
大
屋
根
を
店
舗
建
屋
の
構

造
体
か
ら
支
え
る
形
式
を
、独
立
柱
形
式
に

方
針
変
更
し
ま
し
た
。加
え
て
、１
階
の
機

能
を
阻
害
し
な
い
柱
配
置
、ガ
ラ
ス
大
屋
根

を
支
え
る
効
率
的
か
つ
意
匠
性
に
配
慮
し
た

鉄
骨
部
材
計
画
を
超
短
期
間
で
検
証
し
ま

し
た
。例
え
ば
、現
地
ガ
ラ
ス
の
標
準
規
格
サ

イ
ズ
を
考
慮
し
て
屋
根
パ
ネ
ル
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
検
討
し
た
り
、南
国
の
日
差
し
の
下
で

も
暑
く
な
い
半
屋
外
環
を
実
現
す
る
た
め

に
熱
負
荷
を
抑
え
る
ガ
ラ
ス
パ
ネ
ル
と
ア
ル

ミ
パ
ネ
ル
の
比
率
を
検
証
す
る
な
ど
、機
能

と
意
匠
性
双
方
に
つ
い
て
、数
多
く
の
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

　
実
際
、現
地
で
こ
の
大
屋
根
の
下
に
立
つ

と
、ガ
ラ
ス
越
し
に
東
南
ア
ジ
ア
の
明
る
い

日
差
し
を
感
じ
な
が
ら
、風
の
抜
け
る
極
め

て
快
適
な
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。東
南
ア

ジ
ア
で
も
、こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
空
間

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、と

思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
初
の

本
格
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

　
施
工
床
面
積
約
５
万
㎡
の
巨
大
な
商
業
施

設
が
テ
ナ
ン
ト
要
望
に
よ
る
多
数
の
設
計
変

更
に
対
応
し
な
が
ら
も
、無
事
に
２
０
２
３
年

12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
設
計
施
工
期
間
を
通
じ
て
多
く
の
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
が
、オ
ー
プ
ン
後
初
め
て
の
週

末
に
、駐
車
場
が
あ
ふ
れ
る
程
の
お
客
様
を

迎
え
た
様
子
を
見
た
時
に
は
、感
慨
深
く
、

誇
ら
し
い
思
い
で
し
た
。日
本
の
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
モ
ー
ル
よ
り
も
グ
レ
ー
ド
の
高
い

施
設
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Harjanto

）

正
式
発
注
前
に
技
術
協
力

建
設
会
社
に
選
定
さ
れ
、設
計
に
参
加

KARAWANG OUTLET MALL
(GRAND OUTLET MALL)

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
初
め
て
の
本
格
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

と
し
て
計
画
さ
れ
、建
設
会
社
選
定
は

Ｅ
Ｃ
Ｉ（Early Contractor Involvem

ent

）

方
式
と
い
う
形
で
の
入
札
で
し
た
。建
設

会
社
選
定
後
、正
式
発
注
前
に
、設
計
部
が

客
先
側
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
サ
ル
チ
ー
ム
に
加

わ
っ
て
設
計
を
け
ん
引
。基
本
プ
ラ
ン
や

構
造
形
式
、設
備
計
画
、各
種
仕
上
・
ス
ペ
ッ

ク
な
ど
を
合
理
化
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を

削
減
し
、客
先
目
標
コ
ス
ト
に
達
し
た
上
で

正
式
発
注
と
な
り
ま
し
た
。

　
４
か
月
の
Ｅ
Ｃ
Ｉ
期
間
中
は
、多
数
の
コ

ン
サ
ル
を
ま
と
め
な
が
ら
、数
多
く
の
設
計

変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　
構
造
形
式
を
合
理
化
す
る
た
め
に
柱
割
を

変
え
る
と
、建
築
・
設
備
計
画
へ
影
響
を
及

ぼ
す
の
み
な
ら
ず
、店
舗
割
付
も
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。既
に
先
行
し
て
い
た
、お
客
様

の
テ
ナ
ン
ト
誘
致
計
画
と
も
調
整
を
進
め

な
が
ら
の
設
計
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
大
屋
根
の
設
計
変
更

　

正
式
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
注
し
、実
施

設
計
で
詳
細
検
討
を
進
め
て
い
る
段
階
で
、

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
目
玉
で
も
あ
る

ガ
ラ
ス
大
屋
根
に
つ
い
て
、大
規
模
な
設
計

変
更
が
必
要
な
こ
と
が
判
明…

。

ガラス大屋根下のイベントスペース（夜間は、イベントに合わせてライトアップされます）ガラス大屋根下の、明るくかつ風の抜ける快適な半屋外空間 フードコート

鳥瞰写真（高速道路からもよく見えます）

２つの大きな軸に整理し、
施工方法も合理化

様々な角度の混在する
構造梁レイアウト各部材の変形を検証しながら、柱数・接続箇所を最適化

Harjanto
松下 卓矢
S. Wibisono
西村 由妃
I. Benigno
R. Gunari

入社35年目担当 意匠設計   

入社9年目担当 構造設計   

入社8年目担当 構造設計   

入社3年目担当 構造設計   

入社1年目担当 設備設計   

入社4年目担当 電気設計   
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病
院
の
基
本
理
念『
あ
た
た
か
い
医
療
』を
具
現
化
す
る

―
次
世
代
の
医
療
、臨
床
・
研
究
・
教
育
を「
繋
ぐ
」大
学
病
院
の
移
転
増
築
計
画―
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病
院
の
基
本
理
念『
あ
た
た
か
い
医
療
』を
具
現
化
す
る

次
世
代
の
医
療
、臨
床
・
研
究
・
教
育
を「
繋
ぐ
」大
学
病
院
の
移
転
増
築
計
画―

山本 武山本 武
入社15年目担当 意匠設計

後藤 なつみ後藤 なつみ
入社9年目担当 意匠設計

淺井 健矢淺井 健矢
入社2年目担当 意匠設計

新野 将平新野 将平
入社6年目担当 設備設計

　
建
物
外
観
は
、既
存
棟
と
の
一
体
性
を
重

視
し
て
モ
ノ
ト
ー
ン
を
基
調
と
し
な
が
ら

も
、新
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
を
目

指
し
ま
し
た
。一
方
、イ
ン
テ
リ
ア
モ
ノ
ト
ー

ン
基
調
の
既
存
に
対
し
、急
性
期
病
院
の
緊

迫
し
た
雰
囲
気
を
和
ら
げ
る
た
め
、親
し
み

や
す
い
ア
ー
ス
カ
ラ
ー
や
木
質
調
の
素
材
を

多
用
し
、優
し
い
光
に
つ
つ
ま
れ
た「
あ
た
た

か
い
」雰
囲
気
の
空
間
を
目
指
し
ま
し
た
。

（
山
本
）

大
規
模
・
大
学
病
院
の
移
転
増
築

　
病
院
設
計
で
は
、施
主
と
の
合
意
形
成
の

た
め
に
、病
室
な
ど
の
主
要
な
部
屋
の
モ
デ

ル
ル
ー
ム
を
制
作
し
、現
物
確
認
を
行
う
こ

と
が
一
般
的
で
す
が
、今
回
の
取
り
組
み
で

は
、ベ
ッ
ド
周
り
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ソ
ー
ル

や
設
備
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、現

物
確
認
で
は
製
作
コ
ス
ト
や
設
置
場
所
、期

間
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、Ｖ
Ｒ
モ
ッ
ク

ア
ッ
プ
で
の
合
意
形
成
を
実
践
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、共
用
ホ
ー
ル
や
集
中
治
療
室
な
ど

の
イ
ン
テ
リ
ア
、サ
イ
ン
、モ
ニ
タ
ー
位
置
を

含
め
た
空
間
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も

こ
れ
を
実
践
し
、医
療
ス
タ
ッ
フ
の
要
望
に

応
じ
て
、打
合
せ
の
場
で
デ
ー
タ
変
更
を
行

い
ご
確
認
い
た
だ
き
、効
率
的
か
つ
満
足
度

の
高
い
建
築
の
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。（
山
本
・
淺
井
）

広
場
を
つ
く
る
＝
記
憶
を
繋
ぐ

　
本
計
画
は
、昭
和
４
８
年
以
来
、特
定
機
能

病
院
、災
害
拠
点
病
院
の
他
、福
岡
市
西
部
地

区
及
び
周
辺
地
域
の
中
核
的
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
旧
本
館
の
老

朽
化
に
伴
う
移
転
増
築
計
画
。高
い
公
共
性

と
安
全
性
を
確
保
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
等
の
新
興
・
再
興
感
染
症
に
も
対

応
で
き
、高
度
先
駆
的
医
療
を
提
供
す
る

６
1
8
床
の
病
棟（
既
存
棟
含
め
７
７
１
床
）

を
増
築
棟
と
し
て
新
た
に
整
備
し
ま
し
た
。

※

既
存
棟
設
計
：
日
本
設
計
、施
工
：
竹
中
工
務
店

　
患
者
等
の
外
部
か
ら
の
利
用
者
は
、既
存

棟
よ
り
本
館
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
が
、本

館
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル（
本
館
と
既
存
棟
の
建

物
全
体
の
中
心
と
な
る
１
階
ス
ペ
ー
ス
）に

た
ど
り
着
く
と
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
が
迎
え
入

れ
ま
す
。既
存
の
ア
ト
リ
ウ
ム
に
は
日
々
多

く
の
利
用
者
が
行
き
交
う
空
間
に
と
ど
ま

り
、患
者
の
居
場
所
の
不
足
が
見
受
け
ら
れ

る
中
で
、待
ち
時
間
を
豊
か
に
す
ご
す
こ
と

が
で
き
、緊
張
感
あ
ふ
れ
る
急
性
期
病
院
の

緊
張
感
が
和
ら
ぐ
よ
う
な「
場
」が
必
要
と
考

え
ま
し
た
。も
と
も
と
本
館
の
ホ
ー
ル
と

な
っ
た
場
所
は
、既
存
棟
の
ホ
ス
ピ
タ
ル

ガ
ー
デ
ン
が
あ
り
、既
存
廊
下
の
延
長
上
に

は
木
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、広
場
的
ス
ペ
ー

ス
と
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

計
画
し
ま
し
た
。（
山
本
）

患
者
満
足
度
を
高
め
る

　
　
　
　
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間
の
創
出

現
物
×
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
合
意
形
成

　
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
造
形
は
、コ
ン
ピ

テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
手
法

（Grasshopper

）を
用
い
て
綿
密
に
リ
ブ
形

状
、厚
み
、ピ
ッ
チ
等
を
決
定
し
ま
し
た
。ま

た
、折
上
や
足
元
の
照
明
は
、サ
ー
カ
デ
ィ
ア

ン
照
明
と
し
、調
光
調
色
機
能
に
よ
る
運
用

で
、時
間
ご
と
に
明
る
さ
と
光
色
を
変
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、室
内
で
あ
り
な
が
ら
自

然
光
と
同
じ
よ
う
な
１
日
の
流
れ
を
表
現
し

ま
し
た
。照
明
配
置
、光
の
伸
び
具
合
、色
温

度
な
ど
は
、模
型
や
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
入
念
に

検
討
を
何
度
も
重
ね
、大
胆
か
つ
繊
細
な
納

得
の
い
く
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
完
成
に
至
り

ま
し
た
。（
山
本
・
淺
井
）

コ
ン
ピ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　   

も
の
づ
く
り

FUKUOKA UNIVERSITY HOSPITAL MAIN BUILDING
福岡大学病院 本館

ＶＲ

1階共用ホール
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1階共用ホール　ナナクマツリー

ツリーの造形の検証

現寸モックアップ

増築前のホスピタルガーデン模型による検討

VRによる確認（医師・看護師）

VRによる確認（副病院長）

1床室

1階共用廊下

モデルルーム　確認会
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サ
イ
ン
に
込
め
た

           
  

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
想
い

    

２
０
２
0
年
８
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症（COVID -19

）蔓
延
下
で
設
計
が

始
ま
り
ま
し
た
。エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
と
い
う

当
時
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
感
染
症
へ

の
対
策
を
施
設
計
画
に
盛
り
込
む
た
め
、病

院
の
協
力
を
得
て
、医
師
や
ス
タ
ッ
フ
、施
設

担
当
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、既
存
病
院
の

集
中
治
療
室
や
病
室
で
Ｃ
Ｏ
2
濃
度
や
粒
子

濃
度
の
測
定
・
分
析
を
行
い
ま
し
た
。新
技

術
導
入
に
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
コ
ス
ト
な
ど
、

様
々
な
制
約
の
中
で
、最
適
解
を
見
つ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。建
築
・
設
備
の
観
点

か
ら
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
ど
う
対
応
す

る
か
を
日
々
模
索
し
ま
し
た
。

　「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
モ
ー
ド
」が
、そ
の
答
え

の
一
つ
で
す
。こ
れ
は
、通
常
時
に
一
般
病
棟

や
集
中
治
療
室
と
し
て
運
用
し
て
い
る
エ
リ

ア
を
、エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
に
由
来
す
る
感
染

症
患
者
用
の
隔
離
病
床
・
病
棟
に
迅
速
に
変

更
・
ゾ
ー
ン
拡
張
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

初
の
試
運
転
で
は
陰
圧
切
替
の
エ
ア
フ
ロ
ー

（
空
気
の
流
れ
）が
計
画
通
り
で
な
か
っ
た
も

の
の
、風
量
調
整
を
重
ね
、目
標
の
エ
ア
フ

ロ
ー
や
室
圧
を
達
成
し
ま
し
た
。

今
や
数
十
年
に
一
度
や
っ
て
く
る
と
言

わ
れ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
対
応
は
、自
然

災
害
と
同
様
に
、こ
れ
か
ら
の
病
院
計

画
に
一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

COVID -19

対
応
を
行
っ
た
現
場
か
ら
の
直

接
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
施
設
計
画
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
、病
院
設
計
者
と
し
て
重

要
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
シ
ス
テ
ム

が
使
用
さ
れ
な
い
未
来
を
願
い
つ
つ
、有
事

の
際
に
は
医
療
機
能
を
最
大
限
に
維
持
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
新
野
）

　
光
の
連
続
や
壁
面
の
色
彩
に
よ
る
ウ
ェ
イ

フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、わ

か
り
や
す
い
建
物
を
目
指
し
ま
し
た
。行
先

表
示
は
目
立
つ
色
と
し
、大
き
な
文
字
で
廊

下
の
角
々
に
配
置
し
た
り
、一
般
病
棟
に
お

い
て
は
、東
西
に
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
を
設
け
、

ベ
ー
ス
カ
ラ
ー
で
区
別
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

す
る
な
ど
視
認
性
を
高
め
ま
し
た
。図
面
か

ら
利
用
者
の
動
線
を
分
析
し
、ど
こ
に
ど
の

よ
う
な
サ
イ
ン
が
必
要
か
を
抽
出
し
、情
報

の
正
確
さ
と
わ
か
り
や
す
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を

重
視
し
て
提
案
し
ま
し
た
。多
種
多
様
な
機

能
か
ら
な
る
大
学
病
院
の
情
報
量
に
圧
倒
さ

れ
な
が
ら
病
院
と
の
サ
イ
ン
ワ
ー
キ
ン
グ
を

重
ね
、議
論
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
練
り
上
げ
ま

し
た
。決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
大
変
な
も
の

で
し
た
が
、患
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
患
者
案
内
の
労
力
低
減
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
後
藤
・
淺
井
）

医
工
連
携
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
る

働
き
方
改
革
を
後
押
し
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　   
病
院
づ
く
り

         

　
看
護
動
線
の
最
適
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
仕
掛
け
で
医
療
の
質
の

向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
病
棟
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
お
い
て
は
、看

護
業
務
の
効
率
化
を
支
援
す
る「
看
護
動
線

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
」を
用
い
て

検
討
し
、患
者
を
観
察
し
や
す
く
動
線
の
短

い
高
効
率
プ
ラ
ン
と
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、チ
ー
ム
医
療
が
推
進
さ
れ
て
い

る
現
在
で
は
、部
門
を
越
え
た
多
職
種
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、次
代
の
人
財
育
成
を
担
う
大
学
病
院

の
役
割
に
加
え
、ス
タ
ッ
フ
の
打
合
せ
や
休

憩
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
部
門
や
病
棟
ご
と

に
設
け
、ス
タ
ッ
フ
が
共
有
で
き
る「
場
」を

提
案
し
ま
し
た
。

　
病
棟
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
室
は
、廊
下
面
を

ガ
ラ
ス
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
と
し
、気
軽
に
ア
ク

セ
ス
で
き
自
然
な
交
流
を
誘
発
す
る
空
間
を

目
指
し
ま
し
た
。ま
た
、ス
タ
ッ
フ
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ホ
ー
ル
の
一
角
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、休
憩
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
使
用
可
能
な
ス
タ
ッ
フ

専
用
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま

し
た
。医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
学
生
ま
で
様
々

な
目
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。（
山
本
）

　
既
存
建
物
よ
り
診
療
の
中
核
機
能
と
病
棟

を
増
築
移
転
さ
せ
、次
世
代
の
医
療
に「
繋

ぐ
」病
院
計
画
、そ
し
て
、大
学
病
院
と
し
て

臨
床
・
研
究
・
教
育
を「
繋
ぐ
」施
設
が
、３
年

間
に
わ
た
る
設
計
・
工
事
監
理
期
間
を
経
て
、

新
た
な
ホ
ス
ピ
タ
ル
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

完
成
し
ま
し
た
。新
た
な
施
設
の
繋
が
り
が

次
代
の
大
学
病
院
の
顔
と
な
り
、医
療
活
動

へ
の
益
々
の
貢
献
と
地
域
か
ら
永
く
愛
さ
れ

る
病
院
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。（
山
本
）

次
世
代
の
医
療

        

臨
床
・
研
究
・
教
育
を「
繋
ぐ
」

72
vol.83

73
vol.83

【通常時】【パンデミックモード時】

1 床 1 床 1 床 1 床

脱衣室

脱衣室

1 床 記録室

記録室
記録室

記録室

記録室

疑い例５床

（検査）確定例９床

引き戸
防火扉
閉鎖

隔離エリア

4 床

4 床

1 床 1 床1 床1 床1 床1 床1 床 1 床 1 床

SS

4 床 4 床4 床 4 床 4 床

観察室

処置室

4 床 4 床

4 床 １床１床

2 床

4 床

4 床

1 床 1 床1 床1 床1 床1 床1 床 1 床 1 床

感染症患者
専用 ELV・動線

（通過後除染）

隔離エリア SS

感染症患者
専用 ELV・動線

中等症及び疑い患者のために西病棟を区画
病棟全体を陰圧に切り替え（病室換気回数  6回/ｈ）

1 床

グリーンゾーン （清潔）

透明ビニールカーテン （備品 ・ 防炎）

＜ゾーン＞

＜区画 （ゾーン間）＞

黒文字 / 通常時➡赤文字 / パンデミック時

＜室名表記＞

■凡例 ( 上図 )

（準汚染）イエローゾーン

（汚染）レッドゾーン ： 確定例

（汚染）レッドゾーン ： 疑い例レッドゾーン ： 疑い例

防火扉
閉鎖

廊下部建具閉鎖

スタッフ
ステーション廊下

ビニールカーテン設置イメージ

透明ビニール
カーテン

目張り

カーテンレール 目張り

カンファレンス室カンファレンス室

コミュニケーションハブコミュニケーションハブ

カンファレンス室カンファレンス室

スタッフ

ステーション

スタッフ

ステーション

スタッフ

ステーション

スタッフ

ステーション

患者・見舞客動線患者・見舞客動線 スタッフ用クロス廊下スタッフ用クロス廊下

西病棟西病棟

スタッフ・コアスタッフ・コア

東病棟東病棟

病棟鳥瞰パース病棟鳥瞰パース

スタッフ・部門間のコミュニケーションを促進するスタッフゾーンスタッフ・部門間のコミュニケーションを促進するスタッフゾーン

ウェイファインディングによる明快な患者アプローチウェイファインディングによる明快な患者アプローチ

患者用 ELV患者用 ELV

看護の質の向上と働き方改革の両立看護の質の向上と働き方改革の両立

18

17

18

24

13

8
0 10 20 30 40 50

スタッフカンファから各病床までの距離別病床数

～ 10 ｍ未満

10 以上 20 ｍ未満

20 以上 30 ｍ未満
30 ｍ以上

（床）

近 遠

看護師一日あたりの移動距離は平均で約4ｋｍ

0 1,000 2,000 3,000 4,000

看護師1人1日当たりの総看護動線距離

3845ｍ

3342ｍ 約 12％短縮

(m)

基本設計

基本設計見直し

（A社による）

（SCによる）

基本設計

基本設計見直し

（A社による）

（SCによる）

カンファレンス室カンファレンス室カンファレンス室カンファレンス室カンファレンス室カンファレンス室

ステーションステーションステーションステーションステーションステーション

カンファレンス室カンファレンス室カンファレンス室カンファレンス室カンファレンス室カンファレンス室

ステーションステーションステーションステーションステーションステーション

かつて池であった東病棟（ブルー）山並みを望む西病棟（グリーン）

デイルームカンファレンス室コミュニケーション・ハブ航空写真 パンデミックモードのスタッフステーション
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入社32年目担当 設備設計入社32年目担当 設備設計
金田 生

入社33年目担当 意匠設計入社33年目担当 意匠設計
田村 隆

入社29年目担当 意匠設計入社29年目担当 意匠設計
永原 聖

入社28年目担当 意匠設計入社28年目担当 意匠設計
石渡 義隆

入社17年目担当 意匠設計入社17年目担当 意匠設計
巽 紅美

入社30年目担当 構造設計入社30年目担当 構造設計
松浦 正一

入社34年目担当 電気設計入社34年目担当 電気設計
祖父江 一仁

運
河
に
開
か
れ
た
心
地
よ
い

都
市
空
間
を
創
る

運
河
へ
開
か
れ
た
広
場
は
、噴
水
の
あ
る

水
盤
を
囲
う
よ
う
に
回
遊
・
散
策
が
可
能
な
、

緑
溢
れ
る
庭
園
と
な
っ
て
お
り
、建
物
を
利

用
す
る
誰
も
が
自
由
に
過
ご
せ
る
居
心
地
の

よ
い
場
が
、に
ぎ
わ
い
あ
る
街
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

建
物
は
、に
ぎ
わ
い
や
人
の
動
き
を
生
み

出
す
た
め
に
運
河
側
に
張
り
出
し
た
店
舗
や

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、立
体
的
な
デ
ッ

キ
、階
段
、通
路
、フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
等
を
随
所
に

配
置
し
、回
遊
性
を
持
た
せ
な
が
ら
、人
々
が

集
い
水
辺
を
感
じ
ら
れ
る
溜
ま
り
の
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
装
は
、曲
線
を
生
か
し
た
形
状
、水
辺
や

船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
素
材
、デ
ィ
テ
ー
ル
を

創
り
込
む
こ
と
で
軽
快
で
動
き
の
あ
る
、水

辺
の
街
に
相
応
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
ま

す
。ま
た
、建
物
低
層
部
や
頂
部
の
フ
レ
ー

ム
、外
構
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
夜
間
に

も
対
岸
か
ら
の
美
し
い
水
辺
の
風
景
を
創
り

出
し
て
い
ま
す
。外
装
や
照
明
デ
ザ
イ
ン
の

確
認
に
大
規
模
な
模
型
や
現
寸
の
モ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
作
成
し
て
検
証
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
複
合
施
設
の
複
雑
な
動
線
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
管
理
計
画
を
使
い
易
く
管

理
し
易
い
よ
う
に
整
理
し
な
が
ら
、デ
ザ
イ

ン
面
で
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
で
見
た
時

に
大
味
に
な
ら
な
い
よ
う
な
各
所
デ
ィ
テ
ー

ル
の
創
り
込
み
に
苦
労
し
ま
し
た
。

（
田
村
・
石
渡
・
永
原
・
巽
）

本
計
画
は「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
　
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

Ａ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」（
勝
ど
き
東
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
）の
中
央
に
位
置
し
、文

字
通
り
中
核
と
な
る
、１
１
２
１
戸
の
集
合

住
宅
、店
舗
、事
務
所
、保
育
所
等
か
ら
構
成

さ
れ
る
大
規
模
複
合
施
設
で
す
。当
該
再
開

発
に
よ
り
、消
防
署（
臨
港
消
防
署
月
島
出
張

所
）、公
共
ト
イ
レ（
勝
ど
き
四
丁
目
公
衆

W
C
）、護
岸
公
園
、人
道
橋
、防
災
船
着
場
、

勝
ど
き
駅
直
結
の
地
下
連
絡
通
路
、地
下
鉄

出
入
口
を
一
体
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
建
物
は
、地
下
２
階
で
都
営
大
江
戸
線
勝

ど
き
駅
に
接
続
さ
れ
、地
下
１
階
か
ら
直
接

建
物
内
に
ア
プ
ロ
ー
チ
可
能
で
す
。１
〜
７

階
に
は
店
舗
や
事
務
所
、保
育
園
、ア
リ
ー
ナ

等
を
配
し
、８
階
を
住
宅
へ
の
切
り
替
え
階

と
し
て
住
宅
共
用
部
を
集
約
、９
〜
45
階
を

住
戸
と
し
た
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

（
田
村
・
石
渡
・
永
原
・
巽
）

再
開
発
の
中
核
施
設
と
し
て

構
造
は
、不
整
形
な
平
面
の
超
高
層
建
物

を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
基
礎
免
震
構
造
を
採

用
し
て
い
ま
す
。更
に
制
震
部
材
を
併
用
す

る
こ
と
で
、地
震
時
の
揺
れ
を
抑
え
る
と
共

に
構
造
体
の
損
傷
も
抑
制
し
て
い
ま
す
。事

務
所
階
で
は
、Ｒ
Ｃ
造
の
架
構
に
Ｓ
造
の
大

梁
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
最
大
1
7.
4
m

の
無
柱
空
間
を
実
現
。住
戸
階
で
は
Ｐ
Ｃ
鋼

線
入
り
の
大
型
ボ
イ
ド
ス
ラ
ブ
を
採
用
し
、

居
室
に
梁
型
が
出
な
い
計
画
と
し
て
い

ま
す
。

　
設
備
は
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
の
ほ
か
、雨
水
の
再

利
用（
外
構
散
水
や
非
常
時
の
Ｗ
Ｃ
排
水
用
）

や
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
よ
る
発
電
な
ど
、自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、メ
ト
ロ
パ

ビ
リ
オ
ン（
地
下
鉄
出
入
口
）前
に
は
災
害
時

に
一
時
集
合
場
所
と
な
る
最
大
２
０
０
０
人

収
容
の
防
災
広
場
を
設
け
、建
物
内
に
計
画

さ
れ
る
一
時
避
難
及
び
長
期
避
難
用
の
避
難

所
や
地
域
防
災
倉
庫
と
共
に
中
央
区
初
の
民

間
に
よ
る
防
災
副
拠
点
と
し
て
地
域
防
災
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

（
松
浦
・
金
田
・
祖
父
江
）

安
心
・
安
全
な
建
物
を
め
ざ
し
て

GRAND MARINA TOKYO PARK TOWER KACHIDOKI MID
GRAND MARINA TOKYO パークタワー勝どきミッド

エントランスラウンジメトロパビリオン

リビングルーム

よ
い
場
が
、に
ぎ
わ
い
あ
る
街
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

建
物
は
、に
ぎ
わ
い
や
人
の
動
き
を
生
み

出
す
た
め
に
運
河
側
に
張
り
出
し
た
店
舗
や

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、立
体
的
な
デ
ッ

キ
、階
段
、通
路
、フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
等
を
随
所
に

配
置
し
、回
遊
性
を
持
た
せ
な
が
ら
、人
々
が

集
い
水
辺
を
感
じ
ら
れ
る
溜
ま
り
の
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
装
は
、曲
線
を
生
か
し
た
形
状
、水
辺
や

船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
素
材
、デ
ィ
テ
ー
ル
を

創
り
込
む
こ
と
で
軽
快
で
動
き
の
あ
る
、水

メトロパビリオン

リビングルーム

辺
の
街
に
相
応
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
ま

す
。ま
た
、建
物
低
層
部
や
頂
部
の
フ
レ
ー

ム
、外
構
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
夜
間
に

も
対
岸
か
ら
の
美
し
い
水
辺
の
風
景
を
創
り

出
し
て
い
ま
す
。外
装
や
照
明
デ
ザ
イ
ン
の

確
認
に
大
規
模
な
模
型
や
現
寸
の
モ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
作
成
し
て
検
証
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
複
合
施
設
の
複
雑
な
動
線
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
管
理
計
画
を
使
い
易
く
管

理
し
易
い
よ
う
に
整
理
し
な
が
ら
、デ
ザ
イ

ン
面
で
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
で
見
た
時

に
大
味
に
な
ら
な
い
よ
う
な
各
所
デ
ィ
テ
ー

ル
の
創
り
込
み
に
苦
労
し
ま
し
た
。

（
田
村
・
石
渡
・
永
原
・
巽
）

メトロパビリオン

リビングルーム

南側低層部（セントラルラグーンより） 南東側全景　夕景

プラザエントランス　夜景 現寸モックアップ
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聖
路
加
国
際
大
学  

聖
ル
カ
礼
拝
堂

―

歴
史
的
価
値
の
保
存
と
安
全
化
を
両
立
さ
せ
た
祈
り
の
場―

ST. LU
KE’S IN
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A
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N

A
L U

N
IV

ERSITY ST. LU
KE’S CH

A
PEL

YU
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 TO
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N
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M
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I / TO
SH
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YA
SH
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O

RI M
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既
存
の
複
雑
な
曲
面
天
井
を
復
元
す
る
た

め
、点
群
測
量
に
よ
り
既
存
の
形
状
を
３
次

元
デ
ー
タ
化
し
ま
し
た
。位
置
と
色
情
報
を

併
せ
持
つ
点
の
集
合
体
か
ら
、施
工
で
き
る

寸
法
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
、建
設
時
の
施
工
誤
差
と
長
期
間
の
歪

み
に
よ
り
、復
元
し
た
図
面
に
寸
法
が
合
う

と
こ
ろ
は
一
カ
所
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

単
純
な
図
形
で
表
せ
る
形
状
を
ひ
た
す
ら
探

し
て
で
き
た
図
面
を
も
と
に
、ど
う
つ
く
る

か
が
次
の
課
題
に
な
り
ま
し
た
。

考
え
て
、や
っ
て
み
て
、
　
　
　
　
　

納
得
し
た
ら
次
へ

　
場
所
ご
と
に
寸
法
が
微
妙
に
違
う
形
状
を

復
元
す
る
た
め
、天
井
下
地
を
２
次
元
曲
線

の
丸
パ
イ
プ
を
直
交
方
向
に
組
み
合
わ
せ
３

次
元
を
形
成
し
試
験
施
工
し
て
み
る
と
、丸

パ
イ
プ
で
は
ビ
ス
止
め
が
難
し
い
こ
と
が
わ

か
り
、プ
レ
ー
ト
を
追
加
し
ま
し
た
。既
存
抗

火
石
天
井
保
存
部
分
の
落
下
防
止
ネ
ッ
ト
の

強
度
確
認
は
、鉄
骨
で
ア
ー
チ
を
組
み
ネ
ッ

ト
を
張
り
、砂
袋
で
強
度
試
験
を
行
い
ま
し

た
。ま
た
、抗
火
石
と
ラ
ス
モ
ル
タ
ル
で
一
体

だ
っ
た
天
井
が
軽
量
化
さ
れ
、残
さ
れ
た

ア
ー
チ
の
横
揺
れ
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、下

地
鉄
骨
の
取
付
部
を
緊
結
補
強
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
着
工
の
延
期
に
始
ま

り
、着
工
後
も
想
定
外
の
も
の
が
現
れ
る
た

び
に
知
恵
を
出
し
合
い
、無
事
安
全
化
工
事

を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
戸
塚
）

　
ア
メ
リ
カ
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
建
築
家
Ｊ・

Ｖ・Ｗ
バ
ー
ガ
ミ
ニ
の
設
計
で
、１
９
３
６
年

清
水
組
に
よ
り
聖
路
加
国
際
病
院
の
中
に
施

工
さ
れ
た
礼
拝
堂
。老
朽
化
し
た
抗
火
石
天

井
の
小
片
落
下
を
き
っ
か
け
に
立
ち
入
り
が

制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
の
保
存
改

修
工
事
を
経
て
、伝
統
を
継
承
し
た
安
全
安

心
な
祈
り
の
場
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

保
存
改
修
の
仕
方
に
つ
い
て
、歴
史
的
建
造

物
と
し
て
の
価
値
の
保
存
、安
全
に
使
用
で

き
る
た
め
の
設
え
、予
算
等
様
々
な
観
点
で

施
主
と
協
議
を
重
ね
辿
り
着
い
た
の
は
、「
歴

史
を
継
承
し
な
が
ら
安
全
安
心
に
継
続
使
用

で
き
る
祈
り
の
場
」を
つ
く
る
こ
と
で
し
た
。

　
安
全
化
の
た
め
に
は
、抗
火
石
天
井
の
落

下
防
止
、ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。歴
史
的
価
値
を

保
持
す
る
た
め
に
は
、既
存
の
仕
上
材
や
形

が
現
状
の
ま
ま
で
安
全
化
す
る
こ
と
が
課
題

と
な
り
ま
し
た
。天
井
の
安
全
化
は
、既
存
抗

火
石
を
一
旦
取
り
外
し
天
井
内
補
強
工
事
後

再
取
り
付
け
す
る
案
や
、既
存
抗
火
石
を
一

つ
ず
つ
貫
通
ボ
ル
ト
と
ワ
イ
ヤ
ー
で
固
定
す

る
案
等
を
検
討
し
ま
し
た
が
難
易
度
が
高

く
、施
工
可
能
と
思
わ
れ
た
天
井
全
体
を
ガ

ラ
ス
繊
維
強
化
建
材
で
つ
く
り
替
え
る
案
で

見
積
を
し
て
み
る
と
予
算
と
大
き
く
乖
離
し

て
い
ま
し
た
。

　
芸
術
性
を
優
先
し
て
の
施
工
に
行
き
詰
ま

り
、海
外
の
教
会
の
安
全
化
施
工
例
を
調
べ

て
み
る
と
、安
全
化
の
た
め
に
仕
上
材
や
形

状
変
更
を
し
た
例
や
、補
強
材
が
見
え
る
状

態
を
容
認
し
て
い
る
例
、防
護
ネ
ッ
ト
を
天

井
全
面
に
張
っ
て
い
る
例
等
を
目
の
当
た
り

に
し
、そ
こ
に
共
通
す
る
の
は
芸
術
性
の
優

先
で
は
な
く
、「
祈
り
の
場
」を
安
全
に
使
い

続
け
る
こ
と
を
最
優
先
す
る
こ
と
だ
と
気
づ

き
ま
し
た
。そ
し
て
天
井
の
抗
火
石
を
撤
去

し
、ボ
ー
ド
で
既
存
曲
面
天
井
を
復
元
軽
量

化
し
、安
全
で
コ
ス
ト
を
抑
え
る
案
に
辿
り

着
き
ま
し
た
。

石
の
天
井
を
ボ
ー
ド
で
復
元
す
る

ST. LUKE’S INTERNATIONAL UNIVERSITY
ST. LUKE’S CHAPEL

聖路加国際大学  聖ルカ礼拝堂

天井裏に入り内部確認

外部劣化状況確認改修前の礼拝堂（抗火石の天井） 既存礼拝堂竣工当時の設計図

改修後の礼拝堂（抗火石天井をボード天井に改修）

天井形状復元のための点群測量データ

ステンドグラス及び周辺補修状況

天井内補強鉄骨設置

ボード天井下地金物の試作・確認

ボード下地金物現場確認 落下防止ネットの強度試験

J・V・W バーガミニ作成のパース

昭和 11 年竣工時の写真（中央の塔が今回改修工事の礼拝堂）

歴
史
を
継
承
し
た
安
全
安
心
な

祈
り
の
場
を
つ
く
る

芸
術
性
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

安
全
を
優
先
す
る
決
断

取り外した天井の抗火石

改修工事用足場設置工事中写真

小林 俊樹小林 俊樹
入社31年目担当

構造設計

三村 香織三村 香織
入社8年目担当

構造設計
戸塚 祐造釡谷 潤釡谷 潤

入社1年目担当
意匠設計

入社37年目担当
意匠設計

天井下地構成確認モデル

76
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77
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文
化
財
と
し
て
未
来
へ
伝
え
の
こ
し
て
い
く

　
　   ―

 

創
建
当
初
の
意
匠
を
継
承
し
な
が
ら
、よ
り
活
用
で
き
る
建
物
と
す
る ―

REN
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V
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A
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G
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F FO
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W
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耐
震
補
強
の
構
成

耐
震
補
強
は
構
造
用
合
板
の
耐
力
壁
に

加
え
て
、通
し
柱
で
あ
る
大
黒
柱
・
中
黒
柱
、

小
屋
組
補
強
鉄
骨
を
組
み
合
わ
せ
た『
耐
震

フ
レ
ー
ム
』を
構
築
し
、面
材
耐
力
壁
を
最
小

限
に
留
め
て
既
存
建
物
の
開
放
的
な
空
間
を

そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
ま
す
。

　
既
存
建
物
の
壁
は
構
造
用
合
板
の
耐
力
壁

に
置
換
え
て
元
来
の
し
つ
ら
え
に
合
わ
せ
、

伝
統
工
法
部
分
は
真
壁
仕
様
、在
来
軸
組
構

法
部
分
は
大
壁
仕
様
と
し
て
補
強
し
ま
し

た
。一
部
既
存
建
具
位
置
に
も
耐
震
壁
を
設

け
、平
面
的
に
ず
ら
し
て
建
具
に
沿
わ
せ
て

お
さ
め
る
こ
と
で
建
具
・
意
匠
の
保
存
と
構

造
耐
力
の
確
保
を
両
立
し
て
い
ま
す
。

　
既
存
の
小
屋
組
は
伝
統
的
な
和
小
屋
で
あ

り
、元
来
の
力
強
い
構
成
を
活
か
す
た
め
、

松
・
欅
の
曲
が
り
梁
に
添
わ
せ
て
鉄
骨
部
材

を
配
し
て
補
強
し
て
い
ま
す
。各
所
現
地
実

測
の
上
、既
存
の
梁
な
ど
の
曲
面
に
は
光
付

け
し
た
当
て
木
を
使
用
し
て
補
強
部
材
を
取

り
付
け
、耐
震
補
強
が
そ
の
ま
ま
見
え
る
形

に
お
さ
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、改
修
前
後
で
建
物
の
振
動
計
測
を

行
い
、改
修
前
に
比
べ
て
建
物
の
剛
性
が
上

が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、耐
震
補
強
の

効
果
が
確
認
で
き
ま
し
た
。（
西
川
）

旧
渋
沢
邸「
中
の
家（
な
か
ん
ち
）」は
、

深
谷
市
指
定
文
化
財（
史
跡
）で
あ
り
、主
屋

は
明
治
28
年（
１
８
９
５
年
）に
再
建
さ
れ
た

田
の
字
型
の
座
敷
を
も
つ
養
蚕
農
家
で
し

た
。渋
沢
栄
一
翁
が
生
ま
れ
故
郷
と
し
て
た

び
た
び
帰
郷
し
こ
の
建
物
に
滞
在
し
て
い
ま

し
た
。未
来
へ
伝
え
の
こ
し
て
い
く
建
物
と

し
て
再
生
す
る
に
あ
た
り
、安
心
し
て
見
学

で
き
る
よ
う
に
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
、文
化
財
の
価
値
を
継
承
し
更
な
る
活
用

を
図
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。（
柿
澤
）

　
設
計
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、旧
渋
沢

家
の
住
宅
と
し
て
歴
史
が
わ
か
る
と
こ
ろ
は

継
承
し
未
来
に
伝
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
南
側
の
開
放
感
あ
る
し
つ
ら
え
は
創
建
当

初
の
意
匠
で
、こ
の
建
物
の
大
き
な
特
徴
で

し
た
。１
階
、２
階
と
も
に
こ
の
部
分
に
は
耐

震
要
素
は
極
力
設
け
ず
に
意
匠
を
継
承
し
ま

し
た
。１
階
座
敷
と
多
目
的
室
は
、建
具
を
外

せ
ば
一
体
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、よ
り

建
物
活
用
が
進
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。２
階

蚕
室
で
は
、小
屋
裏
は
補
強
し
な
が
ら
し
っ

か
り
と
見
せ
る
こ
と
と
し
、一
部
、蚕
の
桟
棚

を
復
元
し
て
い
ま
す
。養
蚕
し
な
く
な
っ
た

後
に
つ
く
ら
れ
た
和
室
は
の
こ
し
て
見
て
頂

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
１
階
土
間
で
は
礎
石
が
発
掘
さ
れ
ま
し

た
。腐
朽
し
て
い
た
土
台
は
新
規
交
換
と
し
、

礎
石
は
再
利
用
と
し
て
、建
物
を
ジ
ャ
ッ
キ

ア
ッ
プ
し
部
材
高
さ
を
整
え
、仕
上
と
し
て

三
和
土
も
再
生
し
ま
し
た
。（
柿
澤
）

RENOVATION OF MAIN BUILDING OF FORMER 
SHIBUSAWA RESIDENCE, ”NAKANCHI”

旧渋沢邸「中の家（なかんち）」主屋改修

2階 蚕室

南東より主屋をのぞむ１階 開放感ある座敷と一体利用できる多目的室
上部建物の補強アイソメ

1階 土間

『耐震フレーム』

0.13cm

0.01cm

0.16秒 0.43秒 周期［秒］

振幅［cm］

小屋組鉄骨補強

鉄骨部材→

実測状況・各所取付状況

測定解析結果　周期と振幅（梁間方向） 改修後人力加振の測定風景 梁間方向断面図（振動計測）

差鴨居

敷梁→

大黒柱→

測定器→

差鴨居

投掛梁敷梁敷桁

天秤梁

送梁

牛梁

大黒柱
測定器

鉄骨部材→

大黒柱→

中黒柱→

多目的室座敷

小屋組を鉄骨にて補強→

大黒柱→

←復元した桟棚

←のこした和室

柱

←レール

←レール

レール→

ジャッキ→

腐朽していた土台：
新規に交換

発掘された礎石：
再利用

耐
力
壁

耐
力
壁

耐
力
壁

改修前
改修後

←投掛梁

柿澤 英之
入社28年目担当 意匠設計

西川 航太
入社15年目担当 構造設計

貞広 修
入社41年目担当 構造設計

関 雅也
入社40年目担当 意匠設計

南
側
の
開
放
感
あ
る

　
　
　
　
　  

し
つ
ら
え
の
継
承レールで柱を挟みジャッキアップ

測定器→
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端野 亮一
入社25年目担当 意匠設計

佐々木 由美
入社15年目担当 構造設計

田中 初太郎
入社28年目担当 構造設計

中野 舞
入社12年目留学

山下 麟太郎
入社4年目 意匠設計

冨安 達朗
入社6年目担当 意匠設計

池尻 佳朗
入社10年目留学

日野 一貴
入社6年目担当 意匠設計

佐野 達彦
入社6年目担当 構造設計

大西 慶太郎
入社５年目担当 意匠設計

田主 望
入社3年目担当 意匠設計

中上 和哉
入社2年目担当 意匠設計

山森 久武
入社6年目担当 意匠設計

中上 和哉
入社3年目担当 意匠設計

川地 美代子
入社5年目担当 意匠設計

浅見 拓馬
入社3年目担当 意匠設計

安間 理子
入社3年目担当 意匠設計

坂井 高久
入社3年目担当 構造設計

江頭 樹
入社3年目担当 意匠設計

伊藤 滉彩
入社3年目担当 設備設計

鬼頭 秋帆
入社3年目担当 設備設計

太田 修平
入社5年目担当 設備設計

今西 志織
入社2年目担当 意匠設計

櫻木 健司
入社7年目担当 構造設計

嶋田 伊織
入社13年目担当 DDC

塚本 浩
入社10年目担当 DDC

大江 諭史
入社7年目担当 DDC

大江 諭史
入社6年目担当 DDC

齋藤 祐哉 
入社15年目担当 構造設計

稲葉 知之
入社15年目担当 構造設計

田中 初太郎
入社28年目担当 構造設計

久米 建一
入社12年目担当 構造設計

志村 雄輝
入社8年目担当 構造設計

下錦田 聡志
入社11年目担当 構造設計

佐々木 由美
入社14年目担当 構造設計

山岡 祐貴
入社5年目担当 構造設計

南 博之
入社10年目担当 構造設計

青木 貴
入社11年目担当 構造設計

油野 球子
入社12年目担当 構造設計

加藤 直礼
入社15年目担当 DDC

原 裕之郎
入社8目担当 構造設計

増田 陽輔
入社15年目担当 構造設計

穐山 貴志
入社8年目担当 構造設計

渡邉 美土里
入社15年目担当 DDC

林 哲朗
入社3年目担当 構造設計

宮城 佑輔
入社20年目担当 構造設計

竹中 祐人
入社6年目留学

村田 知謙
入社5年目担当 意匠設計

佐竹 浩芳
入社30年目 意匠設計

04
episode

アメリカ・デンマーク
留学報告

デジタルコモンズ2023年度 日本建築学会
技術部門設計競技

日本免震構造協会
アイデアコンペ

シミズの構造設計展
遺伝的多様性

設
計
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
は
な
く
、
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
若
手
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

領
域
に
特
化
し
、
社
外
の
方
々
と
も
講
演
会
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
う
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

の
活
動
や
、
社
内
制
度
を
活
用
し
た
海
外
の
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
を
習
得
す
る
海
外
留
学
。
今
年
度

は
若
手
有
志
の
チ
ー
ム
で
社
外
コ
ン
ペ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
入
賞
す
る
な
ど
、
提
案
力
の
強
化
も
図
っ

て
い
ま
す
。
長
年
の
構
造
設
計
の
蓄
積
を
発
信
す
る
シ
ミ
ズ
の
構
造
設
計
展
な
ど
、
社
内
外
の
垣
根
を

越
え
た
シ
ミ
ズ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
を
超
え
た

幅
広
い
活
動
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リ
ア
ル×

バ
ー
チ
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ル×

双
方
向
で
学
び
合
い
、「
知
を
共
有
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る
場
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く
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Shim
zDDE

の
可
能
性
を
拡
張
す
る
、デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ゲスト審査員を迎えて開催されたShimz AEC Tech ハッカソンの参加者

デジタルスタジオでリアル開催されるイベント

デジタルコモンズのコンセプト

バーチャルな情報発信の場

Shim
z AEC TECH vol.0

全
15
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
は
、「
レ
ク
チ
ャ
ー
」と「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
経
て
、ハ
イ
ラ
イ
ト
に「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」を
行
う

構
成
で
す
。「Think the Real Usefulness

」

を
テ
ー
マ
に
意
見
を
出
し
合
い
、プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
を
行
い
ま
し
た
。今
回
は
構
造
設
計
者
を

コ
ア
メ
ン
バ
ー
に
、意
匠
や
設
備
系
の
設
計
者

や
他
部
門
な
ど
、ト
ー
タ
ル
35
名
が
参
加
。初

日
の「
ピ
ッ
チ
」で
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組

み
た
い
課
題
を
発
表
、そ
の
内
容
に
共
感
し
た

者
同
士
で「
Ｍ
＆
Ａ
」を
行
い
、８
チ
ー
ム
を
組

成
。２
日
目
に
各
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
、最
終
日
に
は
国
内
外
の
専
門
家

11
名
に
よ
り
審
査
及
び
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
成
果
物
を
前
に
、こ
れ
ま
で
に
な
い

提
案
を
わ
ず
か
1
日
で
形
に
で
き
る
と
い
う

驚
き
と
と
も
に
、確
か
な
手
ご
た
え
と
今
後
の

可
能
性
へ
の
期
待
を
、そ
の
場
に
い
た
全
員
が

共
有
し
ま
し
た
。ま
た
、参
加
者
全
員
が
ハ
ッ

カ
ソ
ン
そ
の
も
の
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
、

多
様
性
を
組
織
の
力
と
し
て
活
か
せ
る
場
を

つ
く
れ
た
こ
と
も
、大
き
な
成
果
で
す
。今
後

も
デ
ジ
タ
ル
コ
モ
ン
ズ
を
通
し
て
、組
織
の

コ
ン
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
み
を
更
に
活
性

化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。（
佐
竹
・
山
下
）

　
こ
れ
ま
で
個
人
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
、マ

ン
パ
ワ
ー
と
時
間
な
ど
の
制
約
に
縛
ら
れ
て

い
た「
従
来
型
の
設
計
手
法
」を
、「
デ
ジ
タ
ル

思
考
」へ
と
転
換
し
、こ
れ
に「
設
計
組
織
全

体
」で
取
り
組
む
。こ
れ
が
設
計
本
部
の
目
指

し
て
き
た
コ
ン
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ

ン
で
す
。組
織
の
知
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
化
し
て
共
有
し
、様
々
な
要
件
を
パ

ラ
メ
ー
タ
に
迅
速
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、膨
大
な
オ
プ
シ
ョ
ン
を
作
成
。あ
ら
ゆ

る
プ
ラ
ン
の
可
能
性
を
総
当
た
り
し
た
上
で

最
適
案
を
絞
り
込
む
。こ
れ
ま
で
不
可
能

だ
っ
た
こ
の
新
た
な
検
討
手
法
を
、当
た
り

前
の
設
計
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
実
行
可
能
に

す
る
。こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、

Shim
z DDE

と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
。汎
用
ツ
ー
ル
を
開
発
し
、同
時
に
こ
れ

ら
を
自
在
に
使
い
こ
な
す
設
計
者
を
育
成

す
る
た
め
の
研
修
を
若
手
を
中
心
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

「
組
織
の
コ
ン
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　目
指
し
て

デ
ジ
タ
ル
コ
モ
ン
ズ
と
は
、10
年
目
ま
で

の
設
計
者
の
研
修
受
講
率
が
ほ
ぼ
１
０
０
％

と
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、２
０
２
２
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
活
動
で
す
。目
的
は
、研
修

で
学
ん
だ
ス
キ
ル
の「
ラ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
ブ
」

を
下
げ
な
い
こ
と
、そ
し
て
設
計
者
同
士
の

「
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」を
つ

く
る
こ
と
で
す
。日
常
の
担
当
業
務
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る「
継
続
的
な
学
び
の
機
会
」を

つ
く
り
、お
互
い
に
情
報
を
発
信
し
合
う
こ

と
で
横
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
。「
デ
ジ
タ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
共
有
知（
＝Com

m
ons

）」を

生
み
出
す
場
で
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
の
も

の
で
も
あ
る
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
を
組
み

合
わ
せ
た
そ
の
活
動
は
、本
社
15
階
に
あ
る

「
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ジ
オ
」で
の
最
新
ツ
ー
ル
の

ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
社
外
の
最
先
端
で

活
躍
す
る
専
門
家
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
、ア
ー

カ
イ
ブ
動
画
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
や
社
内

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
交
換
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は

26
回
、参
加
者
は
延
べ
１
１
０
０
名
を
超
え

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

「
知
の
共
有
」の
場
、

　
　
　
　
　  

デ
ジ
タ
ル
コ
モ
ン
ズ

こ
の
活
動
を
更
に
促
進
す
る
べ
く
、

２
０
２
４
年
初
頭
に
行
っ
た
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
が「Shim

z AEC TECH

」で
す
。お
手
本

は
、米Thornton Tom

asetti

の
コ
ン
ピ
ュ

テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム「CORE Studio

」が
、毎

年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
し
て
い
る「AEC 

TECH NYC

」。２
０
２
３
年
に
11
回
目
を
数

え
る
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、世
界
中
か
ら
建
築

の
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
分
野
に
お
け
る
第
一

線
の
実
務
者
が
集
結
し
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、共
通
課
題
を
本
音
で

議
論
す
る「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、デ
ジ
タ
ル
デ

ザ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
新
た
な
ト
レ
ン
ド
を
多
く

生
み
出
し
て
き
た「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」が
行
わ
れ

ま
す
。そ
こ
で
共
有
さ
れ
て
い
る
大
き
な
価

値
は
、リ
ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
て
人
と
人
が
つ
な
が
り
、教
え
合
い
学
び

合
う
こ
と
で
お
互
い
に
触
発
さ
れ
、「
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
」か
ら
抜
け
出
し
て
新
た

な
行
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。規
模
も
レ
ベ
ル
も
異
な
り
ま
す

が
、デ
ジ
タ
ル
コ
モ
ン
ズ
が
目
指
す
べ
き
理
想

の
姿
と
し
て
、「
ト
ラ
イ
ア
ル（vol.0

）」を

行
い
ま
し
た
。

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

                   「Shim
z AEC TECH

」

分
野
横
断
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

                                

「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」

DIGITAL COMMONS
デジタルコモンズ

Shimz AEC TECHの全プログラムハッカソン1日目：ピッチ・M＆A

温故創新の森 NOVAREにて開催

ASMEが分野を超えて取り組む

国内外専門家11名を招いた審査会

全8チームによる最終プレゼンテーション

わずか1日でのプログラム開発

お互いが教え・学び合い開発を進める

チームの提案をまとめる モックアッププログラムを作り、チーム内で議論

ピッチ：取り組みたい課題や目標を発表

M＆A：共感した者同士でチーム組成
ハッカソン2日目：プログラム開発ハッカソン3日目：プレゼンテーション

社内SNSコミュニティ
2024年4月現在　登録者163名 田中 初太郎

入社28年目
構造設計

鈴木 康二郎
入社12年目

意匠設計

竹内 萌
入社7年目
意匠設計

山下 麟太郎
入社4年目
意匠設計

嶋田 伊織
入社13年目

構造設計

大江 諭史
入社7年目
構造設計

今津 文沙
入社6年目
設備設計

中島 風
入社12年目

設備設計

渡邉 美土里
入社15年目

プレゼ

加藤 直礼
入社16年目

プレゼ

加藤 亮次
入社14年目

プレゼ

佐竹 浩芳
入社30年目

意匠設計

運営担当：デジタルデザインセンター

82
vol.83
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time

習
熟
度

研修期間

ラーニングカーブ
を下げないために…

“Keep Learning”

“Keep Connecting”
“Keep Trying”

キーワード



製
図
室
、
課
題
、
時
々
チ
ッ
プ
。

D
A

YS IN
 STA

TES

YU
TO

 TA
KEN

A
KA

主
張
し
、巻
き
込
む

人
生
の
宝
物

帰
国
後

　
毎
日
何
か
し
ら
の
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る

生
活
は
、ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
を
養
っ
て
く
れ
ま

し
た
。体
感
的
に
15
%
ほ
ど
を
座
学（
環
境
学

やPython

・
C#
演
習
）、25
%
ほ
ど
を
設
計

課
題（
環
境
最
適
化
フ
ァ
サ
ー
ド
、ユ
ニ
ッ
ト

C
W
デ
ザ
イ
ン
・
設
計
コ
ン
ペ
）、そ
し
て
残

り
の
60
%
ほ
ど
を
意
匠
設
計
の
枠
を
越
え

た
も
の
づ
く
り（
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス・機
械
学
習
・

生
成
Ａ
Ｉ・
３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ラ

ミ
ッ
ク
焼
成
・
３
Ｄ
映
像
投
影
・
仮
想
現
実
・

電
子
工
作
な
ど
）に
時
間
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
1
年
を
通
じ
て
Ｇ
Ｓ
Ｄ
の
様
々
な
人
々
と

交
流
し
た
ほ
か
、週
末
は
地
元
の
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
集
ま
り
に
行
き
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
と

は
異
な
る
環
境
で
、祝
福
を
し
た
り
、家
族
や

人
生
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
考
え
る
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。ま
た
、夏
休
み
や
冬
休
み

に
は
、家
族
と
10
か
国
ほ
ど
旅
を
し
、様
々
な

ス
ケ
ー
ル
の
建
築
を
、肌
で
感
じ
ま
し
た
。限

ら
れ
た
１
年
間
の
機
会
で
し
た
が
、人
生
の

宝
物
に
な
っ
た
体
験
で
し
た
。

２
０
２
２
年
６
月
〜
２
０
２
３
年
７
月
の

約
１
年
間
、会
社
の
留
学
制
度
を
利
用
し
、

米
国
ボ
ス
ト
ン
のH

arvard U
niversity

Graduate School of Design

…
通
称

Ｇ
Ｓ
Ｄ
へ
留
学
を
し
ま
し
た
。世
界
の
最
高

峰
の
環
境
で
刺
激
を
受
け
る
、と
い
う
目
的

で
会
社
に
工
面
し
て
頂
き
ま
し
た
。

Ｇ
Ｓ
Ｄ
は
９
６
３
人
の
生
徒
が
所
属
し
、

半
分
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
、も
う
半
分
が
37
か
国

か
ら
き
た
留
学
生
で
、世
界
的
に
も
最
も
多

様
性
に
富
ん
だ
建
築
学
校
で
す
。学
問
領
域

に
捉
わ
れ
な
い
教
育
が
最
大
の
特
長
で
、

日
本
で
い
う
芸
術
大
学
院
で
す
。

１
年
間
の
Ｇ
Ｓ
Ｄ
生
活

の
札
を
見
て
手
が
止
ま
る
。日
本
で
大

好
き
だ
っ
た
グ
ミ
が
、ボ
ス
ト
ン
で
は
７
倍

の
値
だ
。こ
れ
ま
で
意
識
し
な
か
っ
た
ア
メ

リ
カ
経
済
を
体
感
し
た
１
年
間
。た
だ
、そ
こ

に
、更
に
30
％
の
チ
ッ
プ
を
載
せ
て
払
っ
ち
ゃ

う
く
ら
い
、最
高
の
留
学
体
験
の
報
告
で
す
。

　
正
規
学
生
し
か
い
な
い
世
界
で
、企
業
派

遣
生
１
人
目
の
僕
は
、担
任
探
し
か
ら
ス

タ
ー
ト
で
す
。研
究
室
へ
メ
ー
ル
し
、カ
フ
ェ

で
教
授
と
待
ち
合
わ
せ
、熱
意
を
伝
え
て
、お

勧
め
の
授
業
を
聞
い
て
ま
わ
り
ま
し
た
。全

て
が
交
渉
で
切
り
開
か
れ
る
世
界
で
、最
後

は
製
図
室
に
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
付
き
の
自

席
ま
で
頂
き
ま
し
た
。

　
僕
の
所
属
は
博
士
課
程
で
、提
携
を
組
む

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
も
含
め
、修
士

課
程
の
授
業
に
参
加
し
放
題
の
立
場
で
し

た
。学
生
た
ち
は
各
学
期
に
４
〜
５
ク
ラ
ス

の
授
業
を
と
り
、鬼
の
量
の
課
題
が
降
り
注

ぐ
の
で
、エ
ブ
リ
デ
イ
期
日
で
す
。上
司
も
い

な
い
、「
残
業
」の
概
念
が
な
い
24
時
間
営
業

の
製
図
室
は
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
て
い
た

僕
の
本
能
を
刺
激
し
て
く
れ
ま
し
た
。誰
よ

り
も
手
描
き
ス
ケ
ッ
チ
す
る
僕
は
、プ
レ
ゼ

ン
の
時
だ
け
、製
図
室
の
人
気
者
に
な
れ
ま

し
た
。清
水
建
設
の
設
計
部
で
常
に
言
わ
れ

て
い
た「
と
に
か
く
手
を
動
か
せ
」と
い
う
教

訓
が
、Ｇ
Ｓ
Ｄ
で
も
通
用
し
た
こ
と
で
、自
分

に
と
っ
て
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、製
図
室
に
戻
る

学
長
の
言
葉「
設
計
者
は
政
治
・
経
済
・

社
会
を
強
く
意
識
せ
よ
」と
共
に
新
学
期
が

始
ま
り
ま
し
た
。米
国
社
会
は
多
様
化
が
進

む
と
同
時
に
、分
断
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

社
会
の
分
断
は
人
種
差
別
や
労
働
紛
争
に

広
が
り
、加
速
す
る
チ
ッ
プ
文
化
に
も
警
鐘

が
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
個
人
が
主
張
し
あ
う
社
会
の
中

で
、授
業
で
も
同
様
に
、議
論
が
多
く
求
め
ら

れ
ま
す
。対
立
を
恐
れ
ず
に
自
分
の
意
見
を

主
張
す
る
姿
勢
が
必
須
で
す
。熱
意
の
あ
る

学
生
に
は
一
方
で
み
な
優
し
く
、困
っ
て
騒

ぐ
と
誰
か
し
ら
周
囲
の
人
が
助
け
て
く
れ
ま

し
た
。主
張
し
て
、議
論
し
て
、周
囲
を
巻
き

込
む
こ
と
が
、世
界
最
高
学
府
の
教
育
の
中

で
体
験
で
き
た
、生
き
抜
く
術
で
し
た
。

帰
国
後
は
、社
内
の
設
計
社
員
を
３
０
０

人
ほ
ど
集
め
て
体
験
共
有
会
を
開
催
し
た

り
、職
場
の
共
用
部
で
ひ
と
り
で
作
っ
た
作

品
の
展
示
会
を
し
ま
し
た
。ま
た
、他
部
門
を

巻
き
込
ん
だ
討
論
会
や
有
志
を
集
め
て
設
計

競
技
へ
参
加
す
る
な
ど
、僕
の
Ｇ
Ｓ
Ｄ
で
の

経
験
を
こ
の
設
計
部
に
還
元
で
き
る
よ
う
、

日
々
注
力
し
て
い
ま
す
。小
さ
く
と
も
こ
の

会
社
に
変
革
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
リ
ー

ダ
ー
を
目
指
し
て
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

Graduate School of Design
 Harvard University

モーショントラッキングで楽器演奏

1/1開口部ディテール“I Love You”音形のセラミック焼成物FEM解析+吹付けモルタルのPC床板デザイン

ダンサーの友人とプロジェクションマッピング演技多軸ロボティクスの操作と3Dプリンティング

Arduinoでの電子工作

GSDで出会った仲間 環境高性能ファサード

Copenhagenでの表彰（設計競技２等受賞）

留学体験記：竹中 祐人
入社６年目留学
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建
築
の
デ
ザ
イ
ン
手
法
を
学
ぶ
た
め
の
デ
ン
マ
ー
ク
留
学

―

事
務
所
と
北
欧
社
会
か
ら
学
ん
だ
人
間
ら
し
い
暮
ら
し―

D
A

YS IN
 SCH

M
ID

T H
A

M
M

ER LA
SSEN

M
A

I N
A

KA
N

O

建
築
の
デ
ザ
イ
ン
手
法
を
学
ぶ
た
め
の
デ
ン
マ
ー
ク
留
学

米
国
留
学
で
学
ん
だ
設
計
ア
プ
ロ
ー
チ
と

現
地
で
の
豊
か
な
交
流

D
A

YS IN
 TH

O
RN

TO
N

 TO
M

A
SETTIA

N
D

 N
EW

 YO
RK

YO
SH

IA
KI IKEJIRI

模型や手書きも併用して図面化を進める

コンペ取り組み中は、毎日のように打合をする

事務所は季節もので飾り付けられています米国各地の清水建設の皆さんとも積極的に交流 年に 1度の全社カンファレンス

解析モデルの一例

米国エンジニア資格取得

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

に
あ
る「SCHM

IDT HAM
M

ER LASSEN

（
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
ハ
マ
ー
・
ラ
ッ
セ
ン
、以
下

Ｓ
Ｈ
Ｌ
）」事
務
所
に
１
年
間
企
業
留
学
し
ま

し
た
。新
入
社
員
の
と
き
か
ら
留
学
に
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、チ
ャ
ン
ス
を
得
ら

れ
た
と
き
、自
分
で
探
し
た
留
学
先
か
ら
受

け
入
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
き

は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｌ
は
、デ
ン
マ
ー
ク
と
中
国
に
計
３

拠
点
を
持
っ
て
い
る
事
務
所
で
、コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
が
メ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
、約
１
０
０
名
の

規
模
。30
カ
国
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
す

る
多
国
籍
な
事
務
所
で
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｌ
で
は
、特
定
の
部
署
や
グ
ル
ー
プ

が
存
在
せ
ず
、早
い
と
き
は
1.
5
ヵ
月
程
度

で
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
移
行
す
る
、と
い
う

ス
タ
イ
ル
で
す
。そ
の
た
め
私
は
１
年
間
で
、

基
本
設
計
段
階
を
２
件
、コ
ン
ペ
を
３
件
担

当
し
、毎
回
違
う
メ
ン
バ
ー
と
、異
な
る
用
途

の
建
物
の
設
計
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。コ
ン
ペ
も
短
い
期
間
で
少
人
数
。毎
日
複

数
案
の
デ
ザ
イ
ン
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
出
し
な

が
ら
頻
度
の
高
い
打
合
を
行
う
こ
と
で
、ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
意
思
決
定
し
ま
す
。Ｓ
Ｈ
Ｌ
で

は
、コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
読
み
込
み
方
か
ら
、チ
ー

ム
づ
く
り
ま
で
、デ
ザ
イ
ン
を
デ
ベ
ロ
ッ
プ
さ

せ
る
手
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
、清
水

建
設
で
実
践
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
を
デ
ベ
ロ
ッ
プ
す
る
手
法

　
な
ぜ
デ
ン
マ
ー
ク
は
幸
福
度
や
競
争
力
が

高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か
、事
務
所
の
人

や
街
の
様
子
を
眺
め
て
い
る
と
少
し
ず
つ
見

え
て
き
た
の
は
、「
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
方
」

で
す
。生
き
物
と
し
て
喜
び
を
感
じ
る
過
ご

し
方
、空
間
づ
く
り
の
知
恵
が
様
々
な
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
し
た
。新
し
い
も
の
や
豪
華
な

も
の
に
価
値
を
感
じ
る
の
で
は
な
く
、日
の

光
を
浴
び
て
、家
族
や
友
人
と
自
然
を
喜
び

合
う
文
化
は
、こ
れ
か
ら
の
生
き
方
や
働
く

意
義
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。デ
ン
マ
ー

ク
の
人
た
ち
か
ら
学
ん
だ
新
し
い
価
値
観
を

自
分
の
生
活
に
落
と
し
込
み
、人
間
ら
し
く

過
ご
せ
る
空
間
を
提
案
で
き
る
設
計
者
を
目

指
し
ま
す
。

人
間
ら
し
い
暮
ら
し

SCHMIDT HAMMER LASSEN
留学体験記：中野 舞

Ｎ
Ｙ
の「Thornton Tom

asetti（
以
下

Ｔ
Ｔ
）」と
い
う
構
造
設
計
事
務
所
に
1
年
間

企
業
留
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。入
社
時
か

ら
海
外
に
出
た
い
と
言
い
続
け
て
い
た
の
で

決
定
し
た
時
は
遂
に
来
た
！
と
い
う
気
持
ち

で
し
た
。コ
ロ
ナ
の
流
行
直
前
に
一
度
渡
米

し
ま
し
た
が
無
念
の
帰
国
を
経
て
、３
年
越

し
に
留
学
が
実
現
し
ま
し
た
。Ｔ
Ｔ
は
ア
メ

リ
カ
を
中
心
に
全
世
界
に
50
以
上
の
拠
点
を

持
ち
１
８
０
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。本
社
が
Ｎ
Ｙ
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、様
々
な
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
て
、ほ
と
ん

ど
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
。留
学
中
は
Ｎ
Ｙ
に

あ
る
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
と
実
施
設

計
を
中
心
に
携
わ
り
、実
際
に
ど
の
よ
う
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
か
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。米
国
で
は
地
震
力

が
非
常
に
小
さ
い
た
め
、耐
震
設
計
が
求
め
ら

れ
な
い
建
物
の
設
計
を
で
き
た
こ
と
は
と
て

も
新
鮮
で
日
本
で
は
得
難
い
経
験
で
し
た
。

１
年
間
Ｔ
Ｔ
で
過
ご
し
て
一
番
印
象
に

残
っ
た
の
は
物
事
の
重
要
な
事
を
見
極
め
、そ

の
検
証
に
集
中
す
る
と
い
う
彼
ら
の
姿
勢
で

し
た
。構
造
計
画
に
お
い
て
も
何
が
重
要
で

あ
る
か
を
見
極
め
、周
辺
の
要
素
を
削
ぎ
落

し
て
い
き
、核
と
な
る
部
分
に
対
し
て
深
く
検

証
し
て
い
く
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
今
後
の
業

務
で
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
が
重
要
か
を
問
い
続
け
る
姿
勢

　
オ
フ
ィ
ス
は
と
て
も
オ
ー
プ
ン
で
笑
顔
に

溢
れ
た
雰
囲
気
が
あ
り
、業
務
以
外
に
も
社

員
同
士
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。色
々
な
人
が
話
し
掛
け
て

く
れ
て
、と
て
も
馴
染
み
や
す
い
職
場
で
し

た
。ま
た
、米
国
各
地
に
あ
る
清
水
建
設
の
拠

点
や
現
場
も
訪
れ
、日
本
で
は
得
ら
れ
な
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
現
地
の
リ
ア
ル
な
話
を
聞
く
こ
と

で
留
学
先
と
は
別
の
視
点
か
ら
米
国
へ
の
理

解
が
深
ま
り
ま
し
た
。こ
の
１
年
間
は
米
国

を
味
わ
い
尽
く
す
と
決
め
て
週
末
を
利
用

し
、様
々
な
場
所
を
訪
れ
ま
し
た
。各
地
で
多

種
多
様
な
人
々
や
文
化
に
触
れ
、日
本
を
外

か
ら
見
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。留
学
先
の
業
務
と
両
立
し
な
が
ら
米
国

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
資
格
も
取
得
し
、と
て
も
刺

激
的
で
有
意
義
な
１
年
間
に
な
り
ま
し
た
。

米
国
に
フ
ル
コ
ミ
ッ
ト
し
た
１
年
間

Thornton Tomasetti
留学体験記：池尻 佳朗

入社12年目留学入社10年目留学
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２
０
２
３
年
度
日
本
建
築
学
会
技
術
部
門
設
計
競
技

―
 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
を
実
現
す
る「
新
し
い
」環
境
建
築
コ
ン
セ
プ
ト ―

A
IJ CO

M
PETITIO

Nカ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
を
実
現
す
る「
新
し
い
」環
境
建
築
コ
ン
セ
プ
ト ―

KAZUKI HINO
 / TATSURO

 TO
M

IYASU / KEITARO
 O

NISHI / TO
M

O
AKI M

URATA / KAZUYA NAKAGAM
I / SHIO

RI IM
ANISHI / TATSUHIKO

 SANO
SHUHEI O

HTA / NO
ZO

M
U TANUSHI / TAKUM

A AZAM
I / ITSUKI ETO

 / RIKO
 AM

M
A / TAKAHISA SAKAI / KO

SAI ITO
 / AKIHO

 KITO
   

雨水・生成水を
一時保有するための貯留槽
夜間に製氷、日中冷却水利用

地下水・井水利用

集水・保水
する水膜

生態系保全に
寄与する膜面緑化

膜を支え
水を運ぶ
水足場

排熱を利用した
結露水集水システム

循環する水を貯める
屋上貯留水槽

日射を拡散
させる水膜

外装付加による
ビル風の低減

打水効果による
ヒートアイランド低減

余剰床の減築

風を取込みながら
気化による熱除去

地下水・井水利用

生態系保全に
寄与する膜面緑化

水膜と緑化による
アクティビティの創出

集水・保水
する水膜

膜を支え
水を運ぶ
水足場

排熱を利用した
結露水集水システム

d 　 雨 水 と 結 露 水 を 集 水 す る 水 膜 e 　 膜 を 支 え 水 を 運 ぶ 水 足 場

1,500

3,000

3,500

CON

＜水足場と水膜＞ ＜水足場構成図＞ ＜ジョイント部＞ ＜緑化イメージ＞＜構成イメージ＞

b 　 水 膜 の 環 境 効 果 c 　 保 水 す る 仕 組 み ～ ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト ～

スラブ解体 ポーラス CON 環境を創る

植生する

■廃材から生まれる環境装置
■システムダイアグラム

＜断面イメージ＞

CON

25
回
目
と
な
る
今
回
の
技
術
部
門
設
計
競

技
で
は
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
を

実
現
す
る『
新
し
い
』環
境
建
築
コ
ン
セ
プ

ト
」と
題
し
て
技
術
提
案
が
募
集
さ
れ
ま
し

た
。断
熱
強
化
や
高
効
率
機
器
の
導
入
な
ど

従
来
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
推
進
に
と
ど

ま
ら
な
い
、魅
力
的
な「
新
し
い
」環
境
建
築

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
求
め
ら
れ
た
コ
ン
ペ
で

す
。設
計
部
の
若
手
有
志
２
チ
ー
ム
、計
16
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ン
ペ
概
要

　
２
・
５
・
６
年
生
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は

合
計
９
名
で
、Ｄ
Ｅ
Ｗ
委
員
か
ら
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
で
有
志
募
集
し
チ
ー
ム
を
組
み
ま
し

た
。参
加
メ
ン
バ
ー
は
名
古
屋
支
店
や
出
張
、

在
宅
と
い
っ
た
よ
う
に
な
か
な
か
全
員
で

集
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、ア
プ
リ
を
活
用
し
業
務
の
す
き
間

時
間
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。（
冨
安
）

２
・
５
・
６
年
生
チ
ー
ム

　
私
た
ち
の
提
案
内
容
は
、環
境
資
源「
水
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
環
境

装
置
に
変
換
す
る
仕
組
み
で
す
。今
回
の
参

加
メ
ン
バ
ー
で
集
ま
っ
た
際
に
、コ
ン
セ
プ
ト

案
を
持
ち
寄
り
決
め
て
い
ま
す
。

　
水
を
集
め
・
運
び
・
貯
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
水
を
循
環
さ
せ
、水
が
も
た
ら
す
様
々
な

環
境
効
果
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。既
存
建
物
に
対
し
て
外
皮
・
環
境
装
置

を
付
加
し
、再
編
す
る
提
案
で
す
。

　
週
１
回
ペ
ー
ス
程
度
で
打
合
せ
を
行
い
、

提
案
書
を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
が
、各
自

水
に
関
わ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
集
め
共
有
・
発

表
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
、様
々
な
視
点
・
気
づ

き
が
あ
り「
楽
し
い
」検
討
で
し
た
。

今
回
若
手
有
志
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
こ

と
で
、自
由
且
つ
自
発
的
な
意
見
交
換
・

検
討
作
業
・
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
で

き
、非
常
に
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。（
冨
安
）

水
の
循
環
に
よ
る
都
市
の
再
編

冨安 達朗
入社6年目担当 意匠設計

日野 一貴
入社6年目担当 意匠設計

佐野 達彦
入社6年目担当 構造設計

村田 知謙
入社5年目担当 意匠設計

大西 慶太郎
入社5年目担当

意匠設計

太田 修平
入社5年目担当

設備設計

今西 志織
入社2年目担当 意匠設計

中上 和哉
入社2年目担当 意匠設計

資
材「
余
命
」を
商
品
化
す
る
　

　
　
リ
ユ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
提
案

　
本
提
案
で
は
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
た
め
に
、全
て
の
建
物
に
眠
る
建
築
資
材

の「
余
命
」に
着
目
し
ま
し
た
。建
物
解
体
時

に
は
、実
は
ほ
ぼ
手
を
加
え
る
こ
と
な
く

そ
の
ま
ま
再
使
用
が
可
能
な
資
材
が
あ
り
ま

す
が
、現
在
の
建
築
生
産
に
お
い
て
リ
ユ
ー

ス
が
普
及
し
な
い
背
景
に
は
、そ
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
作
り
が
不
足
し
て
い
る
の
だ
と
考

え
ま
し
た
。そ
こ
で
、建
築
物
の
解
体
側
が

売
り
手
、新
築
側
が
買
い
手
と
な
っ
て
リ

ユ
ー
ス
可
能
な
資
材
を「
商
品
」と
し
て
売
買

す
る
リ
ユ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト”Re-ARC”

を

提
案
し
、そ
れ
ら
を
運
営
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
考
案
し
ま
し
た
。（
坂
井
）

３
年
生
チ
ー
ム
で
の
挑
戦
　
　
　

　
　
　
　
　

　
我
々
の
チ
ー
ム
は
有
志
で
集
ま
っ
た
入
社

３
年
目
の
同
期
７
名
で
こ
の
コ
ン
ペ
に
挑
み

ま
し
た
。全
員
が
同
期
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
固

い
団
結
力
を
発
揮
し
、他
の
プ
ロ
パ
ー
の
分

野
に
つ
い
て
も
無
知
を
恐
れ
ず
意
見
を
ぶ
つ

け
合
い
、よ
り
良
い
提
案
を
目
指
し
て
切
磋

琢
磨
し
合
い
ま
し
た
。ま
た
、コ
ン
ペ
終
了
後

に
は
、提
案
内
容
に
強
く
関
心
を
持
っ
て
く

だ
さ
る
方
々
と
部
署
を
越
え
た
交
流
が
生
ま

れ
、同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
仲
間
が
数
多
く

い
る
こ
と
に
更
な
る
発
展
の
可
能
性
を
感
じ

ま
し
た
。（
田
主
）

ア
プ
リ
を
軸
に
資
材
リ
ユ
ー
ス
を

　
　
　

み
ん
な
に
と
っ
て
身
近
に

Re-ARC

の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、現
代
の

私
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
ア
プ
リ
を
軸

に
考
え
ま
し
た
。解
体
〜
リ
ユ
ー
ス
の
流
れ

を
、出
品
・
購
入
・
配
送
の
ス
テ
ッ
プ
に
沿
っ

て
ア
プ
リ
が
ア
シ
ス
ト
。街
の
余
剰
モ
ビ
リ

テ
ィ
も
サ
イ
ク
ル
に
組
み
込
む
こ
と
で
都
市

全
体
で
リ
ユ
ー
ス
を
促
進
し
ま
す
。ま
た
、こ

う
し
たRe-ARC

の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ

ス
を
計
画
し
、余
っ
た
建
築
資
材
の
ス
ト
ッ

ク
・
販
売
を
行
う
場
や
、リ
ユ
ー
ス
材
を
活

用
し
た
デ
ィ
テ
ー
ル
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
、

D
I
Y
技
術
の
レ
ク
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、

Re-ARC

の
情
報
と
人
々
を
繋
ぐ
拠
点
と

し
て
機
能
し
ま
す
。（
田
主
）

Material Relay in a City
情報連携により資材「余命」を商品化するリユースマーケット “Re-ARC” の提案

田主 望
入社3年目担当 意匠設計

坂井 高久
入社3年目担当 構造設計

坂井 高久
入社3年目担当 構造設計

浅見 拓馬
入社3年目担当 意匠設計

浅見 拓馬
入社3年目担当 意匠設計

伊藤 滉彩
入社3年目担当 設備設計入社3年目担当 設備設計

安間 理子
入社3年目担当 意匠設計

入社3年目担当 意匠設計
江頭 樹

入社3年目担当 意匠設計
江頭 樹

入社3年目担当 意匠設計

鬼頭 秋帆
入社3年目担当 設備設計

水を纏う
ー水の循環による都市の再編ー

佳作入賞佳作入賞

88
vol.83

89
vol.83



日
本
免
震
構
造
協
会
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
で
優
秀
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受
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１
本
ず
つ
ま
ち
に
植
え
よ
う

　免
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の
守
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清
水
建
設
構
造
設
計
部
１
３
０
年
の
歴
史
に
お
い
て
、多
様
化
・
進
化
さ
せ
て
き
た

組
織
・
人
・
技
の
遺
伝
子
を
、構
造
設
計
者
の
挑
戦
・
想
い
と
と
も
に
世
界
へ
発
信

SH
IM
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 STRU
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L D
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N

 ~G
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ERSITY~

YU
SU

KE M
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G
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M
O

YU
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A
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１
３
０
年
の
歴
史
に
お
い
て
、多
様
化
・
進
化
さ
せ
て
き
た

組
織
・
人
・
技
の
遺
伝
子
を
、構
造
設
計
者
の
挑
戦
・
想
い
と
と
も
に
世
界
へ
発
信

ドライミスト

太陽光発電膜

梢 Treetop 建物と守木を接続

枝 Branch：地震エネルギーを伝達

免震装置免震リング

葉 Leaf ：環境・防災性能を向上

:

幹 Trunk : 地震エネルギーを吸収

・透過性ある太陽光発電膜で構成
  災害時の電力供給も担う

・膜で集水し、木のまわりに貯水
  植栽の灌水や災害時の雑用水として活用

・多方面に広がり守木と既存建物、
  守木の間を繋ぐ面を構成

・既存建物に入力した地震エネルギーを
  「幹」へと伝達

・守木の間は「枝」により一体で性能を発揮

・既存建物の構造躯体と複数の点で接続
・既存建物の地震エネルギーを点から線へ      
  そして面である「枝」へ伝達

・高い剛性を有した"剛レイヤー"と
  エネルギーを吸収する"柔レイヤー"の
  積み重なりで構成

・「枝」を介して伝達されるエネルギーを
  「幹」が柔軟に揺れ動くことで既存建物の
  揺れを低減

各層に小さい免震装置を
リング状に配置して
”柔レイヤー”を構成する
ことで地震エネルギーを

効率的に吸収
根 Root: 守木を支持
・群杭のように地盤を掴んで「守木」を支持
・地中に張った根が地盤を締め固めることで
  液状化リスクを軽減

強い日射を軽減

膜が雨を集水
植栽やトイレの水源として活用

植物の育成に
雨水利用

災害時の
非常用電源に利用

木漏れ日空間が
賑わいの場になる

植栽や貯水による気化熱で
都市のヒートアイランドを低減

雨水は免災の守木の
足元の池に貯水

強風時の
防風の役割を担う

〇
質点（剛レイヤー）

〇
剛性・減衰

（柔レイヤー）

既存守木既存

既存建物の層間変形を小さくする
最適な守木ケース

質量・剛性・減衰の組合せ 500 ケースの守木に対し地震波 2 波の時刻歴応答解析を実施

地震波２波に対する各守木ケースにおける
既存建物の層間変形のプロット

負
担

エ
ネ

ル
ギ

ー

層
間

変
形

守木：50%

既存建物：50%

外付け型として
既存建物のそばに設置可能

小型の免震装置を積層し、
既存建物の地震時の負担を最大 50% 低減

建物だけでなく、高速道路等の
インフラにも対応可能

建物やまち、道路の規模に合わせて
大小さまざまな免災の守木を植える

１本ずつ免災の守木を植えることで
まち全体に安全と賑わいをもたらす

守木が約50%負担層間変形最大50%軽減

既存建物のみ

既存建物+守木

既存のまちなみは建物が密集
一つが倒れると周辺に影響を及ぼす

通常の免震構造は新築時の採用が一般的
既存建物への導入はハードルが高い

1 本ずつ まちに植えよう
も　り　ぎ

剛レイヤー 柔レイヤー

既存建物に入力された
エネルギーを
免災の守木に伝える

既
存
建
物

既
存
建
物

構造システム 解析モデル

免災の守木が連なるまちなみ

免災の守木が連なるまちなみ　平面イメージ

幹線道路
緊急輸送道路

＝

免災の守木

中高層の建物が並ぶまちなみ

守木 1 ケースのプロット

我が国において、いわゆる「まちの中心」と呼ばれるエリアの「まちなみ」を形成するのは

隣のビルに互いの壁を接するように密集して建つ、中高層の建物群。

地震時に１つの建物が倒壊すれば、周辺建物にも危険を及ぼす。

「まちの中心」を通る幹線道路は、災害時の緊急輸送道路であり、

被災は都市全体の災害活動の支障にもつながる。

免震構造の大規模建物だけが、地震時に安全であったとしても

都市活動の継続には、まち全体の機能維持が不可欠である。まち全体が災害から免れるようにしたい。

ただ、既存建物への免震機能の追加は容易ではない。

この点が、免震装置の普及やまち全体の安全性向上の課題だと考える。

他方、体温を超える気温や増加する暴風雨、甚大化する都市の災害

地震だけではなく様々な災害からまちを守れる装置＝免災装置が

永続的なまちの賑わいを生み出すには必要ではないか。

「免災の守木」が、少しずつ葉や枝を広げ、建物やまち、そして人々の生活を災害から守る。

樹木を一本ずつ植えるように「免災の守木」を増やし

時の経過とともに、まち全体が災害から免れ、安らぎと賑わいが都市空間に広がることを願う。 

まちに賑わいを生み出す「免災の守木」の構成・役割

・既存建物にとって質量・剛性・減衰の組合せが最適な守木では、   層間変形と負担エネルギーが約 50% 低減できる
・守木は接続する既存建物に合わせて免震性能を調整可能
・2 棟の既存建物を 1 つの守木に接続した場合で検証

既存建物に免震性能を付加するには、一度建物を持ち上げるなどの大規模な工事が必要であった。
建物・まち・道路の規模に合わせ、既存の建物を持ち上げなくても、免災の守木を寄り添わせて安全性を向上。
免災の守木を植えることで、既存建物の地震時の負担を 50% 低減。

１本ずつまちに植えることで 地震時の安全性を向上（守木が地震力 50% を負担）

災害時に必要となる電力や雑用水（WC 洗浄水）を、集水機能をもつ透過性太陽光発電膜で生み出す。
中高層の建物が並ぶ緊急輸送道路周辺の安全性を向上させ、災害に強い都市インフラを構築する。

災害時に電力・水を供給する防災装置としてまちに貢献

甚大化する台風の被害や灼熱化する日射をやわらげ、木漏れ日に包まれた憩いの場をつくることで、まちに賑わいを創出する。
集水した雨水を濾過し超微細な霧状噴霧を出すことで，気化熱効果により外気を冷却する。植栽の灌水用水源としても活用。

過酷な外部環境をやわらげる憩いの場となり 人々のアクティビティを活性化

免災の守木により既存建物の層間変形と負担エネルギーを最大 50% 低減

まちに一本ずつ免災の守木が増え

 建物や人々の生活を支えていく

そして より多くの人々の活発な活動を促進し

 賑わい空間が広がっていく

ドライミスト

太陽光発電膜

梢 Treetop 建物と守木を接続

枝 Branch：地震エネルギーを伝達

免震装置免震リング 免震装置

葉 Leaf ：環境・防災性能を向上

:

幹 Trunk : 地震エネルギーを吸収

・透過性ある太陽光発電膜で構成
  災害時の電力供給も担う

・膜で集水し、木のまわりに貯水
  植栽の灌水や災害時の雑用水として活用

・多方面に広がり守木と既存建物、
  守木の間を繋ぐ面を構成

・既存建物に入力した地震エネルギーを
  「幹」へと伝達

・守木の間は「枝」により一体で性能を発揮

・既存建物の構造躯体と複数の点で接続
・既存建物の地震エネルギーを点から線へ      
  そして面である「枝」へ伝達

・高い剛性を有した"剛レイヤー"と
  エネルギーを吸収する"柔レイヤー"の
  積み重なりで構成

・「枝」を介して伝達されるエネルギーを
  「幹」が柔軟に揺れ動くことで既存建物の
  揺れを低減

各層に小さい免震装置を
リング状に配置して
”柔レイヤー”を構成する
ことで地震エネルギーを

効率的に吸収
根 Root: 守木を支持
・群杭のように地盤を掴んで「守木」を支持
・地中に張った根が地盤を締め固めることで
  液状化リスクを軽減

・地中に張った根が地盤を締め固めることで

強い日射を軽減

膜が雨を集水
植栽やトイレの水源として活用

植物の育成に
雨水利用

災害時の
非常用電源に利用

木漏れ日空間が
賑わいの場になる

植栽や貯水による気化熱で
都市のヒートアイランドを低減

雨水は免災の守木の
足元の池に貯水

強風時の
防風の役割を担う

〇
質点（剛レイヤー）

〇
剛性・減衰

（柔レイヤー）

既存守木既存

既存建物の層間変形を小さくする
最適な守木ケース

質量・剛性・減衰の組合せ 500 ケースの守木に対し地震波 2 波の時刻歴応答解析を実施

地震波２波に対する各守木ケースにおける
既存建物の層間変形のプロット

負
担

エ
ネ

ル
ギ

ー

層
間

変
形

守木：50%

既存建物：50%

外付け型として
既存建物のそばに設置可能

小型の免震装置を積層し、
既存建物の地震時の負担を最大 50% 低減

建物だけでなく、高速道路等の
インフラにも対応可能

建物やまち、道路の規模に合わせて
大小さまざまな免災の守木を植える

１本ずつ免災の守木を植えることで
まち全体に安全と賑わいをもたらす

守木が約50%負担層間変形最大50%軽減

既存建物のみ

既存建物+守木

既存のまちなみは建物が密集
一つが倒れると周辺に影響を及ぼす

通常の免震構造は新築時の採用が一般的
既存建物への導入はハードルが高い

1 本ずつ まちに植えよう
も　り　ぎ

剛レイヤー 柔レイヤー

既存建物に入力された
エネルギーを
免災の守木に伝える

既
存
建
物

既
存
建
物

構造システム 解析モデル

免災の守木が連なるまちなみ

免災の守木が連なるまちなみ　平面イメージ

幹線道路
緊急輸送道路

＝

免災の守木

中高層の建物が並ぶまちなみ

守木 1 ケースのプロット

まちに賑わいを生み出す「免災の守木」の構成・役割

・既存建物にとって質量・剛性・減衰の組合せが最適な守木では、   層間変形と負担エネルギーが約 50% 低減できる
・守木は接続する既存建物に合わせて免震性能を調整可能
・2 棟の既存建物を 1 つの守木に接続した場合で検証

既存建物に免震性能を付加するには、一度建物を持ち上げるなどの大規模な工事が必要であった。
建物・まち・道路の規模に合わせ、既存の建物を持ち上げなくても、免災の守木を寄り添わせて安全性を向上。
免災の守木を植えることで、既存建物の地震時の負担を 50% 低減。

１本ずつまちに植えることで 地震時の安全性を向上（守木が地震力 50% を負担）

災害時に必要となる電力や雑用水（WC 洗浄水）を、集水機能をもつ透過性太陽光発電膜で生み出す。
中高層の建物が並ぶ緊急輸送道路周辺の安全性を向上させ、災害に強い都市インフラを構築する。

災害時に電力・水を供給する防災装置としてまちに貢献

甚大化する台風の被害や灼熱化する日射をやわらげ、木漏れ日に包まれた憩いの場をつくることで、まちに賑わいを創出する。
集水した雨水を濾過し超微細な霧状噴霧を出すことで，気化熱効果により外気を冷却する。植栽の灌水用水源としても活用。

過酷な外部環境をやわらげる憩いの場となり 人々のアクティビティを活性化

免災の守木により既存建物の層間変形と負担エネルギーを最大 50% 低減

まちに一本ずつ免災の守木が増え

 建物や人々の生活を支えていく

そして より多くの人々の活発な活動を促進し

 賑わい空間が広がっていく
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既存建物に免震性能を付加するには、一度建物を持ち上げるなどの大規模な工事が必要であった。
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災害時に必要となる電力や雑用水（WC 洗浄水）を、集水機能をもつ透過性太陽光発電膜で生み出す。
中高層の建物が並ぶ緊急輸送道路周辺の安全性を向上させ、災害に強い都市インフラを構築する。

災害時に電力・水を供給する防災装置としてまちに貢献

甚大化する台風の被害や灼熱化する日射をやわらげ、木漏れ日に包まれた憩いの場をつくることで、まちに賑わいを創出する。
集水した雨水を濾過し超微細な霧状噴霧を出すことで，気化熱効果により外気を冷却する。植栽の灌水用水源としても活用。

過酷な外部環境をやわらげる憩いの場となり 人々のアクティビティを活性化

免災の守木により既存建物の層間変形と負担エネルギーを最大 50% 低減

まちに一本ずつ免災の守木が増え

 建物や人々の生活を支えていく

そして より多くの人々の活発な活動を促進し

 賑わい空間が広がっていく

　
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
、街
や
暮
ら

し
は
少
し
ず
つ
災
害
へ
の
備
え
を
蓄
え
て
き

ま
し
た
が
、強
く
安
全
な
街
が
実
現
し
て
も
、

そ
れ
だ
け
で
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。日
本
免
震
構
造
協
会

創
立
30
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
コ

ン
ペ
で
は
、免
震
構
造
の
利
点
を
生
か
し
、安

全
・
安
心
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な「
に
ぎ
わ
い

の
街
・
安
心
な
く
ら
し
」を
提
案
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
我
々
の
提
案
は
、木
を
植
え
る
よ
う
に
街

に
１
本
ず
つ
免
震
装
置
を
増
や
し
、街
全
体

の
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
、こ
の
免
震
装
置

を
基
盤
と
し
て
、地
震
以
外
の
様
々
な
災
害

か
ら
街
を
守
り
、人
々
が
い
つ
で
も
安
全
・

安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る「
免
災

の
守
木
」に
よ
る
環
境
づ
く
り
で
す
。

　
既
存
建
物
を
免
震
化
す
る
場
合
、従
来
の

免
震
装
置
で
は
建
物
を
持
ち
上
げ
た
り
設
備

の
免
震
対
応
を
付
加
す
る
な
ど
多
大
な
労
力

を
要
し
ま
す
。そ
こ
で
、既
存
建
物
の
隣
に

「
免
災
の
守
木
」を
植
え
、既
存
建
物
へ
の
影

響
を
抑
え
つ
つ
建
物
の
地
震
力
を
最
大
50
％

負
担
し
、層
間
変
形
を
軽
減
さ
せ
る
提
案
を

し
ま
し
た
。ま
た
、「
免
災
の
守
木
」を
並
木
の

よ
う
に
植
え
る
こ
と
で
街
全
体
の
安
全
性
、

都
市
の
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
維
持
に
も
繋
が
り

ま
す
。さ
ら
に
は
木
洩
れ
日
空
間
に
よ
る
日

射
や
強
風
の
軽
減
に
よ
る
都
市
環
境
の
改

善
、人
々
の
憩
い
の
場
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
で
街
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
活
性
化
、発

電
や
雨
水
貯
留
機
能
に
よ
る
防
災
機
能
の
向

上
な
ど
の
効
果
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
チ
ー
ム
内
で
議
論
を
進
め
る
中
で
、「
に
ぎ

わ
い
の
街
」と「
免
震
構
造
の
利
点
」を
繋
げ

る
こ
と
、「
こ
れ
ま
で
に
な
い
免
震
」と「
実
現

性
」と
の
両
立
に
苦
悩
し
ま
し
た
。議
論
を
重

ね
た
結
果
、最
初
は
１
本
か
ら
始
ま
り
、将
来

的
に
は
都
市
的
ス
ケ
ー
ル
で
展
開
で
き
る
可

能
性
を
持
ち
、か
つ
、５
０
０
ケ
ー
ス
の
構
造

解
析
結
果
に
よ
り
安
全
性
が
裏
付
け
さ
れ
た

こ
の「
免
災
の
守
木
」が
よ
い
と
意
見
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。構
造
検
討
・
最
適
化
検
討
か

ら
パ
ー
ス
作
成
ま
で
、メ
ン
バ
ー
各
々
の
得

意
分
野
を
活
か
し
つ
つ
楽
し
く
提
案
を
し
た

結
果
、優
秀
賞
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
山
森
・
櫻
木
）

免
災
の
守
木

JSSI 30TH ANNIVERSARY IDEA COMPETITION
日本免震構造協会創立30周年記念事業  免震構造アイデアコンペ

「免震で変わる！ にぎわいの街・安心なくらし」

大江 諭史嶋田 伊織 入社７年目担当 DDC入社13年目担当 DDC

塚本 浩渡邉 美土里 入社10年目担当 DDC入社15年目担当 DDC

中上 和哉林 哲朗 入社３年目担当 意匠設計入社３年目担当 構造設計

川地 美代子櫻木 健司 入社５年目担当 意匠設計入社７年目担当 構造設計

山森 久武佐々木 由美 入社６年目担当 意匠設計入社15年目担当 構造設計

端野 亮一田中 初太郎 入社25年目担当 意匠設計入社28年目担当 構造設計

本
展
示
会
で
は
、多
く
の
方
々
に
シ
ミ
ズ

の
構
造
設
計
と
構
造
設
計
者
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、一
緒
に
新
し
い
も
の
を
創

り
出
し
て
い
く
き
っ
か
け
を
生
み
出
す
と
と
も

に
、未
来
の
シ
ミ
ズ
を
背
負
っ
て
立
つ
人
財
に

働
き
か
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
生
物
に
お
け
る「
遺
伝
的
多
様
性
」は
、さ
ま

ざ
ま
な
環
境
変
化
に
対
す
る
種
の
保
全
の
た

め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
同
時
に
、変
異

の
蓄
積
か
ら
進
化
に
つ
な
が
る
要
因
で
も
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
構
造
設
計

展
は
、私
達
が
遺
伝
子
と
し
て
受
け
継
い
で
き

た
マ
イ
ン
ド
や
技
術
と
と
も
に
、現
在
の
進
化

と
新
し
い
価
値
創
造
へ
の
情
熱
を
皆
さ
ま
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

シ
ミ
ズ
の
構
造
設
計
の
進
化
の
歴
史
と

現
在
の
最
新
技
術
を
伝
え
る
と
と
も
に
、最
前

線
で
活
躍
し
て
い
る
今
の
若
手
設
計
者
が
、

何
を
考
え
何
を
目
指
し
て
い
る
か
、そ
の
想
い

を
発
信
し
ま
し
た
。

　
会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、若
手
構
造

設
計
者
と
Ｙ
Ｓ
Ｄ
山
田
憲
明
先
生
と
の
座
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。木
質
建
築
で
多
様
な

作
品
を
生
み
出
し
て
い
る
山
田
先
生
と
設
計

に
対
す
る
姿
勢
や
思
い
を
率
直
に
語
り
合

い
、設
計
の
楽
し
さ
を
共
有
す
る
と
と
も
に

大
き
な
刺
激
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
期
中
は
、１
５
０
０
名
を
超
え
る
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
達
の
取
り

組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
若
手

が
中
心
と
な
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
き
活
き

と
進
め
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
」、「
進
化
の

過
程
で
細
分
化
さ
れ
た
も
の
が
再
び
組
み
合

わ
さ
っ
て
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
て
い
る
」

な
ど
の
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。構
造

設
計
展
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
方
に
私
達
の

想
い
が
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
後
の

展
開
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
宮
城
・
稲
葉
）

山
田
憲
明
先
生
と
の
座
談
会

シミズの構造設計展  遺伝的多様性
会期：令和5年10月24日~11月9日

会場：清水建設本社2階 及び 公式 YouTube

山田憲明先生と若手設計者の座談会

実行委員会メンバーとゲストの山田先生

展
示
内
容

来
場
さ
れ
た
方
々
か
ら
の
反
響

シ
ミ
ズ
の
構
造
の
歴
史
と
進
化
を

系
譜
と
ア
ー
カ
イ
ブ
で
紹
介

①
構
造
設
計
の
系
譜

若
手
設
計
者
の
構
造
設
計
に
か
け
る
想
い
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
紹
介
　

②
若
手
設
計
者
の
挑
戦

進
化
を
続
け
る
最
先
端
技
術
を
紹
介

③
構
造
技
術
の
最
先
端
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かほく市総合体育館
建築主　：かほくPFI アリーナ株式会社（SPC）
主要用途：体育館
意匠設計：稲場 万鎖夫・岡山 英樹・吉村 環紀
構造設計：山岸 俊之・靖本 夏紀・穐山 貴志・油野 登梧
設備設計：山崎 ひとみ・富越 大介・原田 千聡
電気設計：中澤 公彦・澤田 彰・笹部 和代
プロポーザル：原田 毅・渡邉 美土里
設計 JV：株式会社山岸建築設計事務所
インテリアデザイン（スポーツモール基本設計）：
フィールドフォー・デザインオフィス　赤澤 知也
サインデザイン：株式会社 OK デザイン室　大内 かよ・長谷部 宥美
敷地面積：45,152.39 ㎡
建築面積： 5,955.09 ㎡
延床面積： 8,837.72 ㎡
構　造　：S 造
規　模　：地上２階
竣工年　：2024 年
所在地　：石川県かほく市浜北イ 19－1

ヤマサ醤油株式会社 東京支社
建築主　：ヤマサ醤油株式会社
主要用途：事務所
意匠設計：加藤 均・五寶 智美・兵藤 功治・中川 慎也・吉田 聖
構造設計：久保山 寛之・庄司 裕明・中神 陽平・板原 奎樹
設備設計：佐藤 啓明・光本 ゆり
電気設計：宮本 和明・馬込 仁総
エントランスデザイン：フィールドフォー・デザインオフィス
　　　　　　　　　　並木 良一・徐 知延
敷地面積： 1,240.67 ㎡
建築面積：1,091.06 ㎡
延床面積：6,162.49 ㎡
構　造　：S 造（一部 CFT 造）
規　模　：地上７階
竣工年　：2024 年
所在地　：東京都中央区日本橋蛎殻町一丁目 23 番 8 号

キオクシア横浜テクノロジーキャンパスFlagship棟
建築主　：横浜大船特定目的会社（キオクシア株式会社）
主要用途：事務所・研究所
意匠設計：野村 啓一・小玉 欽也・梅澤 力・井原 直・山本 大地・
　　　　　クスマティカ
構造設計：小前 健太郎・見分 一郎・髙倉 正幸
設備設計：片平 義和・中村 哲也・岩田 成美
電気設計：小田部 信彦・川口 学・小西 優斗・木津 佑太
ゲストエリアデザイン：フィールドフォー・デザインオフィス　赤澤 知也
敷地面積：53,633.60 ㎡
建築面積： 8,181.36 ㎡
延床面積：43,053.80 ㎡
構　造　：S 造（一部 RC 造）
規　模　：地上 6 階・塔屋 1 階
竣工年　：2023 年
所在地　：神奈川県横浜市栄区笠間２－５－１

SAKURA TREE
建築主　：株式会社エバーズ
主要用途：事務所・飲食店
意匠設計：迫 淳海・安田 諭史
構造設計：津曲 敬・西田 愛
設備設計：佐藤 啓明・荻野 靖子・光本 ゆり
電気設計：吉田 圭佑
外装・エントランスデザイン監修： 
フィールドフォー・デザインオフィス　大久保 敏之
敷地面積：  254.40 ㎡
建築面積：  217.82 ㎡
延床面積：1,283.18 ㎡
構　造　：S 造（一部 CFT 造）
規　模　：地上８階
竣工年　：2024 年
所在地　：神奈川県横浜市神奈川区金港町 5－15

GAREN
建築主　：中埜産業株式会社
主要用途：物販店舗・飲食店舗・サービス店舗・事務所
意匠設計：川西 高弘・寺田 繁史・大内 祥子・市原 裕之
構造設計：宮城 佑輔・小澤 祐周・伊藤 雅崇・小川 光陽
設備設計：川村 昂正・河西 昌隆
電気設計：宮﨑 裕由・角田 祥梧
ＤＭ：三井不動産株式会社
基本設計・外装デザイン監修：株式会社日建設計
敷地面積：  483.17 ㎡
建築面積：  418.48 ㎡
延床面積：5,595.88 ㎡
構　造　：S 造 ( 一部 SRC 造）
規　模　：地上 13 階・地下２階・塔屋 1 階
竣工年　：2023 年
所在地　：東京都中央区銀座三丁目 2 番地 10,11,24,33

箱根ホテル小涌園
建築主　：藤田観光株式会社
主要用途：ホテル
意匠設計：鷹見 陽一郎・稲毛 誠・清水 亮輔
構造設計：諸星 雅彦・鷹羽 直樹・滝澤 千尋
設備設計：土田 武志・増田 奈保子・吉田 健一・古本 美希
電気設計：町澤 真一朗・高 悠哉
インテリア・FFE：フィールドフォー・デザインオフィス
　　　　　　　　 井筒 英理子・伊藤 公美
敷地面積：39,010.16 ㎡
建築面積： 2,472.06 ㎡
延床面積：10,211.71 ㎡
構　造　：RC 造
規　模　：地上６階
竣工年　：2023 年
所在地　：神奈川県足柄下郡箱根町

ＴＴＲＳ 研究開発棟
建築主　：豊田汽車技術研発（上海）有限公司
主要用途：オフィス・研究施設・整備場
意匠設計：宮内 和貴・村上 又三郎・神原 栄男・
　　　　　高橋 晃一・元木 智也・伊藤 浩・杉平 寛・
　　　　　佐藤 亘・趙 晶・陳 荔琳
構造設計：清成 心・中島 英己・沈 慶慶
設備設計：陳 偉光・蔡 炯・張 月
電気設計：飯島 淳一・孟 波
インテリアデザイン：フィールドフォー・デザインオフィス
　　　　　　　　　赤澤 知也
デザイン監修：株式会社日建設計
設計院：中石化上海工程有限公司
敷地面積：41,062.50 ㎡
建築面積： 8,250.80 ㎡
延床面積：49,403.81 ㎡
構　造　：RC 造（一部 S 造）
規　模　：地上 7 階・塔屋 1 階
竣工年　：2023 年
所在地　：中国上海市嘉定区安亭鎮嘉松北路 6333 号

青山学院大学 マクレイ記念館
建築主　：学校法人青山学院 
主要用途：学校（図書館）
意匠設計：根岸 健一・宮崎 俊亮・田中 裕伸・西野 安香・大内 逸平
構造設計：中村 庄滋・増田 陽輔・田中 広夢・佐野 達彦
設備設計：笠原 真紀子・小泉 誠・藤井 孝行
電気設計：中澤 公彦・天野 祐太
インテリア計画：フィールドフォー・デザインオフィス
　　　　　　　 代田 哲也・石津 麻衣・徐 知延
サイン計画：株式会社 OK デザイン室　大内 かよ・長谷部 宥美
敷地面積：105,434.93 ㎡
建築面積：   3,682.95 ㎡
延床面積： 16,731.24 ㎡
構　造　：S 造
規　模　：地上 7 階
竣工年　：2024 年
所在地　：東京都渋谷区渋谷四丁目 4 番 25 号

御福餅本家 本社
建築主　：株式会社御福餅本家
主要用途：工場・飲食店・事務所
意匠設計：佐々木 喜啓・坂本 達彦
構造設計：平松 悠
設備設計：宮塚 健
電気設計：川口 学
敷地面積：3,973.65 ㎡
建築面積：  686.08 ㎡
延床面積： 905.89 ㎡
構　造　：RC 造（一部 S 造）
規　模　：地上 3 階
竣工年　：2024 年
所在地　：三重県伊勢市二見町茶屋 568－1

CKD 北陸工場
建築主　：CKD 株式会社
主要用途：機械部品製造工場
意匠設計：秋山 暢大・小玉 欽也・細川 良太
構造設計：竹田 拓司・稲垣 啓輔・髙倉 正幸・黒﨑 健太
設備設計：天田 靖佳・宮村 泰至
電気設計：瓦 大介・阿部 俊文
敷地面積：72,568.91 ㎡
建築面積：12,044.64 ㎡
延床面積：22,277.25 ㎡
構　造　：S 造
規　模　：地上 2 階・塔屋 1 階
竣工年　：2024 年
所在地　：石川県小松市正蓮寺町

東大阪病院
建築主　：社会医療法人有隣会
主要用途：総合病院
意匠設計：寺本 竜介・竹内 圭佑
構造設計：鷹羽 直樹・竹内 信一郎・田浦 史彬・田邊 学・
　　　　　嶋田 あゆみ
設備設計：鈴木 清隆・藤田 渉・大多和 真
電気設計：中野 信哉・水野 大輔・山形 弥里
インテリアデザイン：フィールドフォー・デザインオフィス　原田 靖之
敷地面積： 3,147.62 ㎡
建築面積： 1,864.01 ㎡
延床面積：12,097.84 ㎡
構　造　：RC 造（一部 S 造）
規　模　：地上 8 階・塔屋 1 階
竣工年　：2023 年
所在地　：大阪府大阪市城東区中央 3－4－32

名古屋シミズ富国生命ビル
建築主　：清水建設株式会社・富国生命相互保険会社・
　　　　　清水総合開発株式会社
主要用途：事務所・自動車車庫
意匠設計：國立 篤志・大柳 聡・扇野 裕大・木村 愼太朗・浅見 拓馬
構造設計：島崎 大・石倉 敦・津曲 敬・小嶋 一輝・木内 佑輔
設備設計：髙橋 満博・天田 靖佳・盛川 岳穂
電気設計：石川 栄一・菅 裕之・馬込 仁総
エントランスホール 家具デザイン：フィールドフォー・デザインオフィス
代田 哲也・大久保 敏之・尾花 さき
16 階共用部 インテリアデザイン：三井デザインテック株式会社
ランドスケープデザイン：株式会社 KakSak　坂巻 直子
照明デザイン：SLDA　澤田 隆一
ファサードエンジニアリング：安田 辰雄
防災計画：水落 秀木・井戸 和彦
CG パース作成：渡邉 美土里
敷地面積： 4,820.79 ㎡
建築面積： 3,318.02 ㎡
延床面積：47,963.16 ㎡
構　造　：RC 造（一部 S 造）
規　模　：地上 16 階・塔屋 1 階
竣工年　：2024 年
所在地　：愛知県名古屋市中区丸の内一丁目 16 番 15 号

ロジクロス相模原
建築主　：淵野辺デベロップメント特定目的会社
　　　　 （三菱地所の特定子会社）・
　　　　　日本生命保険相互会社
ＣＭ：株式会社三菱地所設計
主要用途：倉庫業を営む倉庫
意匠設計：石谷 悟・神宮 有史・田中 裕伸　
構造設計：佐藤 勇成・巽 英明・須賀 貴之・原 憲治・
　　　　　大野 毬子・服部 恵多
設備設計：小坂 千里・瀧上 柾・深野 純一・荒井 みなみ
電気設計：丹羽 健二・横山 順一・夏井 啓一郎
エントランスホール・休憩室デザイン：
フィールドフォー・デザインオフィス　赤澤 知也
家具：株式会社メック・デザイン・インターナショナル
敷地面積： 78,073.59 ㎡
建築面積： 35,762.01 ㎡
延床面積：170,891.16 ㎡
構　造　：RC 造（一部 S 造）、免震構造
規　模　：地上 5 階
竣工年　：2023 年
所在地　：神奈川県相模原市中央区淵野辺 5 丁目 977 番 1 外

安川メカトレック末松九機株式会社 西日本本社
建築主　：安川メカトレック末松九機株式会社
主要用途：事務所
意匠設計：つく田 将紀
構造設計：齋藤 剛寛
設備設計：小林 遼一
電気設計：森谷 真帆
オフィスレイアウト協動：株式会社オカムラ
敷地面積： ３,270.63 ㎡
建築面積： 1,345.66 ㎡
延床面積： 4,988.35 ㎡
構　造　：S 造
規　模　：地上 5 階
竣工年　：2023 年
所在地　：福岡県福岡市博多区東那珂 1 丁目 400 番 7 号

野村不動産溜池山王ビル
建築主　：野村不動産株式会社
主要用途：事務所
意匠設計：糀谷 正和・國立 篤志・大柳 聡・乘越 由香・松井 遼・
　　　　　浅見 拓馬
構造設計：小林 俊樹・西川 航太・猪岡 活人・志水 真央
設備設計：髙橋 満博・増田 奈保子・稲垣 大侑
電気設計：菅 裕之・成田 剣太・馬込 仁総
木質技術：貞広 修・広瀬 景一・津畑 慎哉・稲井田 直哉・水落 秀木・
　　　　　井戸 和彦・広田 正之・森田 武・山下 平祐・遠藤 智紀
事業企画・監修：野村不動産一級建築士事務所
　　　　　　　　齊藤 康洋・梅澤 宏行・宍戸 元紀・落合 徹・
　　　　　　　　杉山 龍朗・伊藤 清人
ランドスケープデザイン：株式会社 KakSak　坂巻 直子
敷地面積：  690.67 ㎡
建築面積：  618.07 ㎡
延床面積： 5,594.97 ㎡
構　造　：S 造（一部木造）
規　模　：地上 9 階・地下 1 階・塔屋１階
竣工年　：2023 年
所在地　：東京都港区赤坂 1－1－14
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温故創新の森 NOVARE
NOVARE Hub, NOVARE Lab, NOVARE Academy, 
NOVARE Archives 他
建築主　：清水建設株式会社
主要用途：事務所
意匠設計：牧住 敏幸・定久 岳大・小林 央和・小川 浩平・
　　　　　稲葉 秀行・金馬 貴之
構造設計：田中 初太郎・木村 誠・杉山 友也・久米 建一・
　　　　　片山 浩一・長谷川 龍太・山下 美帆・今川 彩香
設備設計：髙橋 満博・重盛 洸・都築 弘政
電気設計：丹羽 健二・宮本 和明・野崎 紘平
展示計画：薩摩 亮治
開発計画：坪内 舞子・佐鳥 蒼太朗
ランドスケープデザイン：株式会社プレイスメディア・
　　　　　　　　　　 フィールドフォー・デザインオフィス
　　　　　　　　　　　北島 暢哉・本多 裕紀
ファニチャーデザイン：フィールドフォー・デザインオフィス
　　　　　　　　　　　代田 哲也・尾花  さき
照明デザイン：Lumimedia lab 株式会社
敷地面積：32,233.97 ㎡
建築面積：13,199.30 ㎡
延床面積：22,318.59 ㎡
構　造　：RC 造（一部 S造）
規　模　：地上 4 階
竣工年　：2023 年
所在地　：東京都江東区潮見二丁目 8 番地 20 号

旧渋沢邸
建築面積：   919.70 ㎡
延床面積：1,191.04 ㎡
構　造　：木造
規　模　：地上２階・地下１階

聖路加国際大学 聖ルカ礼拝堂
建築主　：学校法人聖路加国際大学
主要用途：礼拝堂
意匠設計：戸塚 祐造・釡谷 潤
構造設計：小林 俊樹・三村 香織
技術コンサルティング：株式会社日建設計
敷地面積： 12,909.73 ㎡
建築面積：   4,146.72 ㎡
延床面積：24,130.79 ㎡（改修部分面積：431.64 ㎡）
構　造　：SＲＣ造
規　模　：地上６階・地下１階・塔屋３階
竣工年　：2023 年
所在地　：東京都中央区明石町１０－１

福岡大学病院 本館
建築主　：学校法人福岡大学
主要用途：病院
意匠設計：榎並 和人・山本 武・後藤 なつみ・
　　　　　鈴木 多珠奈・淺井 健矢
構造設計：菅野 英幸・長谷川 龍太・原 憲治
設備設計： 辻 裕次・新野 将平
電気設計：寺島 大・島村 実季・山形 弥里
設計JV ：株式会社東畑建築事務所
インテリア計画：フィールドフォー・デザインオフィス
　　　　　　　 原田 靖之・井筒 英理子
敷地面積： 147,266.96 ㎡
建築面積： 6,267.40 ㎡
延床面積：51,328.70 ㎡
構　造　：S 造（一部 RC 造）
規　模　：地上 12 階・地下１階・塔屋１階
竣工年　：2024 年
所在地　：福岡県福岡市城南区七隈 7 丁目 45 番 1

The Link SAPPORO
建築主　：清水建設株式会社
主要用途：事務所・物販店舗・自動車車庫
意匠設計：今井 宏・加登 剛司・小松 辰也・宮崎 俊亮・三上 哲也・
　　　　　北川 春樹・小林 稜治
構造設計：諸星 雅彦・後藤 延明・武田 裕介・桂 正彦
設備設計：髙橋 満博・今井田 尚文・牛山 章子・津坂 剛男・
　　　　　盛川 岳穂・藤井 孝行
電気設計：伊藤 靖・江田 正志・野崎 紘平・成田 剣太・石田 将也
ファサードエンジニアリング：安田 辰雄
敷地面積：   1,956.78 ㎡
建築面積：   1,485.87 ㎡
延床面積： 18,336.85 ㎡
構　造　：S 造
規　模　：地上 13 階
竣工年　：2023 年
所在地　：北海道札幌市北区北 6 条西一丁目 1 番 3

KARAWANG OUTLET MALL
建築主　：PT. KARAWANG OUTLET MALL
主要用途：アウトレットモール
意匠設計：伊藤 伸司・安藤 幹泰・Harjanto
構造設計：土屋 宏明・松下 卓矢・西村 由妃・
　　　　　Stevanus Wibisono
設備設計：金坂 真哉・Ilao Montas Benigno
電気設計：松尾 昌一・Ratri Gunari
LOCAL ARCHITECT : PT. AIRMAS ASRI
LOCAL CIVIL, STRUCTURE AND METP ENGINEER : 
PT. MEINHARDT INDONESIA
DESIGN ARCHITECT : MITSUBISHI JISHO DESIGN ASIA
LANDSCAPE ARCHITECT : 
COEN DESIGN INTERNATIONAL PTE LTD
LIGHTING CONSULTANT : PT. LUMINA GROUP
THERMAL CONSULTANT : ARUP SINGAPORE PTE LTD
敷地面積： 151,260 ㎡
建築面積：   32,295 ㎡
延床面積：   50,785 ㎡
構　造　：RC 造
規　模　：地上 3 階
竣工年　：2023 年
所在地　：East Jakarta-Karawang
　　　　　Jalan Trans Heksa, Wanasari, 
　　　　　Telukjambe Barat, Karawang, 
　　　　　West Java 41361 Indonesia

GRAND MARINA TOKYO
パークタワー勝どきミッド
建築主　：勝どき東地区市街地再開発組合
主要用途：共同住宅・事務所・店舗・保育所・体育館・自動車車庫
意匠設計：田村 隆・石渡 義隆・永原 聖・巽 紅美・鈴木 かおり・
　　　　　林 淳蔵・岡田 達史・中出 達也・吉沢 彬成・林 万里亜・
　　　　　末金 優士・原田 洋・中村 徹・渡部 邦和・加藤 ひかる・
　　　　　浅井信雄・上田 和夫・小林 央和・村上 又三郎
構造設計：松浦 正一・濱 智貴・室 重行・佐々木 由美・安達 一喜・
　　　　　佐藤 圭祐・原 憲治・谷 量子・田邊 直也・田中 拓・
　　　　　熊谷 太希
設備設計：金田 生・横山 高仁・土田 武志・小泉 誠
電気設計：祖父江 一仁・森谷 真帆
工事監理： 鈴木 淳司・田川 英幸
デザイン監修： 株式会社ホシノアーキテクツ
基本設計： 現代建築研究所・日本設計共同企業体
敷地面積：   10,712.20 ㎡
建築面積：     4,745.85 ㎡
延床面積： 138,109.97 ㎡
構　造　：RC 造（一部 S造）、免震構造
規　模　：地上 45 階・地下 2 階・塔屋１階
竣工年　：2023 年
所在地　：東京都中央区勝どき四丁目 6 番２

Digital Commons
建築主　：清水建設株式会社
主要用途：コミュニティ
意匠設計：佐竹 浩芳・鈴木 康二郎・竹内 萌・
　　　　　山下 麟太郎
構造設計：嶋田 伊織・大江 諭史
設備設計：中島 風・今津 文沙
プレゼ　 ：加藤 直礼・加藤 亮次・渡邉 美土里
企画・実施協力：株式会社アルゴリズムデザインラボ
　　　　　　　　代表取締役　重村 珠穂
所在地　：東京都中央区京橋 2－16－1

旧渋沢邸「中の家（なかんち）」主屋改修
建築主　：埼玉県深谷市
主要用途：展示場
意匠設計：関 雅也・柿澤 英之
構造設計：貞広 修・菅野 英幸・西川 航太
設備設計：飯田 太朗
電気設計：塩澤 茉由子
プロポーザル推進：渡邉 泰一郎
展示設計施工：株式会社トータルメディア開発研究所
敷地面積： 3,331.36 ㎡
建築面積：    369.26 ㎡
延床面積：    521.49 ㎡
構　造　：木造
規　模　：地上２階
竣工年　：（改修）２０２３年
所在地　：埼玉県深谷市血洗島字渕ノ上 247－1,－2
撮影協力：渋沢栄一記念館

ゆめテラス祇園店
建築主　：株式会社イズミ
主要用途：物販店舗
意匠設計：西村 健・住川 雄一
構造設計：石田 雄一
設備設計：土田 武志・鈴木 淳彦・越戸 美春
電気設計：古久保 真・岡内 宏起
設計協力：株式会社車田建築設計事務所
敷地面積：12,060.87 ㎡
建築面積： 8,750.55 ㎡
延床面積：19,100.12 ㎡
構　造　：S 造
規　模　：地上 3 階・塔屋 1 階
竣工年　：2023 年
所在地　：広島県広島市安佐南区西原 5－19－44
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設
計
者
一
人
一
人
の
ア
イ
デ
ア
を

共
有
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

　
今
年
度
の
D
E
W
活
動
も
後
半
戦
に
突
入

し
、設
計
部
が
よ
り
魅
力
的
と
な
る
よ
う
な
、

ま
た
個
性
溢
れ
る
設
計
者
一
人
一
人
の
思
考

が
組
織
と
し
て
の
強
み
に
還
元
さ
れ
る
よ
う

な「
な
に
か
」が
出
来
な
い
か
、そ
の「
な
に

か
」を
探
し
て
委
員
内
で
議
論
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、建
築
は
最
終

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
作
品
性
に
目
が
行
き
が
ち

で
す
が
、そ
の
過
程
に
あ
る
思
想
や
デ
ザ
イ

ン
プ
ロ
セ
ス
、実
現
し
な
か
っ
た
ア
イ
デ
ア
に

も
学
ぶ
べ
き
多
く
の
要
素
が
詰
ま
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、委
員
内
で
、こ
れ
ま
で
実
現
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
深
堀
り
や
、ア
ン
ビ
ル
ド
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
考
え
た
こ
と
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
上
で
共
有
し
、意
見
交
換
す
る

こ
と
を
試
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、設
計
部
内
に
リ
リ
ー
ス
し
、設
計
者

同
士
が
お
互
い
の
ア
イ
デ
ア
に
触
れ
、刺
激

を
受
け
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
場
と

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
い
た
だ
き
、楽
し

く
学
べ
る
場
と
な
る
こ
と
を
D
E
W
委
員

一
同
期
待
し
て
い
ま
す
！（
長
澤
）

今
年
度
は
、若
手
設
計
者
を
中
心
に
、本

社
・
支
店
設
計
部
合
わ
せ
て
総
勢
32
名
で

D
E
W
委
員
会
と
し
て
の
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

D
E
W
委
員
と
し
て
の
任
期
は
基
本
的
に

１
年
と
短
い
で
す
が
、そ
の
期
間
を
最
大
限

活
用
し
、若
手
設
計
者
が
活
発
な
情
報
交
換

を
行
い
、知
見
を
集
積
し
、ま
た
、い
ざ
と
い

う
時
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
な
人
脈
が

構
築
出
来
た
ら
良
い
と
考
え
、活
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、今
年
度
は
、D
E
W
活
動
を
委
員

内
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、積
極
的
に
社
内
・

社
外
と
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、

『
外
に
出
て
い
く
、外
と
つ
な
が
る
』を
活
動

テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

『
外
に
出
て
い
く
、外
と
つ
な
が
る
』

　
通
常
業
務
と
並
行
し
て
の
活
動
と
な
る
た

め
、当
D
E
W
冊
子
の
編
集
な
ど
、時
に
忙
し

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、一
人
一
人
に

と
っ
て
、そ
れ
以
上
に
得
る
こ
と
の
多
い
活
動

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て『
学
ぶ
』

　
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
や
竣
工
見
学
、

社
外
事
例
の
視
察
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。設
計
者
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
意
見
交
換
を

通
し
て
、そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
ら
れ
た
思

い
や
、設
計
プ
ロ
セ
ス
、要
素
技
術
に
つ
い
て

学
び
と
る
場
と
し
て
き
ま
し
た
。

・
D
E
W
活
動
や
日
常
を『
発
信
す
る
』

D
E
W
活
動
を
通
し
て
の
気
づ
き
や
委
員

個
人
個
人
の
活
動
や
興
味
を
D
E
W
通
信
と

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

発
信
を
通
じ
て
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

D
E
W
を
通
じ
た『
学
び
』と『
発
信
』

stream DEW 2023-2024

DEW委員会活動風景

今
後
の
活
動
の
展
望

活
動
実
績

NOVARE視察状況

新たなプラットフォーム構築に向けた試行状況 DEW通信
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非売品

発 行 日
編 集・発 行

編集事務局

印　　　 刷

2024年8月
清水建設株式会社
／設計本部
〒104-8370 中央区京橋2-16-1
03-3561-1111（代）
設計本部
企画管理部

（株）ピーディーシステム
年１回発行予定

設計ライン部署群

上流における事業企画・
開発計画及び提案部門

設計本部

建築総本部

社長

全国設計・プロポーザル系組織図

プロポーザル推進部

プロポーザル・ソリューション推進室第１群
生産・研究施設設計部１部

生産・研究施設設計部２部

教育・文化施設設計部

構造設計部１部

構造設計部４部

設備設計部１部

設備設計部４部

ビジネスソリューション部

プロジェクト計画部

開発計画部

次世代環境ソリューション部

第２群

業務施設設計部

プロジェクト設計部２部

商業・宿泊施設設計部

集合住宅・社寺設計部

構造設計部２部

設備設計部２部

設備設計部３部

（2024.4月現在）

北海道支店

東北支店

北陸支店

建築設計部１部（東京）

構造設計部

建築設計部２部（ジャカルタ）

設備設計部

グローバル事業本部

支店設計部

医療福祉施設設計部

首都圏設計部

デジタルデザインセンター

設計技術部

木質建築推進部

工事監理部

企画管理部

構造計画・開発部

プロジェクト設計部１部

プロジェクト設計部３部

構造設計部３部

広島支店

九州支店

名古屋支店

建築設計部

設備設計部

構造設計部

関西支店

建築設計１部

構造設計部

建築設計２部

設備設計部

インテリア・ランドスケープを
主体とするデザインに特化した
関係会社

関係会社

株式会社 フィールドフォー・デザインオフィス　

設計、人材派遣、ＣＧ製作、
模型製作、ＤＴＰ・印刷等を行う
関係会社

株式会社 ピーディーシステム

D
E
W

stream
 2024

岡野 晶

鈴木 多珠奈

清水 善規 小林 稜治 長澤 怜
委員長

谷 泰人
副委員長

丸山 柚香
副委員長

杉原 岳

谷津 健志

小野寺 美紀

永井 翔大

藤田 倫也

黒田 健一
事務局

佐藤 正博 

鬼頭 秋帆

千本 雄登

元木 智也

青木 和巳

角田 祥梧

大西 慶太郎

阿部 俊文

小竹 輝彰

井野 裕也 森川 史織松浦 遥

米倉 裕修

小西 優斗

山下 麟太郎

森 伽原

松本 和喜

潮田 紘樹

櫻木 健司
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